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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『人よ、働け！』

　古いにしえの唯ゆい一いつ神しんはその言葉と共に、人間に職業ジヨブを与あたえた。

　生まれた瞬しゆん間かんより、全すべての者は履歴書ウオークオブライフと呼ばれる、個人の全てが記される本を召しよう還かんできるようになる。全てというのは文字通りその者の全てだ。身長体重、家族構成、そして職業ジヨブ。

　ルードワルド。

　ここは就職率１００％を実現した世界。

　空に鎮ちん座ざするは４つの太陽と４つの月。

　そして４つの国。

　東に位置するクートヴァス。

　西に位置するキースデーン。

　南に位置するエスディメリ。

　北に位置するヴェルセ。

　この４つの国の間に存在するのは峻しゆん厳げんたる資本主義。良くも悪くも、金が力の象しよう徴ちよう。

　人は職業ジヨブ無しには生きられない。

　人は生きる為ために働き、働く為に生きる。

　人は転職ジヨブチエンジを繰くり返す事で、より高い職業ジヨブに辿たどり着く事ができる。

　そして働くという事は出会い、衝しよう突とつし、そして成長する事だ。

　これは１人の男の転職ジヨブチエンジを巡めぐる話。
















「被ひ告こく、ホールデン・ドハーティに罰ばつ金きん１００億ルードを命ずる」

「なにぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！!!」

　裁判官がホールデンにとって死し刑けいに等しい文言を言い放つ。

　証言台に立ち尽つくすホールデンは足あし下もとが瓦が解かいしたかと思う程ほどの絶望に襲おそわれる。

　しかし、現実には証言台は瓦解せず、己おのれの両足でしっかりと立っている。

　が、本音はこのまま膝ひざから崩くずれ落ちたかった。

　クートヴァスでは平均生涯獲得金額２億５０００万ルード。

　そう言えば、１００億ルードという金額がいかに途と方ほうもない額か理解できるはずだ。

　後方からは罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらし。

　前方からは死の宣告。

　そして国王の高笑い。

　この裁定所において孤こ立りつ無む援えん、五ご里り霧む中ちゆう、四し面めん楚そ歌かの状じよう況きように追い込まれる。

　──世界一の金持ちになってこんな悲しい思いをしない世界にするよ。

　遠い日の記き憶おくが鮮せん烈れつに想起される。

　──うん。お兄ちゃんなら必ずできるよ……

　その横には屈くつ託たくの無い天使の笑え顔がおがあった。幼い日のホールデンは、その笑顔は常に自分の側そばにあると信じて疑わなかった。しかし、その笑顔は長くは続かなかった。最後の記憶にある顔は、ホールデンが望む笑顔ではなかった。

　──必ず……必ず迎むかえに行くから……

　──うん……お兄ちゃん……きっとまた会おうね！

　ホールデンは数人の大人に雁がん字じ搦がらめにされ身動きができず、己の無力さで涙なみだがあふれていた。対照的に妹は涙を流していなかった。しかしそれは自分が泣いてしまったらもっと兄を悲しませてしまうと理解した目め一いつ杯ぱいの笑顔であった。

　小槌ガベルが打ち鳴らされ思考は現実に戻もどり、ホールデンは裁定所の天てん井じようを見上げた。

　──どうしてこうなった？

　数日前まで将来を嘱しよく望ぼうされ、引く手数多あまたを地でいくような状況であったのに。

　この状況に至るまでに何があったのか？

　何故なぜこの状況に追い込まれたのか？

　話は数日前まで遡さかのぼる。




　　　　◆◆◆




　春風が街に吹ふき、柔やわらかな花弁が世界を彩いろどる。空には煌こう々こうと４つの太陽の内、春を司つかさどる太陽が麗うららかな光を人々に惜おしみなく降り注いでいた。誰だれもが鼻歌混じりで散歩でもしたくなりそうな春の昼下がり。クートヴァス第10区画に位置するオンボロ長屋で、ホールデン・ドハーティは長屋と同じ位オンボロなソファーに寝ねそべっていた。

「──履歴書ウオークオブライフ」

　ホールデンは手を前にかざす。突つき出した掌てのひらの前に履歴書ウオークオブライフが淡あわい燐りん光こうを放ち顕けん現げんした。これこそが人類全てに与えられた、その人間の全てが記き載さいされたものである。形は縦30センチ、横20センチの本の形をした物だ。履歴書ウオークオブライフに記載されるのは、己のステータス、身長、体重、年ねん齢れい、そして職業ジヨブだ。職業ジヨブに就ついた後にスキルを発動する時は必ず履歴書ウオークオブライフを開いていなければならない。その他の用よう途ととしては、自分の資産管理（預金等の管理）、メール、身分証明など生きる上で欠かす事ができない物ばかりである。

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフをメール確かく認にんページで止める。メッセージ３４５件。かなりの量が送られてきていた。上から順に内容を確認する。

「えーなになに……」

『件名　トーマス・インク、人事部　ドネガル・タッターと申します。本文　初めまして。私はトーマス・インク人事部　ドネガル・タッターと申します。ホールデン・ドハーティ様のステータスを拝見致いたしました。素す晴ばらしいステータス値でした。これもひとえにドハーティ様のたゆまぬ努力の成果だと考えます。その努力の成果をぜひとも我がインクで発揮していただけるのではないかと思い、メールを送らせていただきました。待たい遇ぐうの方は契けい約やく金１０００万ルード、年収６００万ルードと考えています。お会いできるのを楽しみにしております』

「うーん。いまいちだな……」

　ホールデンはいまいちと言っているが、クートヴァス新卒平均年俸は３００万ルードである。これを考えるとかなりの好条件であると言えよう。

「おっ、アビゲイル・インクは、契約金は７５０万だけど年収が７９０万か。これは中々」

　大量のメールを確認していく。その内容は基本的にホールデンを褒ほめちぎってなんとかして入社してもらおうとしている内容であった。

「……ホールデンならそんな条件よりもっといいとこのオファーを受けた方がいい」

　誰もいない筈はずの部屋で急に後ろから声がかかる。

「おわっ！」

　驚おどろきすぎて、ソファーから腰こしが浮うくホールデン。振ふり向くとそこにはよく見知った少女がホールデンの履歴書ウオークオブライフを覗のぞき込んでいた。

「ティア……いつもいつも鍵かぎがかかっている部屋にどうやって入ってくんだよ」

　その少女は無言でスッと合鍵を出す。

「なんで合鍵を！」

　手を伸のばし、鍵を奪うばおうとするが、ひらりと躱かわされてしまう。

「……そんな事よりも、ホールデンはもっといい会社インクに行くべき」

「そんな事よりって……」

　ホールデンはあきらめ混じりのため息を吐つく。

　この不法侵しん入にゆう者しやはティア・ラブ・ヒューイット。ホールデンと同じ職業訓練学校ジユニアの卒業生だ。すっと整った鼻すじ、柔らかそうな唇くちびる、流りゆう麗れいな川を思わせる様な髪かみ質しつ、眠ねむそうな垂れ目の大きな瞳ひとみはアクアマリン色で美しく、胸は高い山脈を連想させる程大きい。感情の起き伏ふくが少なく、無愛想に見えてしまうのが残念だが、黙だまっていれば文句のつけようが無い美少女である。ティアは前のめりになり、ホールデンの肩かたに大きな胸を乗せると、勝手にホールデンの履歴書ウオークオブライフのステータス値のページを開く。

「お、おい……くっつくなって……それに、勝手に見るなよ！」

　氏名　ホールデン・ドハーティ
















　年齢　15歳

　身長　１７７センチ

　体重　65キロ

　所持金額　３万８９０１ルード

　ステータス　力　４５０　防　５０３　速　４３０　賢けん　91　魔ま　３９９

　その表示を見ると、何故かティアは誇ほこらしげになる。

「……賢だけ低いけど、平均値が今期最高ステータスなんだから、しょぼい会社インクからのスカウトに乗るなんて私が許さない」

「人が気にしている事を……お前に言われるまでもなく条件が低い会社インクには行く気は更さら々さらねぇよ……つーかお前が許さない意味がわからんし」

　ティアが言う通り、ホールデンは今期の職業訓練学校ジユニア卒業生の中で最高のステータス値であった。ステータス値が優ゆう秀しゆうな者は職業ジヨブを与あたえられる前に会社インクと呼ばれる組織からスカウトを受ける。通常、職業ジヨブを与えられてからその資質にあった会社インクの採用試験を受けるのが一いつ般ぱん的だ。しかし、優秀な人材はその限りではない。どこの会社インクも営利を目的としている。営利を目的としている以上、有能な人材は必ひつ須す。なので、毎年、優秀な者は採用試験を受ける前に、会社インクの方から声がかかる。これの利点としては通常入社する者にはない、契約金が受け取れる事と、年収が高くなる事だ。デメリットとしては通常入社の職業ジヨブが思いの他ほかいいものであった場合、契約金はもらえないが、年収がその分高くなる。しかし、それは稀まれなケースであるのでスカウトされた者のほとんどはどこかの会社インクに入る。

「……そんな事よりここにサインを」

　ティアは１枚の用紙をホールデンに差し出す。ホールデンにはその紙を見なくても何の用紙か理解していた。

「……あのな？　何度も言うけど、絶対サインしないからな」

　無感情に差し出された用紙には『婚こん姻いん届とどけ』と印字されている。ホールデンはティアに向くと淡たん々たんと言い聞かすようにつぶやく。ティアはキョトンとして、まるでホールデンが自分の知らない言語で話しているといった感じだ。

「……ホールデンの意思なんて聞いていないの。貴方あなたが私の事を好きか嫌きらいかなんて些さ末まつな事。だって私も別に貴方の事を慕っている訳じゃないんだから」

　ティアがこうなっているのには理由があった。

　ティアのステータス値は今期ホールデンに次いで第２位。おまけにクートヴァス会社インク序列２００年連続第２位という偉い業ぎようを達成している、ヒューイット・インク社長の令れい嬢じようであった。そんな才さい色しよく兼けん備びの美少女に求婚されているのだから、年相応の男なら喜んで然しかるべきなのだ。だが、ホールデンは新手の苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になる。

　ティアは普ふ段だん何を考えているか読めない子であったが、１つだけ明確な事があった。

　それは、優秀な子孫を残す事。ヒューイット・インクは２００年連続序列２位。別の言い方をすれば万年２位。そんなヒューイット家の悲願は序列１位に昇のぼりつめる事だ。なので、ステータス値第１位であるホールデンとの結婚をティアの意思とは無関係にヒューイット一族が望んでいるのだった。

「お前の人生お前のモンなんだから、好きな奴やつくらい自分で探せよ」

「……ホールデンは自分の事を好きだったら結婚してくれるの？」

「い、いや、それはさぁ、なんて言うか……お互たがいの事を色々知ってだなぁ……」

「……じゃあ私はホールデンが好き。これでいいでしょ？」

「『じゃあ好き』ってなんだよ！　全然気持ち入ってねーだろうが！」

「……結婚に気持ちは邪じや魔まになるだけ。あるのはお互いの利益の追求。恋れん愛あいならそういった気持ちも必要かもしれないけど、私はホールデンと恋愛をするつもりはない」

　あたかもそれがこの世の真理であるかの様に自信満々に語るティア。

「……それに私はお金持ち。私と結婚すれば私の家の資産が共有になる。おまけに私自身を好きにできるよ。それって最高だと思うけど」

　必要以上に自分の胸を強調して言う。確かに、ティアは金持ちってだけではなく、相当な美少女で胸も大きい。男が望む条件がかなり揃そろっている。しかし、ホールデンは……

「はぁ……あのな、金は欲ほしいさ。いくら稼かせいだって足りないって位欲しい。けどな？　それは俺自身で稼がないと意味がないんだよ」

　ティアと結婚すれば一いつ瞬しゆんで大金持ちになる。だが、いくら金に汚きたないホールデンでも自分の事を別に好きじゃないという相手からの求婚を、受けられるはずがない。そんな人道から外れた事をして手に入れた金は求めていない。自分の力で稼いでこその金ちからなのだから。なのでホールデンはティアのこの申し入れをひたすらかわし続けていたのだった。

「……理解できない」

　ホールデンは大きくため息を１つ吐はき出した。

「それに、俺は怒おこってんだからな」

「……怒る？　それも全くわからない。なぜ、私のこと怒ってるの？」

「正気かお前!?　卒業式であんな事しておいて恨うらんでない方がおかしいだろ！」

「……卒業式？　何かあった？」

「お前……マジで言ってるのかよ……卒業式で俺のパンツ……」

　ティアは本気で心当たりがないといった様子だ。ホールデンが怒るのも無理はない。卒業生筆頭として全生徒の前で挨あい拶さつをした後、ティアが壇だん上じように上がってきた。婚約の既き成せい事じ実じつを作ろうと、キスを迫せまってきたのだ。ホールデンがそれをかわすと、悲劇は起きた。いや、他ほかの生徒から見たら喜劇にしかならない出来事だろう。ティアはなぜか何も無い所で盛せい大だいにすっ転び、これまたなぜかホールデンのズボンにつかまりそのまま下着ごとずり下げてしまったのだ。必然、ホールデンは全校生徒の眼前でリトルホールデン股間をご開帳してしまった。ホールデンはその日家でさめざめ泣く事になる。

「私がホールデンのパンツを下げてしまった事ね。今となっては良い思い出。そんな青春の１ページを提供したのだからお礼を言って欲しいくらい」

　ティアは一いつ切さい悪びれた様子も無く、むしろ得意げに語る。

「どうやったらその思考に帰結できるのか不思議でならないわ！」

「……そんな事で怒る様な器うつわの小さいホールデンでも、アッチの方は大きいから私を楽しませてくれるんでしょう？」

「話がかみ合ってなさ過ぎるだろう!?　色々と！」

　うんざりした様にため息を吐くと、ティアを無視しメールチェックを続ける。

「おっ!!　まじかよ！」

　とあるメールの件名を見たホールデンの笑え顔がおが驚きの表情に瞬転した。

『年収３億！』

「喜んで、この会社インクにお世話になります！！！」

　歓かん喜きに打ち震ふるえながら、内容を確かく認にんするホールデン。ホールデンの様子を見たティアはその内容を後ろから覗き込むと、冷静に呟つぶやいた。

「……ホールデン、この内容って」

　ティアのその言葉は、テンションが上がったホールデンの耳には届いていなかった。

『本文　私の年収は３億ルードです。仕事一筋に生きて来て気がつけば早39歳。頼たよれる男性とも巡めぐり会わず、日々を悶もん々もんとすごしております。私の稼いだお金はもちろん好きに使って頂いて結構です。その見返りとして私を癒いやして頂ければそれで満足です。どうかこの寂さびしい40前の熟うれた体を貴方のその優やさしさでどうぞ癒してくだ……』

「ざっっっけんな！！！　詐さ欺ぎメールかよっ！！！」

　ホールデンは喜色満面から憤ふん怒ぬの化身になり、ソファーから勢いよく立ち上がると履歴書ウオークオブライフを壁かべに投げつけた。そんな様子のホールデンを見たティアは無感動に呟く。

「……ホールデン、おっちょこちょい。だから賢が低いんだと思う」

「っだぁ!!　余計な御お世せ話わだっての！　もう帰れ！」

　そう言うと、ホールデンはティアを入り口まで追いやる。ティアが無表情で艶なまめかしい言葉を吐く。

「やん……ホールデン、強引なのが好きなの？」

「無表情でなんて事言ってんだお前は！」

　ホールデンはポイッとティアを外に追い出すと、鍵とチェーンをかけた。そしてソファーまで戻もどると勢いよく座る。

「ハァ……どっと疲つかれた……それにしても純真な思いでメールを見ているのに、詐欺ろうとする奴がいるなんて酷ひどい世の中だ」

　その『純真な思い』とは『一番金を出す会社インクを探す』といったモノだ。世間一般的に見てその思いとやらは純真とは程ほど遠とおいという事に当の本人は気がついていない。そもそもの話、ホールデンは今すぐ、どこの会社インクにも入る気は無かった。なぜならば、職業ジヨブに就ついた瞬しゆん間かんに、自分の価値は更さらに跳はね上がる事が九く分ぶ九く厘りん確定しているからだ。職業ジヨブを与えられると、飛ひ躍やく的にステータス値が上がる。『職業ジヨブ』とはそれだけ強力なのだ。一番早く稼ぐには自分で会社インクを興す事が近道だが、クートヴァスにおいて10年以上別の会社インクに所属しなければならないという決まりがある為ため、いきなり自分の会社インクを興す事はできない。

　ホールデンは毎日勉強を必死にがんばって順位を維い持じしていたのだが、寝ねる間を惜おしんで勉強しても賢のステータスは微び妙みようにしか上じよう昇しようしなかったのである。人にはそれぞれ得手不得手がある。ホールデンは勉強が人より苦手ということだろう。なのでこのステータス値を獲かく得とくするまでの道のりは決して楽なものではなかった。

　同年代が朝、惰だ眠みんを貪むさぼっている時には早起きし毎朝20キロのランニングを欠かさず。

　同年代が学校の授業中に寝ている時は一言一句聞き漏もらさない集中力で勉学し。

　同年代が楽しく休みの日に集まり遊んでいる時は、朝から晩まで頭と体を鍛きたえ続けた。

　このようにしてホールデンは職業訓練学校ジユニア時代に１つも楽しい事がなかったのである。決して本人は群れる事がダサいから友達はいらないというタイプではない。むしろ、叶かなう事であれば皆みなと楽しい学校生活を送りたかったと思っていた。その全すべてを捨て、年収を上げる為にステータスを鍛え上げたのだ。このまま順当に職業ジヨブを得れば、まず間ま違ちがいなくどこの会社インクでも即そく戦せん力りよくになり得る。

「俺には金がいるんだ……」

　その声は真しん剣けんそのものだ。この世界は良くも悪くも資本主義である。金があれば幸せで、無ければ不幸せ。一いち概がいには言い切れないが、少なくともホールデンは金というものが人を幸せにすると信じている。ただ、同時に憎にくしみも感じていた。あの時に自分に金があれば、妹と離はなればなれになる事も無かったはずだ。だが皮肉な事にその憎むべき金を集めなければホールデンの目的は達成できない。自分達と同じ様な者達を無くすには途と方ほうもない金が必要になる。

　履歴書ウオークオブライフを閉じると同時に掌てのひらの上から消える。

「フィービー……待っていてくれ」

　その声は老ろう朽きゆう化かした木造の家屋に消えて行く。




　　　　◆◆◆




　春の太陽が相も変わらず柔やわらかい日差しで世界を照らす。全ての風景が春色に染まるそんな日。ホールデンが待ちに待った授職の儀レンダージヨブの日がついにやってきたのだ。

　ルードワルドに住まう15歳になる者達は、それぞれの国にある職業庁が管理するミネルバの大聖堂にて最初の職業ジヨブを与あたえられる。

　最初の職業ジヨブは全ての新卒者に重要な意味を持つ。それは良い意味でも悪い意味でもだ。何故なぜならば、最初に与えられた職業ジヨブは〝天職ライズジヨブ〟と呼ばれ、転職ジヨブチエンジをする際に大きな意味を持つからだ。

　ホールデンはいつもより早く起き、第10区画を後にした。足取りは自然と軽い。それもそうだろう。この日の為に学生生活の全てを費ついやし努力してきたのだから。

　授職の儀レンダージヨブはミネルバの大聖堂で毎年行われる。ミネルバの大聖堂は、第１区画にあるクートヴァス城下町の中央に位置する場所に建っており、遠くからでもその神聖な偉い容ようが確認できる。城下町は新卒の者達であふれ返っており、それぞれ友人達と楽しくおしゃべりをしながら大聖堂を目指していた。

　ホールデンはというと、これから自分が与えられる天職ライズジヨブに思いを馳はせながら向かう。

（今日は俺がテッペンを目指す記念すべき最初の日になる。職業ジヨブが発現しさえすれば、俺なら最高の待たい遇ぐうで会社インクに招かれるはずだ）

　そんな事を考えながら進んでいると、いつの間にか大聖堂に辿たどり着いていた。高さ18メートルはある巨きよ大だいな扉とびらの前で立ち止まると、大きく深呼吸をする。

（さぁ、いよいよだ！）

　大きな期待を胸に栄光になるだろう１歩を踏ふみ出し、扉の中に入った。

　中に入ると静せい謐ひつな空気感に息を飲む。高い天てん井じようの中天に張られたステンドグラスは色とりどりの宝石の様で、上品な調度品は神聖さに満ち溢あふれている。奥にある授職の儀レンダージヨブを行う台座は神こう々ごうしく輝かがやいて見えた。ホールデンも感かん嘆たんの念を禁じ得ない。

　席は自由だったので、ホールデンは中程の中央よりの端はしに着席する。

　自分が与えられる天職ライズジヨブを想像していると、隣となりの席から声がかかった。

「あれ？　ホールデン君じゃないか」

　ホールデンは驚おどろいた。まさか自分の名前が呼ばれるとは思わなかったからだ。隣に視線をやると、そこには知り合いが爽さわやかな笑みを浮うかべていた。

「なんだ、サリーか……」

「久しぶりじゃないか！　……ってそんなあからさまに興味がない顔をしないでくれよ」

「久しぶりってほど久しぶりじゃないだろ。職業訓練学校ジユニアの卒業式の時に顔を合わせているから２週間しか経たってないし」

　サリーと呼ばれた少年は甘い顔マスクをほころばせる。

「２週間しかじゃなくて、２週間もじゃないか」

　ホールデンはこの意識の差は一生埋うまらないと感じた。

　サリー・バーンズはホールデンと同じ孤こ児じ院いんの出身であるのと、職業訓練学校ジユニアの同級生でもある。今期のステータス値第３位。しかし女性からの人気に関して言えばホールデンは天と地程の差をつけられていた。甘い容姿に爽やかな性格、おまけに成績優ゆう秀しゆうで将来有望。モテない方がおかしいだろう。そんな性格だから在学中も事あるごとにホールデンに声をかけていたのだ。

「……俺は今忙いそがしいんだ。用があるなら早くしてくれよ」

「忙しいって、何もしている様子がないけどなぁ。その前に、何か用がなかったらしゃべりかけちゃ駄だ目めなのかい？」

「相変わらずスカした笑顔全開で苦手だ。お前の事」

「ははは。君も相変わらずはっきりとモノを言うねホールデン君。僕は君のそういう所好きだけどね」

　サリーはホールデンのはっきりとした物言いにも顔色を変えず爽やかに対応する。

「君ほどの人なら色々な会社インクから声がかかっているんじゃないの？」

「まぁな。そういうお前はどうなんだ？」

「僕は入りたい会社インクがあって、事前に自分でコンタクトを取って入社させてもらえたんだ」

「まじで？　職業ジヨブが決まってからの方が年収良くなるはずだろ」

　すぐに金の話に持っていくあたりホールデンの金への執しゆう着ちやく心しんがうかがえた。

「ははは。金額は自分次し第だいってとこかな。会社インクはラロケット・インクだよ。入りたい所に入れる。僕はそれだけで満足なのさ」

「ソレハヨカッタナ」

　ホールデンはサリーの優等生然とした回答に辟へき易えきし、あくびをしながら適当に答えた。

「ははは、そこまで興味が無さそうにされるとこっちも気持ちがいいよ」

「けど、まぁラロケット・インクなら稼かせごうと思えばかなり稼げるんじゃねーの？」

　ホールデンがそう言うのは、ラロケット・インクは数多あまたある会社インクの中で、クートヴァス内会社インク序列49位と、上位であることだけではなく、創設10年目かつ総社員数は２００人程と、歴史が浅く社員数も少ないからだ。序列１００位以上の会社インクは創業１５０年以上の歴史をもつ会社インクが多く、社員数も膨ぼう大だい。毎年更こう新しんされる序列は会社インクの収益、貢こう献けん度どで決まる。ラロケット・インクは、社員数は少ないが１人１人の力が途方もなく優すぐれている証左でもある。歩合制を採用している会社インクの中でも圧あつ倒とう的にバック率が高いので、頑がん張ばれば頑張った分だけ儲もうかる様にして、社員のモチベーションを上げている。

　当然の事だがそれぞれの会社インクには特色がある。ある会社インクは商業系が強く主に【商人The Increase】の職業ジヨブに就いている者が入る。ある会社インクは芸能系が強く主に【偶像The Idol】、【管理者The Manager】の職業ジヨブに就いている者が入る。ある会社インクは工業系が強く、【職人The Master】の職業ジヨブに就いている者が入る。ラロケット・インクの強みは圧倒的な武力だ。優秀な人材を使って賞金首を狩かったり、レベル５以上の指定危険地域での幻げん獣じゆう・神しん獣じゆうの駆く除じよ、捕ほ獲かくをしたり、要人の警護にあたったりと仕事は非常に多た岐きに亘わたる。社長であるヴィンセント・ラロケットは元クートヴァス・インク　最高戦力である国王特務部　第９課　通つう称しよう〝王の剣ライトハンドオブキング〟の課長であった。ヴィンセントの強さは無類で、基本職業ジヨブの【魔術師The Resignation】であるにもかかわらず職業ジヨブ価値ＳＳまで上り詰つめた天才だ。その功績は凄すさまじく、いくつもの街を壊かい滅めつさせた幻獣、ヒュドラの討とう伐ばつ、角が万病の特効薬になるユニコーンの捕獲、飼育方法の確立。多くの第１級犯罪者の逮たい捕ほなどクートヴァスにもたらした利益は莫ばく大だいだった。そんなヴィンセントが10年前突とつ如じよとしてクートヴァス・インクを退職し、ラロケット・インクを創設したのだ。ヴィンセントを慕したってラロケット・インクに入社したがる猛も者さは多かった。なので小さいながらも人材は有能な者が多く、少数精せい鋭えいといった言葉が非常に合っている会社インクである。

　ホールデンがサリーの年収を憶おく測そくしていると、目の前に唐とう突とつに紙が現れ、抑よく揚ようの無い声が響ひびいてくる。

「……今日こそはここにサインしてもらう」

　その紙を見ると『婚こん姻いん届とどけ』と印字してあった。

「げっ！　ティア！」

「……ホールデン久しぶり。久しぶりなのにその態度はひどい。私の心は深く傷ついた。今の行こう為いを許す代わりに、ここにサインして」

　ティアはホールデンの横に座る。ホールデンの嫌いやそうな顔を見て口では傷ついたなどと言っているが、口調、表情からは微み塵じんも傷ついた印象を受けなかった。

「久しぶりって、昨日会っただろ！」

「……[image: ]時間も会っていない。だから久しぶり」

「お前はお前で時間の感覚がイカレてるんだよ！」

　ホールデンはサリーとティアの感覚に違ちがいはあれど、久しぶりという感覚において、２人と一生わかり合えないと確信した。

「……早くこの氏名欄らんに記入を」

「だから俺は記入しないって何度も言ってンだろうが！」

　そんな不毛なやり取りをしていると横合いから草原に吹ふく一いち陣じんの微び風ふうの様な微笑ほほえみを湛たたえながらサリーはぼそりと呟つぶやいた。

「卒業しても相変わらず君達は仲がいいなぁ」

　そんな少し前の学校生活と何も変わらない場面を再現していると、大聖堂の入り口付近が騒さわがしくなっていた。

「──お、おい！　あの方は……」

「──まじぱねぇ……」

「──あの顔にあのスタイルとか……神はつくづく不平等ってヤツが好きと見えるな」

　様々な言葉をひそひそと話しているが、そのどれもが褒ほめ称たたえる言葉で統一されている。ホールデンはその方向に視線をやる。そこにはこの世の美を収しゆう斂れんした人間が歩いていた。

　クートヴァス王国第57代目国王ノア・フラワーズの娘むすめ、メグ・フラワーズであった。

　ルベライト色の大きな瞳ひとみ。雪原を連想させる白い肌はだ。薄うすく儚はかなげな唇くちびるは天使の音色を奏かなでる蓄ちく音おん機きなのだと容易に想像させる。衣類から覗のぞく手足は精せい緻ちに作られたガラス細工の様だ。その細いシルエットの中で胸の部分だけ霊れい峰ほうを思わせる存在感を放つ。髪かみはホールデンが今まで見てきたどの黄金よりも美しい黄金色。その秘宝の様な髪をツーサイドアップに結ゆわえた姿は幼さと妖よう艶えんさ、その二律背反が同居する奇き跡せきの存在へと昇しよう華かさせていた。まさに神が考えうる全すべての美点を兼かねそなえているといっても過言ではない。

　ホールデン達の横を通り過ぎて、一番前の中央に静かに着席した。

「ただ歩いているだけなのに、えらくド派手な登場に見えるな」

「そうだね。お姫ひめ様は僕らと違って貴族専門の訓練学校に通っていたはずだから、こうして間近で見ること自体初めてだから仕方ないんじゃないかな」

　くいっくいっとホールデンの裾すそを摑つかむティア。

「……早くここにサインして」

「いやいや、おかしいだろこの流れでそれは！」

「……おかしくない。おかしいのはサインをしないホールデンの方」
















　ティアは本気でそう言っているようであった。

「はぁ。そんな調子だからお前友達いないんだぞ。少しは空気ってやつを読んでくれよ」

「……友達？　それって必要なの？」

　強がりでも、噓うそを言っている素そ振ぶりでもなく本心からそうティアは告げていた。

「……それに貴方あなたにも友達はいないでしょ」

「ぐうっ……はっきり言ってくれるな……」

「……友達が欲ほしいの？　なら買ってあげるけど？」

「金で友達を買うってどんだけ俺哀あわれなんだよ!!」

「……欲しくないの？」

「なぁサリー、助けてくれよ……こいつ本気で言ってるよ」

　ホールデンは深くため息を吐つき、サリーは変わらずニコニコと何を考えているかわからない表情で受け流した。




　　　　◆◆◆




「これより本年度の授職の儀レンダージヨブを開始する」

　全ての人間が揃そろうと職業庁長官が始まりを告げる。

　今年度の新卒者の人数は約８万人。平均６万人位なので今年は多いと言える。

　この授職の儀レンダージヨブにはクートヴァスにあるほとんどの会社インクのスカウトマン達が見に来ている。しかし人数が膨大なので１人１人見ていたら時間がかかりすぎてしまう。なので必ず最初に、その年のステータス値上位１００名がその場の全員が見ている前で下位より順に職業ジヨブを与あたえられる。そうする事によって主要な人物の職業ジヨブを把は握あくする事が容易にできると共に、学生達はその上位１００名の中に入る為ために切せつ磋さ琢たく磨まする様になる。１００位以下は、一斉に職業ジヨブを与えられる。

　授職の儀レンダージヨブが始まり、順調に５位まで終わる。やはり、10位に入るとスカウトマン達の視線も熱を帯びてくる。

「次は第４位メグ・フラワーズ」

「はい」

　清せい廉れんな声を張り、メグ・フラワーズは登とう壇だんする。

　長官がミネルバの羽根ペンで、メグの履歴書ウオークオブライフに最初の職業ジヨブを刻みだす。やがて書き終わると、投とう影えい機きにメグの天職ライズジヨブとステータスが映され、全員に公開される。




　職業ジヨブ【魔術剣士The Dual】

　ステータス　力　８７０　防　４６６　速　６５４　賢けん　５４５　魔ま　１０４３

　通常スキル　《魔術剣技マジツクソード・付随させるは炸裂エクスプロージヨン》

　効果　　斬撃に爆発系魔術を付与する

　発動条件　呪じゆ文もん詠えい唱しよう

　詠唱文［一の破は壊かいは悲しみを伴ともなう、百万の破壊は道を切り開く］

　職業ジヨブ価値　ＡＡ




　公開されると会場がどよめいた。

【魔術剣士】は職業ジヨブ価値ＡＡの上級職。本来であるならば【剣士】と【魔術師】を極きわめてから初めて発現する職業ジヨブである。天職ライズジヨブとして上級職が発現するという事は今後、他ほかの新卒者達に果てしないリードを得たという事だ。

　メグはその結果をみても特に表情を崩くずさず、静かに元の席に戻もどった。

「……上級職。さすがノア・フラワーズの血族」

「うん。そうだね。ノア・フラワーズの娘なら納なつ得とくだ」

　サリーもティアと同じ様な意見だった。周りにいた全ての人がそんな内容を話していた。

「……つーか、誰だれの子とかって関係なくねーか。それってあの姫さん自身について誰も評価してない気がするけどな」

　ホールデンは２人の呟きに若じやつ干かんいらつきながら否定的な意見を言う。

「ホールデン君の言わんとする事はわかるけど、やっぱりノア・フラワーズの娘として生まれたからには付きまとう宿命みたいなものだと思うよ」

　そうサリーは苦く笑しようを浮うかべながら語る。

「それほどノア・フラワーズはクートヴァス内どころか、このルードワルド全域においてその名を轟とどろかせている。それは君も知っているだろう？」

【国王The Subdue Persons】ノア・フラワーズ。その名を知らない者はこの世界に存在しないであろう。この世界では、王は世せ襲しゆう制ではない。先代の王が死ぬと別の新たな者が【国王】の職業ジヨブを発現するのだ。その選別に関しては諸説あるが、偉い大だいな功績を上げ、民たみの尊敬を集めた者がなる傾けい向こうがあった。ノア・フラワーズもその例外に漏もれず、数々の輝かがやかしい功績を挙げていた。最も知られているもので数十年前に起こったクートヴァスが北の国ヴェルセに攻せめ込まれた時の話。第10から第２区画まで占せん拠きよされ、中ちゆう枢すうである第１区画も落とされそうになった時、ノア・フラワーズは【勇者The Brave】の上位職業ジヨブ【英雄The Matchless Warrior】を発現させ、１人でヴェルセ軍を退け、その後の勝利に大いに貢こう献けんした。

　その時に救った命は万を優に超こえる。なのでクートヴァス内でのノア・フラワーズという名は特別視されている。

「だからって高名な親父おやじと、あの姫さんがあの立ち位置にいるのは関係ないだろ。あのステータスになるには相当な意志と、努力が必要なんだ。その全てを血筋の一言で片付けてしまうのは、俺なら侮ぶ辱じよくされたって思うね」

　不快を隠かくさないホールデンに２人は驚おどろく。

「確かにホールデン君の言う通りだ。さっきの発言は軽率だったかな。ごめんよ」

「俺に謝っても仕方ないだろ。まあ俺の事じゃないからどうでもいいけどさ」

「……じゃあなんでそんなに怒おこってるの？」

　ティアは至し極ごく当然の質問を投げかける。

「いや……まぁ……」

　ホールデン自身、親の事で苦労した過去があったのでつい熱くなってしまった。

　そんなホールデンの様子を見たサリーは気を利きかせて、冗じよう談だんめかした事を言う。

「あぁなるほど！　ホールデン君、メグ姫みたいな子が好きなタイプだったんだね」

「はぁ!?」

　ホールデンは変な声を出してしまう。

「……そんな好みとか好みじゃないとかくだらない。男の子は性せい欲よくの固まりでしょう？　だったら私を好きにした方がはるかに効率的だと思う。もし、ホールデンが本気であのお姫様とどうこうなりたいのであれば、かなりの障害が待ち受けているのは確実。その点、私ならすぐにでも大だい丈じよう夫ぶだから。なんならこの後、婚こん前ぜん交こう渉しようする？」

　ティアはそういうと、自分の胸をホールデンの腕うでに押し当ててくる。

「そもそも、俺は一言も好きだなんていってないからな！　そんでティア！　毎回毎回お前の話は飛ひ躍やくしすぎなんだよ！」

「……飛躍？　全然そんな事ないと思うけど。みんな最終的には同じことをするんだから、間の行程を省くってすごく合理的じゃないかな」

　真顔でそんな事を言ってくるティアに、頭痛とため息が同時にこみ上げて来た。

「お前ってやつは……」

「次は第３位　サリー・バーンズ」

　そんなやり取りはサリーを呼ぶ声で中断される。

「よろしくおねがいします！」

　長官の前に立つと履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせる。




　職業ジヨブ【勇者The Brave】

　ステータス　力　９８０　防　８７６　速　１０９８　賢　９８８　魔　５９０

　恒こう常じようスキル　《天上の意思ゴツドブレス》

　効果　対象者はあらゆる状態異常より復帰する

　職業ジヨブ価値　ＡＡＡ




「──急いで会社インクに連れん絡らくしろ！　サリー・バーンズを何が何でもとるぞ！」

「──金に糸目をつけるな。間ま違ちがいなくウチの会社インクに入れろ」

「──なにぃ！　すでに決まっているだとぉぉ！」

　会場は先程よりも大きな声で騒さわがしくなった。

　天職ライズジヨブとして【勇者】を発現するのは非常に希け有うであった。以前に天職ライズジヨブとして発現した者は現【国王】の、ノア・フラワーズ。そう考えれば、今のこの騒ぎは当然と言えよう。

「いやぁ、なんかすごい騒ぎになっちゃったね」

　本人はそんな狂きよう騒そうの場に似つかわしくない緩ゆるやかな笑えみを浮かべ、席に戻ってきた。

「早まった事したな。先に就職決めなければ契けい約やく金、年棒ともに思うがままだったのに。だいぶ損してるぞ、お前」

　ホールデンは心底哀れむ様にサリーに声をかける。

「ははは。けどまぁ僕は自分の能力を、尊敬できる人の所で発揮して、それを評価してもらいたいんだ」

「返しがさすがすぎて何にも言えないわ」

　ホールデンは一いつ切さい理解できないとでもいう表情と口調であった。

　場の熱が冷めないうちに、長官は次を呼んだ。

「第２位、ティア・ラブ・ヒューイット」

　ティアは無言で立ち上がり、静かにステージまで歩いて行く。




　職業ジヨブ【裁判官The Adjudicators】

　ステータス　力　４９０　防　４３５　速　６７８　賢　１５９０　魔　９８１

　通常スキル　《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》

　効果　対象者１名の罪を罰ばつする。罪状は罪に応じて術者の任意にて決定する事ができる。

　発動条件　呪文詠唱

　詠唱文［一の罪は、千の善行にて贖あがなう事ができるのだろうか］

　職業ジヨブ価値　ＡＡ




　先程のサリーの騒ぎよりは少ないものの、感かん嘆たんの声がそこかしこで上がった。

　今年度ここまで出た上級職は７つ。例年は３つ、多くても５つといったところだ。今年は非常に豊作といえる。スカウトマン達は嬉うれしい悲鳴を上げている事だろう。

「……サリー・バーンズのせいで私の上級職が霞かすんでしまった」

　ティアは行った時と同じ様にゆっくりと自分の席に戻ると直すぐに、ホールデン越ごしにサリーに理り不ふ尽じんな抗こう議ぎの声をあげた。

「ティアさん、大丈夫だよ」

　そんな険のある声をサリーはいつもの笑顔で受け流した。

「何が大丈夫なの？」

「だって、この後はホールデン君が控ひかえているんだからね。僕なんかを軽々超える職業ジヨブを発現するに違いないよ」

　サリーはそういうとホールデンの方に顔を向けた。

　それについてはティアも否定はしないらしく、ホールデンの方に視線を向ける。

「まぁまぁ。期待しても、期待以上の結果がでてしまうと思うけどな」

　そういうとホールデンは立ち上がった。次はホールデンの番だがまだ呼ばれていない。実のところホールデンは待ちきれなかった。この瞬しゆん間かんの為に学生時代の全すべてを賭かけて己おのれを鍛きたえあげたのだから、それも当然と言えよう。

　ホールデンは必ず上級職が天職ライズジヨブになると確信していた。自分が上級職を顕現させたら、契約金も桁けたが変わる筈はずだ。想像するだけで表情筋が緩むのがわかる。

　その時は遂ついにやってきた。

「第１位　ホールデン・ドハーティ」

　名を呼ばれた瞬間、それまで騒がしかった場が一いつ斉せいに静まり返る。そして皆みなホールデンに注視する。これまでの３人がかなりいい職業ジヨブに就つき、スカウトマン達も嬉しい悲鳴を上げた。しかし、どのスカウトマン達も本命はホールデンであった。

　登とう壇だんすると己の履歴書ウオークオブライフを顕現する。それを確かな自信を持って長官に渡わたす。

　ミネルバの羽根ペンが栄光の１ページを刻んで行く。

　長官の手がゆっくりと止まる。

　その瞬間ホールデンの体はまるで鉛なまりを大量に飲み込んだ様に重くなった。

（な、なんだ……いきなり体が凄すさまじく重くなったぞ……）

「こ、これは……！」

　すると、長官はその顕現した職業ジヨブを見ると目を見開き、声を上げる。先さき程ほど、サリーの【勇者】でも眉まゆ１つ動かさなかった長官だったが、余程ホールデンの天職ライズジヨブが衝しよう撃げきだった様だ。

「皆様……固有職が顕現されました」

　固有職、その言葉で場内は歓かん声せいを飛び越こえ、狂きよう乱らんの渦うずに陥おちいった。固有職とはこの世界に数多あまたある職業ジヨブの中で、その人物だけしか就けない職業ジヨブの事だ。

　それを聞いた瞬間、ホールデンは己の体に起こった体の異常など頭の外においやった。

（こ、固有職だと！　まじかよ！　俺やりやがったぜぇぇぇぇぇぇぇ！）

　続けて長官は更さらに衝撃的な事を口にする。

「更に《永久職パーマネンスジヨブ》のスキルが付ふ与よされています」

　混乱した場内が更に混こん沌とんの坩堝るつぼに変化し、スカウトマン達は一斉に目の色を変える。

　先程の【魔術剣士】、【勇者】、【裁判官】も天職ライズジヨブになる事自体素す晴ばらしい事なのだが、固有職で尚なおかつ《永久職パーマネンスジヨブ》のスキルがついているとなれば霞んでしまっても仕方の無い事だった。それほどまでに固有職と《永久職パーマネンスジヨブ》の組み合わせが衝撃的なのだ。

「ご存知の通り、《永久職パーマネンスジヨブ》は１００万人に１人の確率で付与されるスキルです。これを有する者は文字通り他ほかの職業ジヨブに永遠に転職ジヨブチエンジできない代わりに、その職業ジヨブに対して並ぶ者が無いほど極きわめる事ができます。成長速度も追つい随ずいを許さぬ速度です……正直私がこの役を拝してから初めて見ました」

　ホールデンは先程から静かに長官の話に耳を傾かたむけている。しかし、内心では狂きよう喜き乱らん舞ぶしていた。ここで騒ぐと自分の価値が下がると思いクールでクレバーな雰ふん囲い気きを演出する。

「そして肝かん心じんの職業ジヨブなのですが……。これは……なんといっていいやら……。ひとまず皆様に御お見みせ致いたしましょう」

（だいぶ勿もつ体たいつけられたが、俺の価値を高める良い演出になってくれたな。さぁ、どんな強力な職業ジヨブになったか拝見しようじゃないか！）

　ここにきて笑顔がこぼれそうになる。

　そして遂に職業ジヨブが衆目に開示された。




　職業ジヨブ【遊び人The Neet】

　ステータス　力　９　防　19　速　21　賢けん　１　魔ま　10

　恒常スキル　《永久職パーマネンスジヨブ》

　効果　対象者は成長速度、スキル面にて極きよく端たんに優ゆう遇ぐう。代だい償しようとして他の職業ジヨブにつく事はできない

　通常スキル　《女殺しジゴロ》

　効果　トーク力が眩まばゆい程に冴さえ渡る。

　発動条件　呪じゆ文もん詠えい唱しよう及および、心音増大にて自動発動。

　詠唱文［この世の全女ては俺のモノ］

　職業ジヨブ価値　──




　場内は先程とは全く違う意味でざわついた。ステータスが見る影かげも無いくらい落ち込んでいたからだ。通常、職業ジヨブに就つくとステータス値は飛躍的に上じよう昇しようするのが常識だ。初期ステータス値が高く、下位職に就くとステータスの一部が低くなる事もあるにはある。が、この振ふり幅はばは異常といっていいだろう。

　そして一番の疑問は発現した【遊び人】であった。就職率１００％を達成しているこのルードワルドにおいて【遊び人】というのはありえない話だったからだ。そもそも【遊び人】というのは職業ジヨブとして成り立つのかはなはだ疑問である。

「ば、ばきゃな……にゃ、にゃん……だ……これ……」

　ホールデンはカミカミになるほど絶句した。それもそうだろう。このスキルが本当であるならば、授職の儀レンダージヨブ始まって以来の数値の低さなのだから。悪夢を見ている。きっとそうに違いないと思った。が、その願いは叶かなわない。先ほど職業ジヨブが確定した瞬間に体があまりに重くなった事を考えるに、これは一分の疑いもなく、徹てつ頭とう徹てつ尾び紛まごう事の無い現実であると、誰だれあろうホールデン自身が感じ取ってしまっていた。

　会場にいる全すべてのスカウトマン達の熱が冷めて行くのがありありと伝わってくる。新卒の者達の中には笑い出す者もいる始末であった。

「な、何かの間違いだ！　きっとこの【遊び人】には凄すごい秘密が隠かくされているに違いない！」

　そういうと、長官から己の履歴書ウオークオブライフをひっぺがすと内容を再度吟ぎん味みした。だが、何度見てもそこに記されている数値やスキルはただただ惨さん憺たんたるものであった。

「そ、それでは、これより一いつ般ぱんの授職の儀レンダージヨブを始めたいと思います」

　プルプル震ふるえるホールデンを哀あわれだとは思いながらも、長官は授職の儀レンダージヨブを続けなければならなかったので、先の進行の為ためにホールデンを戻もどさせようとした。まさにその瞬間、ホールデンは叫さけんだ。

「なんなんだよこの《女殺しジゴロ》ってスキル！　おまけにこのわけわからん詠唱文［この世の全女ては俺のモノ］って！　ふざけてるのかよっ！」

「き、君！　こ、こんな所で呪文を詠唱するなん……」

　長官は焦あせり、注意をしようとしたが間に合わなかった。履歴書ウオークオブライフが眩まばゆく燐りん光こうを放つと、ホールデンを包み込み、その光はすぐに収束する。

　光が収まってから動かないホールデンを心配した長官が声をかけた。その瞬間、ホールデンは華か麗れいな足さばきでターンをし、全員がいる方向に向く。その瞳ひとみは桃もも色いろに輝かがやいていた。

　会場は皆スキルを発動したホールデンの動向に注目していた。

　すると唐とう突とつに悩なやましげなポーズをとると、拡声器を手に取り呟つぶやく。

「やあ、僕の子こ猫ねこちゃん達」

（な、なんだこれは……。体と口が勝手に動きやがる）

　そんなホールデンの内面の混乱などお構いなしに口と体は勝手に動いてゆく。

「ああなんて素晴らしいんだ！　ここにいる全ての女性と今日ボクは出会う事ができた。重ちよう畳じようと何回いっても良いくらいさ。君たちに出会ったというのは奇き跡せきに近い事だと思うんだ。だってそうだろう？　こんなにも世界は広く、こんなにも雄ゆう大だいだ。素敵な女性はこの空に輝く星々の数の自乗倍ほどいるんだ。なのに、だ。今日ボク達は出会った。神の悪戯いたずらだとしても、素敵な悪戯だよね」

（や、やめろ。何が『素敵な悪戯だよね』だ！）

　内面で悶もん絶ぜつするホールデン。凄まじいまでの早さで、次から次へとホールデンの意思とは関係なく言葉があふれてきた。

「なぁボクのキミ達。こうは思わないかい？　運命なんて陳ちん腐ぷな言葉じゃなくて、必然程使い古された言葉でもなく、僕たちを表す言葉はそう……旅人。これから待ち受ける僕らの道の未来を一いつ緒しよに歩んで行くんだからね」

（なに言ってんの俺！　全く言っている意味がわからんわ!!）

　そんなホールデンの内心とは裏腹にぞくぞくと黒歴史を量産していく。

「ああ……それにしても素晴らしい。ここにいる全ての女性がボクのオヨメさん候補になるんだから。こんな素敵な事って無いだろう？　そうは思わないかい？　きみぃ？」

　手を大おお仰ぎように広げ、長官の方に振り向く。

　戸と惑まどいを色いろ濃こく反映した表情で長官は言う。

「……キミよかったらいい病院を紹しよう介かいしようか？」

　バチィィィン！　と、長官に向けて指を鳴らし、皆の方に向き直る。

「彼も僕たちの事を大いに祝福してくれるみたいだよ」

（駄だ目めだ俺……頭の配線が溶解メルトダウンしていやがる）

　先程長官が言っていた病院に真しん剣けんに通院する事を検討した内面のホールデンであった。

　そこでホールデンの視線がメグの所で止まった。

「神ゴツドよっ!!　感謝致します！」

　ホールデンは駆かけ足で舞ぶ台たいより降りると、メグの前に近づいた。

「……な、なんですか？」

　メグは急に話しかけられ、驚おどろいた表情でホールデンを見る。

「ボクの女神様アフロデイーテー……あぁボクはキミに会う為に生まれてきたのかもしれない。だが残念ながらボクの語ご彙いではキミの崇すう高こうな美しさを表現できない」

　芝しば居い臭くさくクッと目め頭がしらを押さえる仕草をする。

「……えっと称しよう美びは有り難がたいんですが、こんな場所では皆様にご迷めい惑わくがかかってしまいますので、どうぞお席の方にお戻り下さいませ」

　ニコリと全ての者が見み惚とれる様な笑え顔がおを作るメグは一国の姫ひめ然としていた。

「ふふふっ……そんなつれない子猫ちゃんも素敵さ」

（子猫ちゃん？　さっき女神様っていってなかったか。ホント無茶苦茶だな！）

「……聞こえませんでしたか？　今、貴方あなたのせいで授職の儀レンダージヨブが滞とどこおってしまっています。どうかお席にお戻り下さい」

　再度席に戻れと警告するメグの視線と声は先ほどより険しくなる。しかしそんなメグのあごをホールデンは色気のある動きでクイっと持ち上げる。

（お、おい……まさか……）

「あはは。そんなつれない唇くちびるはこうしてやるっ！」

　その場の時は確かに止まった。

　先ほどまであれだけ騒さわがしかった周囲が水を打ったような静けさに支配された。

　なぜかって？　ホールデンがメグにキスをしてしまったからだ。

　初めてのキスは柑かん橘きつ系の味がしたと良く聞く。

　しかしホールデンはそう感じなかった。

《女殺しジゴロ》の影えい響きよう下にあるので意識はあるのだが、その他の五感全てが無かった。なので視界に収めている筈はずのとんでもない状じよう況きように現実感を持てなかった。

　場内にいる全ての人間がざわめいた。それはそうだろう。一国の姫にいきなりキスをしてしまったのだから。

「ふぅ……これで僕の気持ちも体も君だけのモノになれたのかな？」

（オワッタ……もういっそ殺してくれ）

　メグはあらゆる負の感情よりも深い悲しみを湛たたえた目になる。

（あれ……？）

　動どう揺ようしたホールデンをよそに、メグの鋭するどい蹴けりがリトルホールデン股間へと叩たたき込まれ、ホールデンは口から泡あわを盛せい大だいに吹ふき出し意識を手放した。

　意識が途と絶だえる刹せつ那な、ホールデンは見た。彼女の大きな瞳から涙なみだがこぼれるのを。
















　ホールデン・ドハーティ15歳　職業ジヨブ　【遊び人The Neet】。

　そんな【遊び人】に相応ふさわしいのかわからないが、自室の万まん年ねん床どこに体と心を沈しずませていた。

　当然であろう。人生最良の日になる予定が、人生最悪の日になるとは想像の埒らち外がいの出来事であり、なんという皮肉であろうか。この世界の神って名の無能を呪のろった。

　時刻は春の太陽が沈み、薄うす暗ぐらくなって行く刻とき。ホールデンは唐とう突とつに立ち上がった。

「まだだ……。まだ大だい丈じよう夫ぶだ。１ヶ月の猶ゆう予よがある」

　ブツブツとつぶやく様に独り言を繰くり返す。

　ホールデンが言う１ヶ月の猶予とは、会社インクに就職する為ための就活期間の事だ。

　優ゆう秀しゆうな者、特に授職の儀レンダージヨブで先んじた上位１００名に関しては例外はあるがほとんどスカウトを受けて就職している。受けたスカウト数は、ホールデンが歴代でもトップだ。が、昨日のあの結果を見るに、暗雲が立ちこめまくっている事をホールデンは感じていた。事実、この時間になるまでただの１社とて、ホールデンの家に赴おもむく会社インクはなかった。

　ホールデンは、今までもらっていた名めい刺しをかき集めて履歴書ウオークオブライフにて連れん絡らくをしようとする。

　その瞬しゆん間かん。

　凄すさまじい破は砕さい音がホールデンの耳じ朶だを震ふるわせ、屋内の明かり全すべてが一瞬で消灯した。と、同時に何処どこまでも冷たい声が聞こえてくる。それはスキル発動の詠えい唱しようであった。

［一の罪は、千の善行にて贖あがなう事ができるのだろうか］

「な、なんなんだよ、おい！」

　いきなりの事で動揺するホールデン。

《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》

　スキル名が発音される。

「対象者──ホールデン・ドハーティ。罪状　不敬罪及および強制猥わい褻せつ罪　懲ちよう罰ばつ──10秒間対象者の行動の制限」

　するとホールデンの身動きが一いつ切さいとれなくなる。急に己おのれの体の支配権が無くなり、その場に転てん倒とうしてしまう。その転倒したホールデンの頭に足が乗る。

　スキル《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》は対象者が今まで行って来た悪行を罪状化し、死を除く懲罰を科す事ができる。

「……被ひ疑ぎ者しや拘こう束そく。次の指示を」

　襲しゆう撃げき者は履歴書ウオークオブライフで上長に事務的な感じで報告をする。

「ぐえっ！　い、一体なんなんだよ！」

　地面を這はいずりながらもホールデンは毒づく。

「……静かに。大人しくしないと今より痛い目にあってもらう事になる」

　その声に聞き覚えがあった。

　うつ伏ぶせになっていたホールデンを足で仰あお向むけにする。

「ティア！」

　薄暗い中、ホールデンの目に入ってきたのはティアの姿であった。

「お、おい！　これは一体どういうことか説明しぐえっ！」

　ティアは憤いきどおるホールデンの腹にケリを入れる。

「私のスキル《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》の力」

「力がどうって事じゃなくて、どうしてお前が俺にこんな事をするのかって話だよ！」

　そんな彼の様子にティアは若じやつ干かんいらだった様子になる。

「昨日あんな破は廉れん恥ちな事しておいてそんな態度はない。それに《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》が効いているという事は罪を感じているって事」

　その声には色いろ濃こく失望の色が滲にじんでいた。

「……いや、確かにあれは悪い事したなんてレベルじゃないくらいの事をしたと思っているが、それと今お前が俺をこんな状況にしている事が全然結びつかない……」

　と、ホールデンがそこまで言うとある事に気がついた。

「お、お前……その格好……」

「……私はクートヴァス・インク国王特務部　第２課ティア・ラブ・ヒューイット。被疑者　ホールデン・ドハーティを不敬罪の容疑で連行する」

「ふ、不敬罪!?」

　ホールデンは衝しよう撃げきを受けた。が、昨日の己の行動を鑑かんがみると当然の事だと思い至る。

「ご苦労。ヒューイット君。君の言った通り、効果的に対象を沈ちん黙もくさせることができたな」

　すると、数人のティアと同じ格好をした者達が入ってきた。

　ティアは上長が来たのでホールデンの腕うでに手て錠じようをかけ身み柄がらを引き渡わたした。

「お、おい！　俺をどこに連れて行くんだよ!?」

「……どこって、被疑者に罪を確定させるのに相応しい場所。その為の【裁判官】」

「な、なぁちょっと待てって」

「……もう、今のホールデンには価値が無い」

　そういうと、ティアは立ち去って行く。

　ホールデンはそのまま他ほかの２課の面々に連行されて行った。




　　　　◆◆◆




　証言台に立たされているホールデン。後ろにある木製の長なが椅い子すにはあふれるほどの傍ぼう聴ちよう人にんがいる。

　ここはクートヴァスが持てる最高の建築技術を以もつて建造された長堂バシリカ式裁定所だ。何もなければ、他国の人間も見に来る様な観光地なのだが、今日は残念ながら何もない訳ではなかった。通常の裁判は第１から第５まである裁定所で行われる。最高裁定所は凶きよう悪あく犯……国家反逆者テロリスト、殺人者マーダー、等の第一級犯罪者達を裁く場所なのだ。

　やがて奥の方にある扉とびらから裁判長、及び陪ばい審しん員が入にゆう廷ていする。裁判長が高壇トリブナルに着席すると、裁判が開始された。

「これより開廷致いたします」

　そういうと裁判長は小槌ガベルを１つ鳴らす。すると騒さわがしかった室内に水の様な静せい寂じやくが落ちる。裁判長のスキル《断罪の刻ジヤツジメント　＃５》。小槌ガベルを打ち鳴らすと１００メートル以内の人間は強制的に黙だまらされてしまう。

「本日は、国王様、王おう妃ひ様もお見えになります」

　裁判長が厳おごそかに言うと、ホールデン含ふくむ全ての人が入り口に向く。

　ホールデンは以前、何かの祭りの時に演説していた王と妃きさきを直接見た事があった。妃は品性という言葉がそのまま歩いている上品な人物で、王は威い厳げんに満ちているがどこか親しみやすい笑え顔がおをする人物だと記き憶おくしている。ただ、１つだけ懸け念ねんがあった。ノア・フラワーズは賢けん王おうと名高いのだが、娘むすめのメグ・フラワーズが絡からんでくると駄だ王おうに成り下がるという噂うわさがあるのを思い出したからだ。

　そんな不安がホールデンの内面をえぐっていると、静かに鉄てつ扉ぴが開いた。そこからは華はな々ばなしい衣服に実を包んだ【王妃The Two Step Behind】であるジャニス・フラワーズが優ゆう雅がに入廷してくる。その面おも影かげはやはり母親だけあってメグに似ていた。

「皆みな様さま、どうか楽にしてくださいまし」

　しかし、ジャニスが着席してしばらくしても国王が入廷して来なかった。それぞれ訝いぶかしんでいると、入り口の付近が何やら騒がしくなっていた。

「お、お止やめになって下さい殿でん下か！　民たみの前ですぞ」

「だ、誰だれか！　誰か来てくれ！」

「こ、国王様、そのような格好で裁判所に行かれては！」

　そんな衛兵の言葉が静せい謐ひつな場内に漏もれ聞こえてくる。

　その刹せつ那な後、凄まじい早さで白い固まりが入り口から入ってきて一目散にホールデンに向かって行く。ソレはホールデンの前に辿たどり着くと失速した。

　目の前にいたのは紛まぎれも無くクートヴァス王国第57代目国王ノア・フラワーズであるのだが、その姿は異様の一言に尽つきた。頭にあるのは王おう冠かんではなく白い鉢はち巻まきで両サイドにはロウソクが差してあり、煌こう々こうと火が灯ともっていた。体に巻いているのはマントではなく白しろ装しよう束ぞく。腰こしにあるものはベルトではなく白帯。その白帯に差さっているのは古今東西あらゆる凶器の類たぐいいだった。手に持つのは杖つえではなく、中槌ハンマーと五ご寸すん釘くぎ。顔は穏おだやかな中にも威厳とは対極にある、気が狂くるっている表情だ。目は斜しや視し気味で口からは涎よだれが溢あふれていた。どんなにおべんちゃらを使っても一国の王には間ま違ちがっても見えない。控ひかえめに言って変態のソレであった。

「じっごぶっぎ殺おしろておやおるお！お！あ！し！てこやんやがやきっゃやあるあうあうあうあうあこあれあのあがあいあいあいあ」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああ！」

　その狂きよう気き全てがホールデンに向かっていると知ると、必然絶ぜつ叫きようした。

　振ふり下ろされる中槌ハンマーをギリギリでかわすと、一目散に逃にげ出した。

「まっまでっちでえやえぢがぃうれっく！おお！おお！が糞きがゃきあぃあめあえあえあえあ！あ！あ！あ！あ！あ！」

　ホールデンは全力で逃げ回ったが、つまずき転んでしまう。

「や、やばいっ！」

「るおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　国王が狂気の勝ち鬨どきを上げ、ホールデンを捕つかまえようとしたその瞬間、

「こんスカ！！！！」

　横合いから鋭するどい一いち撃げきが国王を捕とらえた。

　国王はカウンターに近い一撃をうけゴロンゴロンと無む惨ざんにも壁かべに激げき突とつし、ビクンビクンっと痙けい攣れんを起こす。

　国王を止めたのはジャニスであった。

「あんた皆様の前でなんばしとっとぉ!!」

　今も激しく痙攣を起こす国王の所に行き、胸むなぐらを摑つかんで激しく揺ゆらす。

　その光景を目まの当たりにしたそこにいる全ての者は愕がく然ぜんとした。あの上品を体現している王妃があんなガサツな動作をするのが受け入れがたかった。

　王妃は自分の履歴書ウオークオブライフを開くと王のステータスを閲えつ覧らんする。履歴書ウオークオブライフは相手の職業ジヨブとステータスを読み込む事ができる。その内容を見た王妃は目を見開いた。

「勝手に転職ジヨブチエンジまでしとって！　こんあほっ!!　大体なんなんこの【呪殺師The Grudge】って！」

　通常【国王】である者が勝手に転職ジヨブチエンジをしてしまう事などあり得ないのだ。少しの間だけだとしてもこの国の王が不在になってしまうのだから当然であろう。

　ダメージから復帰した王は咆ほう哮こうする。

「るおおおおお放せえええええ！　るおおおおおおおそいつを殺させろおおお！」

　引き続きご乱心姿を衆目に曝さらし続けている。見かねたジャニスが強したたかに王の頭を叩たたくと王は白目を剝むいて倒たおれる弾はずみで白装束が捲まくれた。その隙すき間まから王のリトルキング股間がこんにちはしてしまった。その至し極ごく間ま抜ぬけな一国の王を王妃が足を持って引きずって出口まで行く。

「おほほほ。皆様少々お待ちあそばせ」

　ジャニスは口調を戻もどすと、笑顔でそんな事を言って出て行ってしまう。




　数十分後。




「余がクートヴァス王国第57代目国王　ノア・フラワーズである」

　峻しゆん厳げんたる態度と鋭えい気きを纏まとい、昂こう然ぜんたる声こわ色いろを場内に響ひびき渡す。正に王として威い風ふう堂どう々どうたる雰ふん囲い気きを醸かもし出す。格好もいつもの国王の服に戻り威厳たっぷりである。

　が、先さき程ほどの醜しゆう態たいを見た後だと峻厳であればあるほど、間の抜けた感じに見えてしまう。

　場内は戸と惑まどいに包まれていた。

　王当人はそんな事など全く意に介かいさず、堂々たる立たち居い振ふる舞まいである。

「え、えーそれでは皆様お揃そろいになりましたのでこれより被ひ告こくホールデン・ドハーティに対する裁定をおこ……」

「大罪人ホールデン・ドハーティは死罪。城下中引き回しの上、晒さらし首くびとする」

「ちょっとまてええええええ!?」

　裁判長が開かい廷ていを告げる言の途と中ちゆうで、国王が判決を勝手に下した。それはもう、王たる威厳と風格を備えた物言いだったので皆納なつ得とくしかけそうになる。

　だが、それを聞いたホールデンは心の奥から魂たましいの抗こう議ぎを咆哮した。

「うん？　何かね？　そこのウジ虫やろ……ゲフンゲフン。おっと失礼罪人の害虫の吐と瀉しや物君。発言があるのであればちゃんと挙手をしてもらわないと。そもそも私が下した正義の判決に何か不服などあるのかね？」

「い、いや、ちょっと待って下さいよ！　死罪？　さすがにそれはあまりにも……」

　ホールデンが手を挙げて抗議をすると、国王は端たん正せいな顔を歪ゆがめた。

「ほう……申してみよ……」

　怒いかりを押さえられないとでもいうかの様に体が小刻みに震ふるえていた。

　その様子に若じやつ干かんたじろぎはしたが、己おのれの命がかかっているので退ひく訳にはいかなかった。

「死罪って普ふ通つうもっとヤバい事件を起こさないとならないですよね!?」

「では我が娘にした事は死罪に値あたいしない、そう申しておるのだな……？」

　国王の口角がヒクヒクと動き、手足が不自然に震える。

「ですよね普通？　さすがにたったあんな事で死罪はおかしいですよ！」

　その瞬しゆん間かん、国王の目が見開かれる。

「き、きしゃん！！！　あんなことばいいよっとかああああああああああ！　おいの可愛かわいい可愛いメグの唇くちびるを勝手に奪うばい泣かせよってからに！」

　国王は口調を荒あららげ、威厳も風格も脱ぬぎ捨てホールデンを糾きゆう弾だんする。

　そんな国王の豹ひよう変へんに圧あつ倒とうされかけたが、先ほどのアレを喰くらっていたのでなんとか持ち直す。それに、国王の親おや馬ば鹿かぶりを差し引いても自分がやった行こう為いをあんな事呼ばわりした事はさすがに自己嫌けん悪おに陥おちいってしまう。

「た、確かに、さっきの言い方は完全にボクが悪かったです……け、けど死罪は勘かん弁べんして下さい……」

「しゃーしぃ！　こんぼんくら!!」

　ジャニスは２人のやり取りを見てため息を吐つくが、干かん渉しようしない姿勢の様だ。

「で、でも……」

「ばってんなんてもんは通じんばい！」

「だけど……」

「何度もいわしぇるな！　ばってんなんてもんは通じんばい！」

「しかし……」

［静せい粛しゆくに］

　裁判長が小槌ガベルを強めに打ち付ける。すると《断罪の刻ジヤツジメント　＃５》が発動し強制的に静かになった。

「被ひ告こく人にん、国王様。ここは神聖な最高裁定所ですぞ。感情的にならないで頂きたい。激情に駆かられるまま罪を押し付けてしまったら蛮ばん族ぞくと何も変わりませんぞ」

　裁判長のその至極真っ当な物言いに２人はぐうの音もでなかった。

　裁判長はそこから正規のやり方で裁定を改めて開始させた。

「被告人、ホールデン・ドハーティは先日、授職の儀レンダージヨブにおいて被ひ害がい者しやメグ・フラワーズに対して了りよう承しようを得ず接せつ吻ぷんをした。これに間違いはないですか？」

　裁判長は淡たん々たんと概がい要ようを説明し、ホールデンに内容の確かく認にんを迫せまる。

「えっと内容に間違いはないんですが……アレは俺であって俺じゃないというか……」

　あの行動をなんと説明していいのか計りかねていた。

「被告人ははっきりと発言して下さい。ここで虚きよ偽ぎの発言をすれば罰ばつ金きんが発生しますので、気をつけてくだ……」

「僕がやりました」

　ホールデンは一瞬で言い訳を止め、喰い気味で認める。自分でも良くわかっていない事を法ほう廷ていの場で説明しきれる自信が一いつ切さい無かった。

　そのリスクを負うのなら最初から認めてしまい、少しでもダメージを減らしたかったからである。

「裁判長君、ちょっといいかね？」

　そこで静かに国王は声をあげた。

「国王様、なんでしょうか？」

「そこのゴミクズ……じゃなかった、被告人もこうやって罪を認めた訳なのだから、死罪は勘弁してやってはくれないだろうか？」

　そもそも、死罪云うん々ぬんと言い出しているのはノア唯ただ一人であるのだからその発言は色々とおかしいのだが、どうやら少しは溜りゆう飲いんを下げたのかとホールデンは内心で息を吐いた。

「は、はぁ、わかりました」

　裁判長も困こん惑わく気味である。

「そこで、だ。裁判長君私の言う事に耳を貸すのだ」

　次の瞬間、ノアは自分の履歴書ウオークオブライフを出すと呪じゆ文もんを口にした。

［俺の言葉は岩をも貫つらぬく］

《絶対命令フオーシング》

　その瞬間、裁判長の瞳ひとみは虚うつろになる。そこにノアは耳元で何事かを囁ささやいた。

「な、なんだ、今のスキルは……？」

　国王らしくない笑えみを浮うかべるノア。それを見た王おう妃ひは呆あきれた様に手を額にやり、首を左右に振った。場がざわめき始めた所で裁判長が小槌ガベルを打ち鳴らした。強制的に静せい寂じやくが落ちた。

「皆みな様さま。大変お待たせ致いたしました。判決を言い渡わたします」

「えっ？　早くないか？」

　ホールデンは思わず口に出してしまっていた。それもそうだろう。通常、判決は後２、３回裁判を重ねた後に出るもので、１回、それもこんな短い時間で判決が出るなど異例中の異例であろう。

　しばしの間の後、裁判長が口を開く。

「被告、ホールデン・ドハーティに罰金１００億ルードを命ずる」

「……うん？　気のせいかな……なんかよくわからない単位の金額を言ってなかったか？」

　引き攣つった笑みを浮かべるホールデン。

　ノアは引き続き、卑いやしい笑みを惜おしみなく浮かべている。

「あの……僕の聞き間ま違ちがいだと思うので、もう１度言ってもらっても宜よろしいでしょうか？」

　ホールデンは殊こと更さら丁てい寧ねいに訊きいた。

　裁判長は淡々と先程と同じ内容を口にする。

「被告、ホールデン・ドハーティに罰金１００億ルードを命ずる」

「なにぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！!!」

　ホールデンは力の限り絶ぜつ叫きようした。足あし下もとは覚おぼ束つかず、目眩めまいが襲おそってくる。

　先程、ノアが使用したスキル《絶対命令フオーシング》は、国王だけに許されたスキルである。自国の民たみに１人、１度だけ拒きよ否ひ権けんのない命令を下す事ができる、とんでもないスキルであった。

　そうして話は冒ぼう頭とうに戻り、ホールデンは１００億ルードの借金を負う事になった。




　　　　◆◆◆




「はい、ええ……以前スカウトを受けていたホールデン・ドハーティです。オファーの件、お受けしようと思っているんですが。えっ……職業ジヨブですか？　【遊び人】で……」

　ブチっ。

「ち、ちくしょう……これで全ぜん滅めつか……」

　ホールデンは今までスカウトを受けていた会社インクに片かたっ端ぱしから履歴書ウオークオブライフの通信スキルを使い連れん絡らくを取ったのだが、たった今全すべて轟ごう沈ちんが確定した。どうやらホールデンの情報がクートヴァス中に伝でん播ぱしているようだ。

　そして昨日よりも深い絶望の中、万まん年ねん床どこに沈しずみ込んでいた。

「このままじゃ駄だ目めだ！」

　がばっと冥めい府ふの闇やみより帰き還かんした様な勢いでベッドから身を起こす。

　一念発起し、外出準備を始める。

　授職の儀レンダージヨブから２週間以内に会社インクに所属しないと、強制的にクートヴァス・インクに入社させられてしまう。本来、クートヴァス・インクに入社するのは大変栄えい誉よな事なのだ。それはクートヴァス・インク上級甲こう種しゆ試験を合格した者……ティア等がそれに当たる。

　それ以外、授職の儀レンダージヨブより２週間たっても会社インクが決まらない半はん端ぱ者を国が回収するのだ。そんな入り方をした者が上級甲種を突とつ破ぱしたエリート達と同じなわけが無く、一生下働きが確約されてしまうのである。

　断固たる決意のもと己の部屋の立て付けが悪い扉とびらを開き、面接戦場に赴おもむいて行くのであった。




　　　　◆◆◆




「おやじぃ……おかわり持ってこい！」

「あんちゃん酒飲むの初めてなんだろう？　それくらいにしときなって」

「今日は……今日位は飲ませてくれよぉ！」

　今日は飲ませてなんて言っているホールデンだが、酒を飲むのはこれが初めてだ。酒屋のオヤジは嘆たん息そくすると、安酒をホールデンのグラスへと注つぐ。オヤジの優やさしさか、お水チエイサーも横のコップに注いで置いてある。両方を一息で飲み干すと、グラスを力強く叩たたき付ける。

　あれから10日が経たった。

　どの会社インクにいっても門もん前ぜん払ばらいで、運良く面接ができても２次までいく事はなかった。ホールデンがこの間に受けた会社インクは１５０以上。最初のうちは給料が高い会社インクに絞しぼり受けていたのだが、門前払いがほとんどで、仕方なく徐じよ々じよに条件を下げていったが上手うまくいかなかった。

　そしてつい先さき程ほど、最後の希望であった会社インクから不採用通知が叩き付けられた。

　その通知を見たホールデンは膝ひざから崩くずれ落ち、何かがバッキリと崩ほう壊かいする音が聞こえた。

　授職の儀レンダージヨブを終えた者全ては成人なので酒も解禁される。なので飲んだ事もない酒を浴びるほど飲んでいたのだ。

「おっ、兄ちゃん若いのに良い飲みっぷりだねぇ」

「ああんっ？」

　隣となりにいつの間にか座っていた40代前半位のおっさんが声をかけてきた。彼もすでにそこそこ酔よっている様だった。

　ホールデンは据すわった目でそのおっさんを睨にらみつける。

「おやっさん、この兄ちゃんに俺から一いつ杯ぱいだしてよ」

　酒屋のオヤジは嘆息を重ねるが、客の言う事を無む礙げにもできず先程より弱い酒をホールデンに出す。

「さぁ俺からのおごりだ！　乾かん杯ぱいしよう」

　差し出されたグラスを見たホールデンはおごりという言葉に反応し、サンキューおっさんと言うとグラスを合わせた。

「兄ちゃん、なんかあったのかい？」

「……どうしてそう思うんだよぉ？」

「いやなに、俺も兄ちゃん位の時分にはヤな事があって忘れる為ために酒に手を出していたもんさ。まっ、今となっては何もなくても毎日酔っぱらいオールウエイズドランカーさ」

　ははは、と軽けい薄はくそうに笑う。

　ホールデンはその適当な対応が気に入ったのか、酔いも手伝い独り言の様にこれまでの経けい緯いを話し始める。

　ホールデンの話を全て聞いたおっさんは酒がいい感じにまわっているらしく、「わかる、わかるよぉ」などと感情移入をし、おいおいと泣き出した。ホールデンも同じく酔いの為、饒じよう舌ぜつになっており普ふ段だんなら絶対他人に話さない事を話しだす。

「俺は世界一の金持ちにならなきゃならないんだ……」

「社会人になりたての奴やつらなら皆漠ばく然ぜんと金持ちになりたいもんさ。けど、まぁ世界一とは大きく出たな」

　おっさんはぐいっとグラスを傾かたむける。
















「約束……約束したんだ……」

　遠くを見る様にろれつがまわっていなかった先ほどと違ちがい静かに話す。

「約束？」

　ホールデンはグラスに残っていた酒を一気に飲み干すと糸目がちにおっさんをみる。

「妹さ。あいつと約束したんだ。ガキの時に離はなればなれになった妹と。俺に金さえあればあいつと離れる事もなかった」

「なるほどねぇ」

「俺たち兄妹きようだいは、金っていうどうしようもないモンに翻ほん弄ろうされ続けていた。だから俺は決めたんだ。俺達みたいに金の為に人生を狂くるわされる奴らを俺が全部救ってやるってな。ガキの頃ころは単純だから世界一の金持ちになるって言ったのさ。実際今俺が言った事を実現するには世界一の金持ちにならできるんじゃないか」

　最後は自分に言い聞かせる様に呟つぶやく。

「これまた傲ごう慢まんだな。全部救うなんてよ」

「傲慢でもなんでもいいさ。それで約束を果たせるなら」

　ホールデンは力強く答える。酷ひどく危なげなものではあるが、それ以上に１人の男として一本筋が通った力強い輝かがやきを内包していた。ふっ、とおっさんは良いものを見たと言わんばかりに口元を綻ほころばせ、グラスに残っていた酒を飲み干すと、煙草たばこを口元に持っていく。

「……偏執パラノイア的ではあるがおもしれぇな。仕事をする上でおもしれぇって事は俺の中でかなり大事な事だ。気に入ったぜ。兄ちゃん、俺の会社インクに来いよ」

「は？　どういうことだよ」

「どうもこうもねーさ」

　そう言ったおっさんは自分の履歴書ウオークオブライフを出すと何やら書いていた。

「ほれ、ここにサインしろよ」

　履歴書ウオークオブライフをホールデンに差し出す。そこには契けい約やく書らしき文面が躍おどっていたが、ホールデンはどうせからかわれているのだろうと思い、何も見ず適当にサインをする。

　サインを終えると、おさっさんから祝いだと、どんどん注がれる酒を調子良く飲み進めるホールデン。

「なぁ兄ちゃんよぉ、いっちょ漢おとこの運うん試だめしといかねぇか？」

「運試しぃ？」

　ホールデンは初めての酒で大分酔いがまわってきていた。

「おう。何も難しい事なんてねーよ」

　そういうとそのおっさんは１ルード硬こう貨かを目の前に出す。

「こいつをトスして裏か表かを当てる簡単なゲームさ」

　正常な思考ができないホールデンはノリノリでその挑ちよう戦せんを受ける。

「……おっ、なんか面おも白しろそーだな！　いっちょやりますかぁ」

　ホールデンがそう言うと、おっさんはニヤリと意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「勝った方が今日の飲み代をおごるってのはどうだい？」

　その提案はホールデンとしてもありがたかった。２分の１の確率でここの支し払はらいがタダになるのであれば、乗らない理由はない。酔いも手伝い気が大きくなっていた。

「おっ！　いいねいいね！　やろーじゃないか！」

「なら、俺がトスするから兄ちゃんが裏か表か選びなよ」

「表だ！」

　おっさんは親指に１ルード硬貨を乗せると弾はじいて宙に浮かせ、それを右手で摑つかんだ。

「……表でいいんだな？」

　確かく認にんしてきたが、ホールデンに意見を変える気はなかった。

「なら、開くぜぇ」

　はたして、その手の中にあったコインは裏であった。

「ま、まじかよぉ……」

　さっきまでまわっていた酔いが半分くらい冷めてしまう。

「いよっしゃ！　俺の勝ちだな！」

　結果が変わる訳でもないのにその手の中のコインをずっと眺ながめ続ける。

「じゃあ、店変えて飲み直そうぜ！」

　おっさんは意い気き揚よう々ようと立ち上がった。ホールデンは憂ゆう鬱うつそうに会計を告げる。

「おやじ……おあいそで……」

「へいっ！　毎度！　９８００ルードになりやす」

　その金額を聞いて更さらに気が重くなった。ああ。こんな事なら勝負なんてしなければよかったなと思った瞬しゆん間かん、後ろから１万ルード紙し幣へいが店の店主に渡わたされる。

「おやっさん、つりはとっときな」

「へへぇ！　ありがたいこってぇ」

　おっさんはすたすたと店を出て行ってしまう。その後を追いかけ、後ろ姿に声をかける。

「俺が払はらうんじゃなかったっけか？」

　おっさんはホールデンの方を振ふり向くとニカっといたずら好きな少年の様な笑みを浮かべ、ホールデンに２枚の１ルード硬貨を放ほうってよこした。

「なっ！　こ、これは」

　ホールデンは掌てのひらの中にある１ルード硬貨を見て驚きよう愕がくする。何故なぜならば、その硬貨は裏と裏、表と表のエラー硬貨であったからだ。

「こ、これって……？」

「そう。イカサマゴトだ」

　おっさんはそのネタばらしした時のホールデンの表情が面白かったのか上じよう機き嫌げんで話す。

「社会に出れば、こんな風に騙だましてくる奴も多い。だから気をつけろよ」

　上機嫌だが、どこか威い厳げんがある様な雰ふん囲い気きであった。

「そのコインは兄ちゃんにやるよ。お守り代わりに持っときな。あぁ、それと人を騙すのに使うなよ。マジック的な意味で使うならいいけど、人を騙したらロクな事にはならねーからな」

　そういうと最後に豪ごう快かいに笑った。

「いよーし、祝いだ！　次も俺がおごっちゃる！　朝までとことん付き合わせるぜ」

　気前よくそのおっさんは笑った。

「まじかー！　どこまででもついていきますわー！」

「いいノリだ！　そうこなくちゃーな！」

　そして２人は宵よい闇やみが明るい夜の街に陽気に消えて行った。




　　　　◆◆◆




「うー……気持ちわりぃ……頭もいてぇ……」

　次の日ホールデンは起きると人生初の二日酔いをくらっていた。おまけに昨夜の記き憶おくが曖あい昧まいになっていた。

　二日酔いもキツいものであったが、それよりも今日から始まる仕事の方がキツかった。

　昨日までにどこの会社インクにも入れなかったので、クートヴァス・インクへの下級社員に確定してしまったのだから万まん年ねん床どこから出る気もおきない。本来ならば今日は輝かしい日々の最初の１ページになるはずだったのになぁと、女め々めしい思考が頭を過よぎる。

「はぁ……何やってんだろーな……俺。酒なんて飲んでる場合じゃなかったのに……」

　残り物のパンを一切れ口に咥くわえる。身み支じ度たくをさくっとすませると、毎度毎度の立て付けの悪い扉とびらを憎にく々にくしげに開ける。重い足を奮い立たせ、第１区画にあるクートヴァス城に向かった。

　頰ほおに当たる春風はどこまでも麗うららかにホールデンを包み込む。しかしそんな癒いやしの風や日差しをひたすらに鬱うつ陶とうしく思う。

　見上げるは高くそびえるクートヴァス城。その偉い容ようが視界に焼き付けられる。これからはこの巨きよ大だいな建物がホールデンの職場戦場になる。

　晴れの日も、曇くもりの日も、雨の日も、雪の日も、暴風雨の日も、世界自分が終わるその日まで己おのれの意思とは関係なくこの身を捧ささげ続けなければならない。

　それはなんという地じ獄ごくであろうか。いや、そもそもこの生きるということ自体がすでに地獄ではなかろうか。なんて哲てつ学がく的思考に搦からめ捕とられる。

「見てろよ、下級からのし上がってやるからな！」

　気持ちを切り替かえ、クートヴァス城の橋を渡る。そして城門の社員専用通路を通ろうとすると、見えない壁かべに阻はばまれ、そのまま倒たおれ込み尻しり餅もちをついてしまう。

「痛ってぇ……なんなんだよ……」

　そんなホールデンの元に国式会社インククートヴァスの職員がやってきた。

「ど、どうしましたか？」

「ここを通ろうとしたら弾かれちゃって」

「ああ。新人の子ですか。たまにあるんですよね。登録されていないとここの結界に弾かれちゃうんですよ。履歴書ウオークオブライフ貸してもらっていいですか？　今確認しますので」

「ああ、そういう事ね……」

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせるとその職員に渡した。

　職員はホールデンの履歴書ウオークオブライフを受け取ると、受付の方まで足早に戻もどって行く。

　しばらくすると、先さき程ほどの職員が怪け訝げんな顔を貼はり付けて戻ってくる。

「あの……」

　その職員はなにやら言いづらそうにしていた。

「……どうかしたんですか？」

「ラロケット・インクの社員の方がどういった用件でしょうか……？」

「はっ……？」
















　どうやらホールデンは知らない間に社員になっていた様だ。

　それもあの一流会社インクであるラロケット・インクの社員にだ。

　戸と惑まどいながらラロケット・インクの建物がある第１区画の繁はん華か街がいへと向かう。

　賑にぎやかな雑ざつ踏とうに入ると人々の喧けん噪そうに紛まぎれる。様々な商業系会社インクの店が建ち並ぶ通りから１つ路地裏に入った場所にラロケット・インクの建物はあった。

　ホールデンはおそるおそる扉を開く。すると、目の前の受付の綺き麗れいな女性が気づき声をかけてくる。

「ラロケット・インクへようこそ。私は受付のメリー・ルウです。本日はどのようなご用件でしょうか？」

　営業スマイルだが、彼女の持つゆるやかな雰囲気のせいか非常に癒される笑え顔がおであった。

「え、えっと……あの……その……」

　ホールデンはそんなメリーの雰囲気にのまれしどろもどろになる。

「あっ！　もしかして新入社員の子かな？」

　そんなホールデンの様子を見たメリーは先程までの事務的な口調を改め、若じやつ干かん崩くずした口調で話しかけてくる。

「あっ、えっと……そ、そうだと思います……」

「『そうだと思います』って、なんで自信がないのかな」

　メリーはくすくすと笑う。

「その、これにはやんごとのない事情がありまして」

「名前教えてくれるかな？　調べてみるからさ」

　ホールデンは自分の名前を告げる。すぐにメリーは自分の履歴書ウオークオブライフを顕現し、調べ始めた。

「ええっと……あったあった！　ホールデン君はちゃんとウチの社員に登録されているよ」

「……本当だったんだ」

「えっ？」

「あっ、いえこっちの話です」

「そっか。それにしても初日から遅ち刻こくなんてお寝ね坊ぼうさんだね」

　屈くつ託たくのない無む邪じや気きな笑みで「めっ！」なんてファニーな仕草でホールデンをたしなめた。そのあまりに可愛かわいい仕草にホールデンは完全にノックアウト寸前であった。

「す、すいません」

　顔を赤らめ、ホールデンにしては珍めずらしく素す直なおに謝罪の言葉を口にする。

「うんうん。人間だもん、誰だれでも寝坊はするよね。かくいう私も今日５分だけ遅刻しちゃったよ。お互たがい気をつけようね」

　メリーは微笑ほほえみ、ホールデンの肩かたに両手を置く。ホールデンの心音は急速に高まった。

　その瞬しゆん間かん、ホールデンの瞳ひとみは桃もも色いろに染まる。

　ホールデンは自然な流れで己の手をメリーの腰こしに回す。

（ま、まずい！　これはあの時のスキル《女殺しジゴロ》……）

「はっは。お互い遅刻なんて運命を感じずにはいられないよ」

（コイツ、こないだ運命は陳ちん腐ぷとか言ってなかったか？）

「？　運命？」

「そう！　運命さ！　君みたいな愛らしい子と同じ日に遅刻したなんて運命以外当て嵌はまる言葉が思い浮うかばない！　考えてもごらん。この悠ゆう久きゆうの刻ときの中で同じ『遅刻』という概がい念ねんを共有したんだ。もはや他人とは思えない」

（なんなんだよ！　『遅刻って概念を共有した』って誰か俺に説明してくれよ！）

「概念？？？」

　メリーは頭上にいくつものクエッションマークが出現したように小首を傾かしげた。

「君は考えなくてもいいんだよ。このボクに全すべて身を任せて」

　ホールデンは抱だいていたメリーの肩を引き込むと、その唇くちびるに己おのれの唇を近づけた。

（このダボが！　なんでこいつはすぐにキスをしようとするんだよ！）

「あっ、もう始まっちゃう！　こっちこっち！」

　そう言うとメリーはホールデンの腕うでを外し、手を引っ張りどこかに向かう。

「はっは！　奥ゆかしいな。こんな公衆の面前ではそのお宝クチビルはお預けと見えるな子こ猫ねこちゃん。一体このボクをどこに誘さそってくれるのか今から楽しみだよ。ボクとしては夜景の綺麗な場所で葡ぶ萄どう酒なんかを嗜たしなみながら君の可愛い笑顔を肴さかなに……」

　ホールデン（ジゴロVer.）が何かおぞましい事をつらつらと語っているうちにメリーは目的の新入社員説明会会場に辿たどり着き、そのまま部屋の中にホールデンを入れる。

「ここだよ。ギリギリ間に合ったかな。それじゃあホールデン君またね」

「はっは。ここが君と僕の愛の巣ってわけだね。さぁはじめ………うん？」

　ホールデンの心音が一瞬で元に戻もどり《女殺しジゴロ》の効果が途と切ぎれる。

「愛の巣？　貴様何を頭が沸わいた事を言っている」

　みるとそこは大きな会議室の様な場所で、部屋の奥のホワイトボード前にいる背の高い女性があきれた表情でホールデンを見る。

「……お、おはようございます」

　ホールデンはとりあえずといった感じで挨あい拶さつをする。

　そこにいた新入社員10人が一いつ斉せいにホールデンの方に向く。

　ホールデンが部屋の中を見み渡わたすと、その中に見知った顔が２つあった。

　１つがサリー・バーンズ。ホールデンを見ると柔にゆう和わな笑顔を浮かべ、手を上げていた。

　そしてもう１つは……

「アナタは……」

　その人物はあまりにも驚おどろいたのか、立ち上がるとホールデンへ指を差した。

「げっ！　メグ・フラワーズ……」

　メグは、ホールデンに怨えん嗟さの眼まな差ざしを向ける。

　ホールデンは至し極ごく居づらそうに後ずさった。あんな事をしてしまった負い目がホールデンの心中をぐちゃぐちゃに攪かく拌はんし羞しゆう恥ちと自己嫌けん悪おが一斉に責め立ててきた。

「誰だ貴様は？　ウチになんの用だ？」

　カツカツと床ゆかを鳴らし、ホールデンの方に近づいてくるのは、先さき程ほどの背の高い女性だ。

「ホールデン・ドハーティです……」

「ああ。あの【遊び人】の〝最年少借金王キングオブライアビリテイ〟か。で、その【遊び人】がなんの用だ？」

　有う無むを言わせぬ鋭するどい目つきでホールデンを射い抜ぬく。

「い、一応ここの社員になってるみたいなんですが……」

「はっ!?」

　メグは驚きよう愕がくの声を上げる。

「静かにしていろフラワーズ」

　そうメグはたしなめられると、「ぐぬぬ……」なんて悔くやしそうに着席した。

　その場にいた新入社員達はホールデンがラロケット・インクの社員だと告げると、にわかに騒さわがしくなる。

「静かにしろ！　私語を許した覚えは無いぞ」

　背の高い麗れい人じんが鋭い声で叱しつ責せきすると、一様に黙だまりこくった。

「社員だと？　……知らんな。私は何も聞いていないが」

　ホールデンに向けた声には、圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんと拒きよ否ひを許さない雰ふん囲い気きが醸かもし出されていた。その雰囲気に飲まれホールデンが何も言えないまま、後ろの扉とびらが開いた。

「ふあああああ。あったまいてぇ……」

　あきらかに二日酔よいの状態を隠かくそうともしない、場ば違ちがいな感じの人物が入って来る。その人物が朧おぼろげな足取りで部屋の奥に行こうとすると、ホールデンと目があった。

（あれ？　あのおっさんは……昨日の？）

「おっ、来たな。兄ちゃん。いや、もう兄ちゃんじゃねーな」

　社長はあくびを嚙かみ殺し、改めて言い直す。

「昨日自己紹しよう介かいしてなかったな。俺はヴィンセント・ラロケットだ。ようこそホールデン。俺のラロケット・インクへ」

　そういうとヴィンセントは懐ふところからよれよれの煙草たばこを取り出し、指を一つ鳴らし火を付けた。深く煙けむりを吸い込むと、何の遠えん慮りよもなく紫し煙えんを吐はき出した。

「歓かん迎げいするぜ」

　ニカッと顔を綻ほころばせる。

「……社長ここは禁きん煙えんです。散々言っていますが遅刻しないでください。それに今日は新入社員の最初の出勤日ですよ。こんな日にまで遅刻とか正気ですか？　示しがつかないです。後、何勝手に社員入れてるんですか。そういう大事な事は事前に言って貰もらわないと」

　背の高い女性は一応という感じで敬語を使っている様な体ていではあったが、はっきりとした怒いかりの感情を隠そうともしなかった。

「まぁまぁ。ティーちゃん、固いこと言うなって。昨日の酒はスカウトっつー仕事だったんだからよ。今日の遅刻は致いたし方なしってな」

「誰がティーちゃんだ！　この不良中年が」

「おーコワイコワイ。そんなんだから婚こん約やく者にも逃にげらぶっ」

　刹せつ那な、ヴィンセントの体が中空に極ごく悪あくな回転を伴ともない舞まった。鋭い蹴けりがヴィンセントに炸さく裂れつした様だ。

　そこにいたもの全て、呆気あつけに取られてしまう。

「えー、社長は体調が優すぐれんようだ。先を続けるぞ」

　誰も何も言う事はできなかった。その女性の目は何か言おうものなら確実に仕留めにくるという事を雄ゆう弁べんに物語っていた。

「ドハーティ。お前はフラワーズの隣となりに座れ」

「えっ!?」

「なっ!?」

　ホールデンとメグは同時に頓とん狂きような声をあげる。

「何か文句でもあるのか？」

「「い、いえ……」」

　鋭い反はん抗こうを許さない声こわ色いろで言われたホールデンとメグは静かになる。

「ドハーティ！　何をしている早く席に着け！」

「はいっ!!」

　ホールデンは秒で直立不動になり新兵の行進よろしく、席に向かった。メグの後ろにはサリーがおり、苦笑いの部類に入る笑みを浮かべていた。

　すちゃっと席に着くと、尋じん常じようではない負の感情がありありとホールデンを射貫く。その正体ははっきりと、何の疑いも無く、むしろ清すが々すがしいまでにわかっていた。恐おそるべきなのは、下品に睨にらんだりとかはせずに、雰囲気だけでここまでプレッシャーをかけられるという事である。

　ホールデンはその雰囲気と戦うので必死であった。この状じよう況きようをなんとか打破しようと思い、意を決してホールデンはメグに小声で話しかける。

「や、やあ……奇き遇ぐうですな。こんな所で会うなんて」

「ごきげんよう。今は入社説明の途中ですから話しかけないでくれますか」

　話す内容はもっともなのだが、隠しきれない嫌けん悪お感かんが声色にでてしまっていた。

「……怒おこって……ますよね？」

「ですから話しかけないで頂けますか？」

　無感情な笑顔を向ける。辛しん辣らつな言葉がやけに映はえる笑顔だった。単純に説明を受けているから話しかけるなというよりも、今後一いつ切さい私に関かかわるなと言外にほのめかされていた。

「すみませんでした……全面的に俺が悪かったです……」

　小声だがしっかりと真しん摯しに伝える。

　後で謝ってもよかったが、謝罪は早いに越こした事はない。

「あんな事をしたんだから嫌きらうのは当然だと思う。ただ謝罪だけはさせてくれないか？」

　ホールデンの真しん剣けんな態度に、メグは先程の険しい雰囲気をほんの少しではあるが、緩ゆるませる。無言ではあるが、先程よりは聞く耳を持ってくれるらしい。

「えっと……。君はわからないけど、俺はああいった事をするの初めてだったんだ。それで気が舞い上がっちまってあんな失言を……」

　すると、メグはプルプルと身を震ふるわせると、意思をはっきりと宿した瞳をホールデンに向け、説明中にもかかわらず大きな声で叫さけぶ。

「ウ、ウチも初めてやったのに！！！!!」

　会議室中に響ひびく声だった。一瞬の静せい寂じやくが落ち、新入社員達は驚きの色を隠せなかった。

　メグはすぐに我にかえり、顔を朱しゆに染めうつむく。どうやらあの親にしてこの子ありといったところであろう。怒ると口調が訛なまるのは。

「静かにしろ。何が初めてかは知らないが、今は貴様の発言する時間ではない」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっ」

　メグは先程よりも頰ほおが紅潮する。それはまるで熟うれきったリンゴの様に真っ赤であった。

　ホールデンは溜ため息いきを吐つき、後ろのサリーは肩を竦すくめる。

「ホールデンイレギユラーが発生したので、もう一度自己紹介をしておく」

　仕切り直しだと言わんばかりに先程から場を仕切っている社長をぶちのめした麗人は、社長よりも威い厳げんがある声でこの会議室にいる全すべての者に言う。

「私がラロケット・インク専務取とり締しまり役やくカースティ・ローレンスだ。以後よろしく。で、そこで陸に打ち上がった魚みたいに痙けい攣れんしているのはウチの社長だ」

　ここにいた全ての新入社員は社長の扱あつかいがひどく雑な事に戸と惑まどいを隠せなかった。後ろにいる既き存そんの社員はやれやれといった表情で、別段気にした様子がない。コレは日常風景らしい。カースティはそんな新入社員のとまどいを意に介かいさず事務的に次の説明に移る。

「毎年の慣例でな。お前らには自己紹介をしてもらう。先まずはバーンズ、おまえからだ」

「はい！」

　サリーは静かに立つと、常時の笑え顔がおを崩くずさずカースティの隣に向かう。

「皆みなさん、初めまして。これから同じ会社インクで働く事になりましたサリー・バーンズです。職業ジヨブは【勇者】です。僕は社長のヴィンセントさんに憧あこがれてこの会社インクに入りました。社長のような猛も者さになれる様に精進します。若じやく輩はい者ですがよろしくお願いします」

　優等生の模も範はん解答みたいな挨拶であった。

　続々と自己紹介が続いて行き、ホールデンの番が回ってきた。

　ホールデンが前に立つと、新入社員達から私語が聞こえてくる。

「──ほら、例のホールデン・ドハーティよ」

「──あんな事しておいて、恥はずかしくないのかしら」

「──俺だったら生きていけねーよ」

　色々言われているがそのほとんどが嘲ちよう笑しようや憐れん憫びんの類たぐいであった。頭をぽりぽりと搔かきながら前に進む。

「紆う余よ曲きよく折せつあってこの会社インクに入る事になりましたホールデン・ドハーティです。あー職業ジヨブは……あ、あそ……び」

　自分の【遊び人】という職業ジヨブが恥ずかしく語ご尾びがだんだん小さくなって行った。

「おー全然聞こえねーよ。昨日の男らしいお前はどこにいったんだぁ？」

　復活したヴィンセントが茶々を入れる。それを恨うらめしい目で見るホールデン。

「職業ジヨブは【遊び人】……です」

　まばらな拍はく手しゆが起こり、ホールデンは席に戻もどろうとした。

「おいおい。お前には誇ほこれる目標があんじゃねーかよ。ここの奴やつらにも聞かせてやれって」

　新しい煙草に火を付けると、ヴィンセントは突つき刺さす様な視線をホールデンに向ける。

　余計な事を、と思いながら力強くホールデンは言う。

「……俺の目標は世界一の金持ちになる事です」

　その言葉は静かに響き渡わたった。

　妙みような沈ちん黙もくが落ちる。その沈黙は周りからの失笑に包まれる。

「お前やっぱりおもしれぇな。この人数を前に臆おくする事も無く言えればそれだけで男だよ」

　ヴィンセントは煙草を揉もみ消すと、心底楽しいといった感じで手を叩たたく。他ほかの者とは違ちがい、一切小こ馬ば鹿かにした感じはない。むしろ天晴あつぱれだと言いたげな表情だった。

「男ならそれぐらいでけー目標があった方が成長できるってもんだ。自分の身の丈たけにあった目標なんざ目標なんかじゃねーよ。そんなモンは日々の単純作業となんら変わらん。実現不可能と思われる目標こそ本当の目標だ。それを叶かなえたら最高だとおもわねーか」

　いつの間にかヴィンセントの話をその場にいた全員が静せい聴ちようしていた。あれだけのホールデンへの憐憫と嘲笑が一いつ瞬しゆんにして霧む散さんした。ヴィンセント・ラロケットのカリスマ性の一いつ端たんを一同は垣かい間ま見みた。

「まっ、俺にはできなかった事だけどよ……」

　ヴィンセントは誰だれにも聞こえない様に目を伏ふせ小さく最後にそう呟つぶやいた。

「んじゃー次行ってみようか」

　ヴィンセントは調子を戻し、次を促うながした。

「はい」

　透すき通る声を響かせたのはメグ・フラワーズである。

「メグ・フラワーズです。以後お見知りおきを。職業ジヨブは【魔術剣士】です」

　先さき程ほどホールデンに対応した時とは別人であった。それこそ姫ひめ然とした立たち居い振ふる舞まいで、気軽に話しかけられない品格が溢あふれていた。

「目標はあります。しかしそれをいうのは控ひかえさせて頂きます。代わりに私の事を少しだけお話し致します」

　一同は一言一句逃のがさない様にその場に静寂を落としている。

「……私にはこの世で信用できないモノがあります」

　メグはホールデンを一瞬睨にらみつけ、直すぐに澄すまし顔に戻る。

「それはお金です。……しかし、悲しい事にこの世界ではお金がないと生きてはいけません。それに私の目標とする事には絶対的にお金が必要です……。そしてそれは私自身で稼いだお金でないといけないのです」

　メグは自分で稼いだという所を強調した。その様子からは窺うかがえないが、口調からはなんらかの事情があるといった雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

（……自分自身で稼いだ金か。俺と全く同じ考えだ。気になるが、どうせ今は話も聞いてくれないだろうな）

「よし。一通り終わったな」

　メグが終わると、カースティは立ち上がり最初に居た場所に戻る。

「異例だが、今日からクートヴァス・インクより出向社員がくる。入ってこい」

　無言で入室して来たのは見覚えしかない人物であった。

「……クートヴァス・インクから出向してきたティア・ラブ・ヒューイット。職業ジヨブは【裁判官】。……よろしく」

　その台詞せりふはホールデンの目を射い抜ぬきながら言う。よろしくというのは友好的に使われる事が大半だが、ティアの放った『よろしく』には脅きよう迫はくめいた迫はく力りよくがあった。

「なんであいつがここに……」

「ヒューイットは国王の特務で出向してきた。使える人材が増える事は喜ばしいことだ」

（国王あの親バカの特務って十中八九俺絡がらみじゃねーかよ……）

「それではヒューイット。空いている席に座れ」

「……わかりました」

　ティアは無感動に返事をすると後ろの方に着席した。その間一瞬たりともホールデンの方を見ようとはしなかった。

「さて。諸君。ここでいくつか伝えておかなければいけない事じ項こうがある」

　カースティは淡たん々たんと告げる。

「お前達がこれから長い間ウチにいるかはわからん。が、ウチにいる間は私が今から言う事を絶対に遵じゆん守しゆしろ」

　絶対に遵守しろという言葉を聞いた新入社員はその迫力に黙だまり込む。

「わかったら返事」

　新入社員の皆はそのきつい口調に肩かたをびくつかせ、軍人の様な返事をする。

「１つ目。当たり前だがウチの社員仲間を信しん頼らいしろ。そして絶対に裏切るな。お前らはこれからどこの部署に回されても、チームで動く事は必ずある。１人でもそれを乱せば瓦が解かいする。それは会社インクにとって大きな損害になる。だからこれが守れない奴はクビだ」

　静かな表情のままだが、最後の言葉は辛辣だった。クビは実質社会的な意味において死し刑けいも同然だった。クビを宣告された者は１ヶ月以内に次の就職先を決めないとクートヴァス・インクの下級社員になってしまうのだ。クビになった者を新しく取ろうとする会社インクはほとんどないといっていいだろう。なので皆深刻な顔をしてうなずく。

「２つ目。敵前逃とう亡ぼうはするな。１人１人がウチの会社インクの看板を背負ってると思え。知っての通りウチは武力でここまで大きくなってきた。敵を前にして臆おく病びよう風かぜに吹ふかれるカスはウチにはいらない。そういう奴もクビだ」

　カースティの言う通りラロケット・インクは急速に業績を伸のばしてきた会社インクである。その主な収入源は力を使ったものだ。そんな武力を売りにした会社インクに弱者がいたら信用問題に関かかわる。なので会社インクを存続させる為ためには必要な事だろう。

「ただし……」

　カースティは今日一番の険しい顔を作ると、ひりつく様な雰囲気になる。

「何事も例外はある。私が今から言う事はその例外だ」

　その様子を文字通り肌はだで感じたホールデン達は神しん妙みような面おも持もちになる。

　カースティは精せい緻ちな文字を黒板に書いて行く。そこには──

〝超越の職トランセンデンタルジヨブ〟〝大逆無道の職イービルジヨブ〟

　そう記されていた。

「超越の職トランセンデンタルジヨブは知っての通り、職業ジヨブ価値ＳＳＳの奴らだ。そもそもＳＳＳというのはこの世界に７人しかいない上に出くわす事は非常に稀まれだ」

　ルードワルドに住まう者で超越の職トランセンデンタルジヨブを知らない者はいないだろう。その７人はこの世界最強の７人であるのだから。超越の職トランセンデンタルジヨブに戦いを挑いどむな、なんて事は職業訓練学校ジユニアに入りたての子供でもわかる事だ。問題は……

「大逆無道の職イービルジヨブ？」

　そう誰かがつぶやいた。そこにいた全ての新入社員は同じ気分であろう。

「大逆無道の職イービルジヨブに就ついている奴と遭そう遇ぐうしたら何をおいても絶対に逃げろ」

　大逆無道の職イービルジヨブという言葉を初めて聞いたからもしれないが、一同は驚おどろきを禁じえない。

「あの……逃げないとどうなるんですか？　そもそも大逆無道の職イービルジヨブってなんですか？」

　前の方にいた者が声をあげる。

　カースティはその声をあげた者を睨にらみつけた。

「……言っておくがこれは頼たのんでいるんじゃない。命令だ。これが守られなければクビだ。……と、言いたいが守れない奴はクビを言い渡せないだろうな」

　誰かが唾つばを飲み込む音が会議室に響ひびいた。

「なぜならほとんど会社インクに戻ってくる事はないからだ。死ねれば幸運で、最悪の場合は死よりも酷ひどいメにあう」

　良くて死、最悪死ぬより酷いメ……。死ぬより酷い事とはいったいどんな事なのだろうか。ここにいる者達には皆想像する事も叶わなかった。

「大逆無道の職イービルジヨブっていうのは闇やみの職業ジヨブ斡あつ旋せん所で就く職業ジヨブの事だ。【暗黒騎士The Fallen】、【死霊使いThe necromancer】、【墓荒らしThe Grave Breaker】等がそうだ」

　カツンカツンと力強く黒板に書く。

「闇の職業ジヨブ斡旋所……？」

　メグが不意につぶやく。

「まぁ知らないのも無理はない。大逆無道の職イービルジヨブは職業訓練学校ジユニアでは禁句タブーだからな」

「禁句タブー……？　いったいなぜ？」

　今度はホールデンが声を上げる。

「それはな、大逆無道の職イービルジヨブってやつは非常に強力であるのと反社会的である事が上げられる。……10年前にクートヴァスを震しん撼かんさせた、連続猟りよう奇き殺人事件の犯人であるボリス・ファーマン。〝達磨喰いノーハンズアンドノーフイート〟と呼ばれ、32名の10代から20代の女性の両手両足を切断し、頭と胴どう体たいを喰くっていた。こいつは【食人師The cannibalism】という大逆無道の職イービルジヨブに就いていた。喰い残した内臓等を闇やみ市いちで売り飛ばすという鬼き畜ちくだ。最終的にはウチの社長が当時〝王の剣ライトハンドオブキング〟の課長をしていた時に逮たい捕ほしたがな」

　場が静かにざわめく。

「大逆無道の職イービルジヨブが職業訓練学校ジユニアで禁句タブーの最大の理由は別の所にある。それは……大逆無道の職イービルジヨブに転職ジヨブチエンジし、その職業ジヨブに適性がなければ即そく座ざに死が待っている。大逆無道の職イービルジヨブには誰でもなれるわけではない。そのリスクを乗り越こえ、大逆無道の職イービルジヨブに就く事ができた者は必ず職業ジヨブ価値Ｓ以上が確定する」

「……闇の職業ジヨブ斡旋所を何故なぜ取り締しまらないんですか？」

　サリーが緊きん張ちようした声こわ色いろで問う。

「もちろん何回も闇の職業ジヨブ斡旋所を潰つぶしにかかったさ。しかし見つけられなかった」

　一同は皆みな静まり返る。

「……いいか？　大逆無道の職イービルジヨブに出会ってしまったら即座に撤てつ退たい。これは命令だ。わかったな？」

　全員ゆっくりと首しゆ肯こうする。

「では、本日は配属先を履歴書ウオークオブライフに送ってあるからそれを見て各部屋に行け。以上だ」

　カースティはそういうと会議室を後にした。

「うぃー。じゃあお前ら適当に散って行けよ」

　ヴィンセントは新しい煙草たばこに火を付けると、気け怠だるそうに言う。

　新入社員達はそれぞれ履歴書ウオークオブライフを出すと自分の配属部署を確かく認にんした。




　　　　◆◆◆




「で？　社長どういうつもりですか？」

　新入社員が全員出て行った後、カースティは鋭するどい視線をヴィンセントに投げつけ詰きつ問もんする。ヴィンセントはそんなカースティの様子を気にせず、飄ひよう々ひようと紫し煙えんを燻くゆらせている。

「どうって？　一体何の事だ？」

　煙けむりを輪っかにしてふざけた態度を崩くずさない。

「あのホールデン遊び人の事ですよ。あんな脆ぜい弱じやくな奴やつを入れるなんて正気ですか？　ウチのレベルの業務についていけるとは到とう底てい思えませんが」

　カースティは手を悩なやましげに額に置くと深い溜ため息いきを吐つく。

「……脆弱だって？」

　ヴィンセントは不敵に口を歪ゆがませる。

「社長……？」

「いいかカースティ。俺の今まで出会ってきた固有職を顕けん現げんさせた奴らはな……」

　煙草を乱雑に揉もみ消すと先程までのふざけた調子はなりを潜ひそめ、至し極ごく真ま面じ目めに話す。

「全員掛かけ値ね無し、規格外の化け物だった」

「……あいつが化け物？　そうは見えませんが」

「ホールデンが化け物かどうかはこれから見ようじゃねーか。使えればよし、使えなければあいつの価値はそれだけのものだったつーことだな」

　ヴィンセントは肩をすくめ、いつもの調子に戻もどる。

「そういう事ですか。ならとりあえずは様子見ということですね」

「まっアイツが固有職だからとったわけじゃねーんだけどな」

　ヴィンセントは小さくつぶやいた。

「では、私は業務があるので失礼します。社長、今日はちゃんと仕事してくださいよ」

　カースティは小言を言い、部屋から出て行く。

　ヴィンセントはそれに手をひらひらさせて応こたえる。その後新しい煙草に火を付けると部屋の出口に向かう。

「見せてもらおうじゃねーか。お前の価値ってやつをよ」

　心底楽しいといった表情でそうつぶやくと、会議室の扉とびらを閉めた。




　　　　◆◆◆




「──ラロケット・インク外注受注クエスト課です。本日はどのようなご依い頼らいでしょうか？」

「──第三級幻獣トウリトスの討とう伐ばつですね。そうしますと、料金の方が５００万ルードになります」

「──シス・インクの荷物運うん搬ぱん護衛に職業ジヨブ価値ＡＡＡの刺し客かくが現れ、向かったスタッフだけでは対応できないそうです。ウチから数名ＡＡＡを向かわせてよろしいでしょうか？」

　その部屋の中は戦場だった。

　１階の一番大きい部屋にある外注受注クエスト課の社員は皆烈れつ火かのごとく忙いそがしそうに動き回っている。誰だれも彼もが猫ねこの手も借りたいと言うほどにせわしなかった。

　ラロケット・インク外注受注クエスト課。この部署はラロケット・インクが急速に成長するきっかけになった主力事業だ。内容は護衛から人探し、幻げん獣じゆうの討伐など多た岐きに亘わたる。

　そんなラロケット・インクの主力事業に回されたのは、サリー、メグ、ティア、そしてホールデンであった。

「で、俺たちはどうすればいいんだ」

　ホールデンは誰に言うでもなくつぶやいた。

　４人が部屋に入室するとすぐに『今手が離はなせないから適当にその辺で待ってて』と言われ、４人は邪じや魔まにならない様に部屋の隅すみに立つ。サリーはこの空いた時間でメグに挨あい拶さつを兼かねた雑談をしていた。それにメグは如じよ才さいなく応対する。ティアはというと……

「……ホールデン。貴方あなたには前までの価値はなくなった」

「ああ。そうだな。もうお前が期待している様な男じゃなくなっただろ。これで少しは自分の気持ちと向かい合えるんじゃないか」

「……なぜそんな無む駄だな事をしないといけないの？」

「いや、お前無駄って……せっかく俺っていう枷かせが外れたんだから、自分の本当に好きな奴を探せばいいじゃんかよ」

「……そんな人生の無駄遣づかいしたくない。恋れん愛あいは人生の贅ぜい肉にく。人としての役割はどれだけ優ゆう秀しゆうな子孫を残せるかが命題なの」

「相変わらずブレないやつだな。じゃ、がんばってその優秀な子孫を残せそうな奴を探してくれよ」

　ホールデンが至極適当に手をブラブラさせて言うと、ティアは被かぶせる様に言葉を重ねる。

「……期限は半年」

「はい？」

「期限は半年。貴方の固有職【遊び人】の真価を見定める期間」

「な、なんだよそれ……？」

「……この期間内で貴方の価値が認められれば、貴方は私と結けつ婚こんするの。もし価値がないならそれまでだけど」

「そこに俺の意思は全く介かい在ざいしていないんだが……？」

「……貴方に選せん択たく権けんはないの」

　ホールデンはただでさえ大変な状じよう況きようなのに、ティアという厄やつ介かいな事が増えてしまった。

　そんなやり取りをしていると、外注受注クエスト課の扉が雑に開かれた。

「うぃーす。お前ら何でそんな端はじっこで小さくなってんだ？」

　くわえ煙草でヴィンセントがのろのろと中に入ってきた。

「……ラロケット社長」

　ティアがヴィンセントを呼ぶと、静かに壁かべの張り紙を指差した。そこに貼はってあったのは『禁きん煙えん』の２文字。しかし、ヴィンセントはその注意に対して手をひらひらさせただけで煙草をやめる気配がない。

「……ったく。どこもかしこも禁煙禁煙って、肩かた身みが狭せまくなってしゃーねーな」

　肩身が狭くなるなどと殊しゆ勝しような事を言っているが、紫煙をプカプカと浮うかばせている様を見るに、一いつ切さい肩身など狭くなっていない。それを見たティアは諦あきらめた表情になった。

「小さくなってるって当たり前だろ！　ここにきてからその辺にテキトーにいてくれって言われたきり放置されてんだからな！」

　ホールデンは昨日のノリのままヴィンセントに嚙かみ付く。

「まぁまぁ、そう興奮すんなっての。皆忙しいから新人の相手はしてられねーってわけさ。でだ、この会社インクで一番暇ひまな俺が直々にやってきたってこった」

「お久しぶりです。ラロケット様。これからご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願い致いたします」

　メグはどうやらヴィンセントに会った事があるらしく、恭うやうやしく上品に一礼した。

「昔みてーに『おじさん』て呼んでくれよ。俺は様づけされるような大層な人間じゃねーっての。つーかしばらく見ないうちにイロイロな所が成長したなーメグちゃん」

　へらへらした笑えみを浮かべ、目線はメグの豊満な胸に注がれる。流石さすがに恥はずかしかったのか、メグはさっと胸を庇かばう様に抱だいた。

「しっかしなぁ、ホールデンさんよぉ。こんな上物中の上物のクチビルを奪うばったとか羨うらやましすぎんだろ」

　ヴィンセントは軽口のつもりで言っているが、メグの顔がどんどん赤らんでいく。

「ちょっ！　おじ様何を！」

「おい！　社長がそんなセクハラ発言していいのかよ！」

　ホールデンとメグは慌あわててヴィンセントに詰つめ寄る。そんなホールデンの様子などお構いなしに、「かてぇー事いうなよ」とバシバシとホールデンの背中を叩たたいた。

　メグは１つ嘆たん息そくをすると、落ち着きを取り戻し話しだした。

「相変わらずですね。ちょっとびっくりしました。思い返せば〝王の剣ライトハンドオブキング〟の課長時代も女性に対してはそんな感じでしたね。当時の女性職員達の気持ちがわかった気がします。口では過激な事を言いますが、その実決して誰に対しても手は出さない真面目な方」

　メグにしては珍めずらしく、親愛の籠こもった笑みをヴィンセントに向ける。

「メグちゃんにはかなわねぇな……」

　とヴィンセントは困った様に乾かわいた笑いを浮かべた。新しい煙草に火を付けると、気を取り直し、話題を変えた。

「見ての通りこの２人は面識があんだけど、他ほかの２人はわかんねーんだわ。さっき自じ己こ紹しよう介かいしてもらったんだけど、多くて覚えきれなくてな。なんで自己紹介もっかい頼たのむわ」

　ヴィンセントがそういうと早さつ速そくサリーが前に出る。柔やわらかい笑みを浮かべ、挨拶をした。

「僕はサリー・バーンズと申します。社長に憧あこがれてラロケット・インクに入りました。お会いできて光栄です」

「おー。お前がサリー・バーンズか。国王と同じく【勇者】が天職ライズジヨブの奴だな。国王のイメージが強ぇから、【勇者】が天職ライズジヨブの奴は皆むさ苦しい屈くつ強きような男の中の男って奴ばかりなのかと思ってたがな。それがこんな優やさ男おとこったぁ、驚おどろきだな」

「恐きよう縮しゆくです。これから粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚かく悟ごで頑がん張ばります。何なに卒とぞよろしくお願い致します！」

「そんなに肩かたが凝こる様な挨拶はやめとけやめとけ。若ぇーんだからもっと肩の力抜ぬいてやった方がいいぞ」

　サリーはその言葉に深く頷うなずくと感激した面おも持もちになる。

　次いでティアが静かに自己紹介を始める。

「……ティア・ラブ・ヒューイット。クートヴァス・インクから出向してきた。よろしく」

「おいおい。今年の新人はどうなってるんだ。皆みなこんなに巨きよ乳にゆうなのかよ。最高じゃねーか」

　ヴィンセントのその相変わらずな発言にティアは別段なんのリアクションもしない。

「……で、おっさん、俺らは何をすればいいんだ？」

「まぁそう焦あせるなって。とりあえず向こうに移動するぞ」

　ヴィンセントは煙草たばこを揉み消し、奥にある小部屋に入った。４人は追つい随ずいして入室する。

「お前らにはこの依頼をやってもらう事になった」

　依頼書オーダーシートにはこう記き載さいしてある。





依頼者　　ダリア・アルジェント。年ねん齢れい27。職業ジヨブ【主婦The Serve】

依頼内容　盗賊団に奪われた指輪の奪だつ還かん

概がい要よう　　　昨日、第４区画にあるミルドー山の林道を通行中、依頼者であるアルジェント夫人が盗賊団に襲おそわれ金品を強ごう奪だつされる。その中に結婚指輪も含ふくまれており、他の物は諦めるので、思い入れが強い指輪だけ奪還して欲しいとの事

補足　　　以下アルジェント夫人の情報を元に推測されるであろう情報を記載。

　　　第４区画を根城としている新興の盗賊団『暗あん渠きよの宿』である可能性が高い。

　　　構成員数約40名。頭領不明。構成員の職業ジヨブ価値平均Ｄ

難易度クエストアツプ　　５段階中１～相当

依頼額　　85万ルード






「お前ら読んだか？　ウチの外注受注クエスト課の基本的な事を説明する。面めん倒どうだから１度しか言わねーぞ。だからちゃんと聞いとけー」

　ヴィンセントは懐ふところからくしゃくしゃの煙草を取り出し、火を付けた。

「まずお前らが得られる報酬額インセンテイブについてだが」

　ホールデンは待ってましたとばかりに身を乗り出し、その話にくいついた。

「全すべての社員共通で依頼額の10％だ。今回の様に小隊チームを組んで依頼に臨のぞむ場合はその10％を個々の活かつ躍やくによって分配する事になる」

「って事は有力な情報や、敵の撃げき破は数で給料が変わってくるって事だよな？」

「そういうこった。なんだホールデン、金の話になったら俄が然ぜん目の色が変わったな」

「当たり前だ。俺はなんとしても稼かせがないといけないんだからな」

　力強く熱弁を振ふるうホールデンにメグは冷ややかな目線を送る。

「話を続けるぞ。外注受注クエスト課がある会社インクには必ず依頼達成難易度クエストアツプが設定されている。例外はあるにしてもほとんどの会社インクは５段階で設定してあるはずだ。ラロケット・インクもその例に漏もれず５段階で設定してある。ただし、５段階っていっても、それぞれの会社インクの力は同じじゃない。そうなってくると５段階評価でも各会社インクで依頼達成難易度クエストアツプが変わる。大げさに言っちまうと、ラロケット・インクウチでレベル１の案件でも他社では５になるつーこともあり得る訳だな。これはどういう事かわかるかホールデン」

「……え、えっと……」

　元々ステータス値の賢けんが凄すさまじく高かった訳でもないが、今は１という最低のステータスなので元々アレな頭が際きわ立だってアレな感じになっていた。

「そうか。ならメグちゃんどうだ？」

　ヴィンセントは別段それに失望するでもなくメグに話を投げる。

「はい。これはリスクの違ちがいからくるものでしょう。力がない会社インクだと他では簡単に達成できる案件でも、命をかけざるを得ない事になるかもしれません。だからといって金額をつり上げると仕事が来なくなる恐おそれがあるので、他社に対たい抗こうする為ためにレベルが高くとも金額が安くなっていくと考えます」

　メグは淀よどみなく答える。

「流石はメグちゃん。その通りだ。で、そうなるとどういう事になる、サリー？」

「単価が上がらず会社インクの総力が上がらないという事が起きます」

　サリーも優等生然とした受け答えだ。

　ヴィンセントは旨うまそうに煙けむりを吸い、紫し煙えんを勢いよく吐はいた。

「そうだそうだ。で、そこから導きだされる事こと柄がらはなんだ、ティア？」

「……結果的に良い人材がそのような会社インクに入る訳も無く、ずっと弱小のまま。ずっと弱小のままならまだいいかもしれない。緩ゆるやかに衰すい退たいして行き、最後には破は綻たんしてしまう所が出てくる。なので今私たちが見せられたこの達成が容易な案件１つでも速すみやかにかつ、確実に遂すい行こうしなければ会社インクの信用に関かかわるってこと」

「完かん璧ぺきだ。伊達だてにおっぱいが大きいわけじゃねーな」

　ヴィンセントのセクハラ発言に対してティアは「下品なおっさん」とつぶやいた。

「今からお前らにやってもらおうとしている依い頼らいはラロケット・インクウチの依頼達成難易度クエストアツプでいったら下位のものだ。だがお前らが思っている通り、この簡単な依頼１つでもラロケット・インクの看板を背負っている」

　ヴィンセントのふざけた調子はなりを潜ひそめ、至し極ごく真ま面じ目めに言い放つ。

『ラロケット・インクの看板を背負っている』その言葉は先ほどカースティも言っていた言葉だ。それほどまでに会社インクの信用が大事ということだろう。一同は真しん剣けんにヴィンセントの話に耳を傾かたむけた。

「だからと言って命を簡単に賭かけるなよ。依頼には想定外イレギユラーな事が往々にして起こる。自分達で無理だと判断したら連れん絡らくを必ずしろ。言っておくがこれはカースティが言っていた敵前逃とう亡ぼうじゃねーからな。『勇ゆう猛もう』と『無む謀ぼう』を絶対にはき違えるな」

　ニカッと満面の笑みを浮かべるヴィンセント。

　短くなった煙草を灰皿に捩ねじ込むと、ゆるく１つ手を叩く。

「んじゃあ、装備品を武具管理課にいって受け取ったら早速仕事にでてくれ」

　それに一同首しゆ肯こうすると部屋を後にした。




　　　　◆◆◆




「こ、こんな理り不ふ尽じんな事ってあるかよ……」

　ホールデンは己おのれの手にある装備品と格好を見て、気が重くなる。

　なぜ気が重いのかというと、理由は２つあった。

　それを説明するには時間を数十分前に戻もどさなければならない。

　４人は武具管理課に足を運んでいた。武具管理課はラロケット・インクに所属する全ての社員の武具を一堂に管理している課だ。武具はそれぞれの職業ジヨブによって装備できるものとできない物がある。例えば【剣士】は剣やナイフの近接武具を。【魔術師】であるならば武器の装備などできない。その代わり防具で魔力を高めるローブ等を装備する事ができる。それらを見み極きわめて貸し出しするのが武具管理課の仕事だ。

　武具管理課のスタッフはティアにダガーナイフとローブを。サリーとメグに剣と鎧よろいを貸たい与よする。そしてホールデンの番になると途と端たんにスタッフは困こん惑わくする。それはそうだろう。【遊び人】などという職業ジヨブに対して、何を支給したらいいのかわからないからだ。

　様々な形状の武器を渡わたされたが、どれも使用不可であった。最終的に使用可能になった装備は２つ。それを装備するとティアは無表情な笑え顔がおという器用な笑い方をした。

「……ホールデン、あまり笑わせないで」

　サリーもいつもの爽さわやかな笑みではなく、笑いを堪こらえられないといった笑みであった。

「ご、ごめん……ふふふっ……別に馬ば鹿かにしている訳じゃないんだけどあまりにもその格好が面おも白しろくて」

「アンタには羞しゆう恥ち心しんとか矜きよう持じってものがないのね。可哀かわい想そうに……」

　メグは心の底から哀あわれみを込こめた声こわ色いろで言う。

　そんな己の姿を鏡で見ると、そこには【遊び人】というか、道化師と言った方がしっくりくる男の姿が映し出されていた。上半身は男の荒あら々あらしさを表現するかのように裸はだか。下半身は鮮あざやかなブルーのストライプ柄がらのステテコパンツ。手に持つのは鉄でできたハリセン。どう見ても奇き天て烈れつな不ふ審しん者でしかなかった。

　これならば私服の方が防ぼう御ぎよ力が上がりそうなものなのだが、どういった原理かこちらの方がステータスは上じよう昇しようするのであった。
















「こ、これで外にでないといけないとか……罰ばつゲームじゃねーかよ……」

　三者三様の笑いをとった【遊び人】は、ある意味ではその職業ジヨブの職務を全うしていると言えなくもなかった。

　この格好でいる事が、気が重い理由の１つで、残りの１つはというと……

　時間は現在に戻る。

　その理由の元げん凶きようが現在進行形で目の前にいるのである。

　メグ元凶はスタスタと第１区画の時計台広場を越こえて、国式会社インククートヴァスが運営している長距離移動技術ポータルを提供する店〝風の住処すみか〟に向かう。

「見ろよおい。あれは確か役立たずな固有職【遊び人】のホールデン・ドハーティじゃねーか？　あいつ正気じゃないだろ。よくあんな格好で外を歩けるもんだな」

「ねぇねぇお母さん、あのお兄ちゃんなんであんな大きなパンツ穿はいてるの？」

「しっ！　見ちゃいけません。いい坊ぼうや？　坊やがいい子にしていないと将来あの変なお兄さんみたいになっちゃうから、いい子にしてなさいね」

　そんな社会の声を聞き、ホールデンの心は折れ、突つき進むメグに声をかけ会社インクに戻るとハリセンだけ残し、ステータスは下がるがいつもの格好に戻した。

「……何見てんだよ」

「…………」

　冷ややかな目線でホールデンを射い貫ぬくメグに文句を言った。

　そもそもなぜ２人で行動を共にする事になったかというと、先ほど会社インクから出ようとした時にヴィンセントが現れ、「４人で同時に動くよりも、２人１組ツーマンセルで行動した方が効率的だ」という事で強制的にティアとサリー、ホールデンとメグの組み合わせになった。この組み合わせにティアは静かだが強い抗こう議ぎをヴィンセントにした。

　曰いわく「私にはホールデンを監かん視しする任務がある。なので変へん更こうを要求する」との事。

　しかし、ヴィンセントは「これは決定事じ項こうだ。異論は認めねぇ」と断固たる発言をするが、なおも食って掛かかるティアにこの組み合わせの意図を説明した。前衛、中衛である【勇者】のサリーと後衛の【裁判官】は戦せん闘とうになった時に良い組み合わせらしい。対して【魔術剣士】は全てのレンジに対応している非常にバランスのいい職業ジヨブなので、全くの未知数である【遊び人】と組ませるのがベストという非常に理に適かなった組み合わせだそうだ。それを聞いたティアはぐぬぬといった謎なぞの声をあげると、それ以上何も言わなくなった。

　そうして二手に分かれて依頼を開始したのである。

「で、どこから情報を得るんだよ？」

　なんとか意い思し疎そ通つうを図はかろうとするホールデンであったが取りつく島もない。

　ちょっと考えればわかる事だった。例のキス事件の謝罪はしているのだが、許してもらっている訳ではない。ただ、ホールデンに関してはこの状じよう況きようをなんとかしなければ、今回の依頼での報酬額インセンテイブが少なくなってしまうという事態になってしまう。なので最低限意思疎通をして依頼を円えん滑かつに進める様にしなければならない。

「なぁ、どうしたら協力して依頼を達成できるようになるんだ？」

　すると、スタスタと歩を進めていたメグの足が不意に止まる。が、相変わらずホールデンの方を見ていない。

「私にかまわないでくれる？　私は私のやりたい様にやるから、貴方あなたは貴方のやり方でやりなさいよ」

　切れ味鋭するどいナイフで心を切り裂さかれる様な言葉である。それだけ言うとまたスタスタと歩いて行ってしまった。

　予想……というか理解はしていた事だ。だが、こうして面と向かってこんな美少女に『嫌きらい』と、明言されると心が折れそうになる。だが、折れそうにはなるが、折れていられない状況なのだ。グルグルと思考を巡めぐらせた結果、しばらくメグの後ろを追従する形で動く事に決めた。

　やがて第１区画を出、第２区画の林道に入るとホールデンに天てん啓けいが降りてくる。

「はっ！　《女殺しジゴロ》を使えばあるいは……いや、待てよ……この状況になったのはそもそも《女殺しジゴロ》のせいだし……だが、トーク力が冴さえるって能力だしな……」

　頭の中で天使と悪あく魔まが飛ひ翔しようし、囁ささやきかけてくるかのようである。どれだけ思考の深度を深めても正解は見えて来ない。

「なにぶつぶつ言ってるのよ。気味が悪いわね……」

　がっくりとうなだれるホールデン。しかしすぐに自分を鼓こ舞ぶし、ホールデンは瞳ひとみに力を宿す。そして顔を勢いよく上げた。するとメグの霊れい峰ほうを連想させる程大きな胸が目の前に現れた。健全な思春期の男として当然心臓が早はや鐘がねを打ち始める。このままだと自動的に《女殺しジゴロ》が発動してしまうと思い、必死で別の事を考え、発動を抑おさえた。

（腹をくくる前にジゴロになられても困るからな……）

　と、メグは急に足を止め木こ陰かげに視線をやる。ホールデンもつられてその方向に目をやった。そこでは子こ猫ねこががりがりと木で爪つめを研といでいた。早く進もう、そう提案しようとしてメグを見ると、ホールデンが今まで見た事が無い可愛かわいい笑顔でメグがその子猫を見ていた。不意打ちでそんな可愛い笑顔を見せられてしまい、ホールデンの心音は早鐘を打ち始める。どんどん意識が内面に籠こもり最終的に支配権がジゴロもう１人の自分に移い譲じようした。瞳は色気を湛たたえる桃もも色いろになり完璧に《女殺しジゴロ》が発動してしまった。

（ああ！　くそっ！　結局発動しちまった……もう後は野となれ山となれだ！）

　ホールデン（ジゴロVer.）は前と同じ様に自信に満ちあふれた表情を浮うかべると、メグに近づきその肩かたをつかんだ。

　メグは怪け訝げんな表情を浮かべる。むしろハッキリと迷めい惑わくそうにしている。

「……私にかまうなとさっき伝えたはずだけど？」

　不ふ穏おんな空気が漂ただよう。

（こええ……ここからどうするんだよ俺は……）

　メグは今すぐにでも剣を抜きそうになっていた。通常時であるのならば、裸足はだしで逃にげ出す状況である。しかし今は通常時ではなく、スキル発動時だ。この後どういった行動にでるのか全く予想できない。

　ホールデンはメグの肩から静かに手を離はなすと、悲しい顔になる。それはこの世のあらゆる悲ひ壮そうを背負い込んだ様な表情だった。

「フラワーズさんが望むなら僕を一刀の元に斬きり伏ふせてくれ」

「えっ？」

（えっ？）

　その反応は予想していなかったメグは面喰くらい、内面のホールデンもまた面喰らう。

「すまない。訂てい正せいさせてくれ。一刀の元になんていうのは甘えだ。一いつ瞬しゆんの苦痛では君が被こうむった痛みや悲しみに対して少しも報むくいられない。だから気の済むまで僕を斬り刻んでくれ。君の【魔術剣士】としてのスキルを余す事無く使って構わない。とにかく君が気の済む様に僕をただただ蹂じゆう躙りんしてくれ。僕のちっぽけな命では、君の唇くちびるを奪うばった事の罰に対しては矮わい小しようすぎると思うけど……今の僕が君に差し出せるものなんてこんなものしかないんだ。失礼かもしれないけどどうかそれで許してくれないかな」

（おい！　何命軽々しく差し出してくれちゃってるわけぇぇぇぇ！）

「……本気なの？」

「……本気さ」

（本気じゃないです!!）

　メグは真しん摯しな態度のホールデンをまっすぐ見つめる。

　メグは懐ふところにある剣を抜くとホールデンの喉のど元もとで止める。

（ひいいいいいいいいいいいいいいいいいい！　お願いします。命だけはご勘かん弁べんを！）

　内心のホールデンとは真逆で、飄ひよう々ひようとした態度でホールデン（ジゴロVer.）は先を紡つむぐ。

「……こんな事を言うのは失礼かもしれないが、聞いて欲しい。僕は誰だれとでもキスをしたいとは思っていない。魅み力りよく的すぎる君に、弱い僕が負けてしまったんだ」

　メグはその言葉に頰ほおを赤く染めた。

「な、なにいってるの……そ、そんなおだてたって簡単には許さないわよ」

（あれ……？　これは……もしかすると良い方向になってきてるんじゃないか）

「もちろんさ。言葉だけで許してもらおうなんて欠片かけらも思っちゃいない。だから君にこの身を捧ささげるだけさ」

「あーもう！　わかったわよ。ここだけ見たら私が悪いみたいじゃない。いいわよ！　割り切ってあげるから。それに１００億ルードっていう罰も受けている訳だしね」

（うっ……改めて口に出されると１００億ルードって言葉はそれだけで暴力になるな……）

「……それじゃ、僕の気が済まない」

（いや、済んでくれよ!!）

「うるさい！　貴方の気なんて知らないし。私が割り切るって言ってるんだから、ありがたいと思いなさい」

　メグは腕うでを組むとそっぽを向いてしまう。

「……すまない。君の優やさしさに甘えさせてもらうとするよ」

　ホールデンは最後に深々と頭を下げた。

「別に許してないから。割り切るってだけ。仕事に支障が出ない位には話してあげるわ」

「それで充じゆう分ぶんさ。今はね……。いつかきっと君の心を僕に向かせてみせるさ。それだけ僕は君に夢中になってるから」

「えっ……？」

　満面の笑えみを浮かべ、さらっとクサい台詞せりふを口にする。２人の間に妙みような雰ふん囲い気きが漂う。ただ、台詞があまりにもアレだったので、内面のホールデンはゲシュタルト崩ほう壊かいしそうになる。次の瞬間、《女殺しジゴロ》の効果が消え元に戻もどる。

「よりにもよってこのタイミングかよ！」

　ホールデンはいきなり叫さけぶ。

「ちょ、ちょっといきなりなんなの」

　急に大声を出すホールデンにメグは驚おどろく。先ほどの会話の流れから明らかに逸いつ脱だつした内容にメグは胡う乱ろんげな表情を浮かべた。

「夢中になるってのは……そ、その……ああ、そうだ！　いつか本当に許してもらえる様にがんばるって意味だ」

　まだ若じやつ干かん疑いの目を向けてくるメグであった。

「まあ、いいわ。ぐずぐずしてると今日１日何もできないで終わっちゃうから行くわよ」

　メグはそういうと、先を急いだ。ホールデンは胸を撫なで下ろすとメグに続いた。




　　　　◆◆◆




〝風の住すみ処か〟に着いた２人は、第４区画ミルドー村往ゆきの長距離移動技術ポータルのチケットを買う為ために並んだ。

〝風の住処〟は長距離移動技術ポータルスキルが発現している【魔術師】が主に技術者として店を管理している。馬で何日もかかるような場所でも、数秒足らずでついてしまうという人類にとってまさに革新的なスキルになった。とてつもなく便利なスキルなだけあって初期には犯罪に使われる事が多発したので、今はそれぞれの国が厳しく規制しているのである。基本的にはクートヴァス内だけの移動になるが、国外にいける長距離移動技術ポータルも存在する。ただし、国外といっても友好国である西のキースデーン、南のエスディメリの２国だけだ。北のヴェルセは国交断絶状態なので長距離移動技術ポータルでの移動はできなかった。

「第４区画ミルドー村往きの料金は４５０ルードになります。往復で買うと８５０ルードとお得になりますよ」

　チケット販はん売ばいのスタッフが親切にもそう告げて来た。

「それでは往復でもらいます」

　メグは財さい布ふから１０００ルード紙し幣へいを出すと窓口に置いた。

「あっ、領収書はラロケット・インクでお願いします」

　しっかりと領収書をもらうメグを見てホールデンは意外だと思った。

「……何見てるのよ？」

「いや、意外だと思って。フラワーズってちゃんと領収書とかもらうんだな。俺はてっきり一国の姫ひめ様だから、あの程度の額とか気にしなさそうだと思ったよ」

「……馬ば鹿かにしないでよ。領収書をもらうのは社会人として当然でしょ。それに私は無む駄だなお金を使える余よ裕ゆうはないの」

（そういえば、金が必要だって言ってたよな。それとなんか関係あんのか？）

　ホールデンはそう思い至るとすぐに口に出した。

「フラワーズも何か金を貯ためないといけない理由があんのか？」

「あなたには関係のない事でしょう。さっきも言ったけど、別に許した訳じゃないから。あくまでもビジネスライクな関係よ」

　ホールデンは聞いて後こう悔かいした。なんという憎にくたらしい態度か。元を辿たどればホールデンが悪いのだが、度たび重なる悪態にさらされ、ホールデンの小さい堪かん忍にん袋ぶくろがパンパンになる。

「あー、へいへいそれはどうもスミマセンでしたね」

　先ほどよりはマシになったが、やはりウマが合わないというのは非常にやりづらい。だが、こうして協力態勢をとれるだけいいと思う事にした。

　２人は長距離移動技術ポータルに入ると一瞬でミルドー村にある〝風の住処〟についた。

　ミルドー村はミルドー山の麓ふもとにある人口３０００人程度の村だ。ミルドー山はクートヴァス領域内にある山の中で第３位の高さを誇ほこっており、ミルドー山に登山する客で比ひ較かく的てき賑にぎやかな村であった。２人はひとまず情報を集める為に村の中で一番栄えているミルドー中央商店街に足を運んだ。商店街は想像していたよりも賑わっている。様々な出店が出ており盛せい況きようを極きわめていた。行き交かう人の多くは観光客の様だ。辺りからは旨うまそうな匂においが漂う。ホールデンはその匂いにつられ、足が勝手にその方向に向かっていたが、メグに呆あきれ顔で「後にしてくれない」と言われ渋しぶ々しぶ諦あきらめた。

　２人は手分けして商店街の店に聞き込み調査を開始したが、どの店主も口を揃そろえて盗賊団『暗あん渠きよの宿』という荒あらくれ集団がここ最近になってミルドー山のどこかに拠きよ点てんを張り、登山客を狙ねらっているという話以上の情報を持っていなかった。

「なかなか有力な手がかりは摑つかめないわね」

「まあ最悪４人でミルドー山をくまなく探すしかないよな」

「何言ってるの？　ミルドー山の総面積を考えたら１０００人位動員しないと探せないわ」

「ですよねー」

　言葉にされると途と方ほうも無い気持ちになる。

　２人は商店街の外れまできており、この周辺にはほとんど店が無かった。すると路地裏の方に１軒けん、できたばかりだと思われる建物の質屋があった。商店街の外れで、なおかつ路地裏という立地の悪さにもかかわらず、店内は多くの人で賑わっている。

　２人は最後にこの店に聞き込みをする事にした。看板にはリチャード質店という屋号が掲かかげられている。

　中に入ると店主であろう人物が会計に追われているので、２人は店内を物色する。質屋なのだから当たり前だが、様々な物を売っていた。衣類、宝ほう飾しよく品ひん、武具、酒類。そのどれもが市場価格よりも安い価格で販売されている。どうやらこの価格が人気の秘ひ訣けつなのだろう。会計から解放された店主を確かく認にんすると２人は早さつ速そく聞き込みに入った。

「お忙いそがしい所すみません。私はラロケット・インク外注受注クエスト課所属メグ・フラワーズです」

「少しお話伺うかがえないでしょうか？」

「はぁ……ウチになんの御ご用ようです？」

「実はですね……」

　メグは今回の依い頼らい内容を淀よどみなく話した。店主は最初、訝いぶかしげな表情だったが次し第だいに真ま面じ目めに話を聞いてくれる。店主の名はリチャード・ケリー。年ねん齢れいは35歳。最近この店を開店させたばかりだという。メグの話を聞き終えたリチャードは何やら思案顔になる。

「そういえば、数日前にこの村の外れにある廃はい屋おくに怪あやしい人物達が出入りしているのを見かけました。だけど、それがその盗賊団なのかわかりませんけど……」

「本当ですか？　その廃屋の詳くわしい場所を教えて頂いてもいいですか？」

「ご説明するより、地図をお渡わたしした方がわかりやすいと思うのでお渡し致いたしますよ」

　そういうとリチャードは奥に地図を取りに行った。

　ホールデンとメグは初めて有力そうな情報を得たと、少しだけ舞まい上がった。

「ようやくそれらしい情報を摑めたな」

「そうね。だけど、目当ての盗賊団じゃない可能性も大きいし安易に喜べないわ」

「まぁ、ひとまず何の情報もないよかいいじゃん。情報だけもらって帰るのもアレだしここの商品なんか買っていくか。もちろん経費で」

　ホールデンは自分のポケットの中の小こ銭ぜにを取ろうとし、数枚床ゆかに落としてしまった。

「50ルード硬こう貨か１枚と５ルード１枚、１ルード２枚、計57ルード落としましたね」

　そんな事をいいながらリチャードは地図を片手に奥から戻ってくる。

　ホールデンは小銭を拾い確認すると、彼が言う様に57ルードであった。

「すげー！　なんでわかったんですか？」

「いや、【商人wealth】をやっていますとお金には敏びん感かんになりまして、特に私は他ほかの【商人】の方々よりも敏感で、小銭が落ちる音で何ルード硬貨か聞き分けられるんですよ」

　リチャードは柔にゆう和わな笑みを浮うかべながら奇き妙みような特技の事を話す。

「変わった特技ですね」

　メグがそう言うと、リチャードは地図を渡してきた。

「いやはや、卑いやしい特技でお恥はずかしい限りですよ」

「俺はなんか好きですね、その特技」

　ホールデンが本気で感心している中、メグはリチャードに地図の礼を言うと、ホールデンをおいて外に出て行く。ホールデンはその後を慌あわてて追いかける。店をでる間ま際ぎわにホールデンが何気なくつぶやいた。

「このお店の商品全部安いんですね」

　するとリチャードは一いつ瞬しゆん警けい戒かいした目を向けるが、直すぐに笑顔になった。

「ウチは特別な仕入れ方法を取り入れていますので……」




　　　　◆◆◆




　２人はリチャードにもらった地図を頼たよりに村はずれにある廃屋に来ていた。元々は人が住んでいた形けい跡せきがある。しかし長らく風雨にさらされ続けたのであろう土ど壁へきはぐずぐずになっており、窓まど枠わくにはただの１つとしてガラスが嵌はまっていない。昔ここに家を建てた人はずいぶんと辺へん鄙ぴな場所に家を建てたものだとホールデンは思った。

　ホールデンは廃屋の中を、メグは廃屋の周りを調べる事になった。

　中を調べ終わったホールデンは外に出る。すると、廃屋の裏手側から声が聞こえてきた。

「あいつ誰だれかとしゃべってるのか……？」

　ホールデンが裏手側へ向かうと、徐じよ々じよに声が近くなる。

「ニャ[image: ～][image: ～]　ニャ[image: ～][image: ～]。おいでおいで[image: ～]」

　メグは猫ねこに向かってしゃべっている様だった。その表情はホールデンへ絶対に向けないであろう純じゆん粋すいな笑顔だ。屈くつ託たくなく笑うと凄すさまじい破は壊かい力である。ホールデンの心音は高鳴ったが、寸前の所で《女殺しジゴロ》を押さえ込む。

　メグの腕うでの中に猫が入り込んだ。すると更さらに甘い声を出す。

「君はこんな寂さびしい場所でにゃにをしてたのかにゃ？」

　時間もだいぶ迫せまっていたので、ホールデンは若じやつ干かん戸と惑まどったが、いつまでもこうしていても埒らちがあかないので仕方なくメグの前に姿を現す。

「ニャ[image: ～][image: ～]　ニャ[image: ～][image: ～]。ああ本当かわ……」

　猫を抱だきながらクルクル回りだしたメグであったがその視界にホールデンを据すえてしまう。その瞬間メグの時間は凍とう結けつした。お互たがいの目が合ったまま向き合い、一言も発さなかった。ニャ[image: ～]と、猫の鳴き声だけが空むなしく響ひびき渡る。

「……中を見たが、特に何もなかったぞ」

　ホールデンはそのメグの様子に気がつかない振ふりをして普ふ通つうに話しかけた。

　メグは無言で猫を降ろすと、これまた無言でその場から離はなれようとした。ホールデンは今までメグに散々辛つらく当たられていたので、ここぞとばかりにからかってやろうと思い、その後ろ姿に声をかける。

「……フラワーズってさあ、猫としゃべれるの？」

　メグは顔を真っ赤にし、肩かたを震ふるわせていた。

「ああ、そうか！　にゃーにゃー言っていたけど、別にそれだけで猫と話をできると思うのは早計か。でも、まてよ……そういった猫としゃべれるスキルってのがあるのかもしれないな。そこんところどうなんですか、フラワーズさん？」

「ウチの事馬鹿にして面おも白しろかと!?　猫としゃべれるわけなかよ!!　こんアホ!!」

　メグは振り向くと言葉を乱しながら騒さわぎ立てる。うっすらと悔くやし涙なみだを浮かべている。ホールデンに馬鹿にされたのが余よ程ほど悔しいらしい。その姿を見たホールデンは満足した。

「まあ冗じよう談だんはさておき、そろそろ戻もどらないとな」

　メグはまだぷんすかーという擬ぎ音おんが聞こえそうなほど興奮していた。

　廃屋の裏手から玄げん関かん口に戻ろうとすると、唐とう突とつに不ぶ躾しつけな声が２人に投げられる。

「おいおいおい。こんな人気の無い所で何してんだぁ？」

「ナニ、ってそりゃお前よぉこんな人気の無い所でヤるにはナニしかねぇだろーよぉ」

　実に不ふ愉ゆ快かいな声こわ色いろである。低脳の極きわみみたいな会話が、さらに不快感を加速させた。そんなバカを絵に描かいた様な荒くれ者が奥から６人程やって来た。明確な悪意と共に。

「……なんの用ですか？」

　メグは一瞬で表情を険しくすると、冷静に問う。しかし、メグ自身もこれは形式的なものだと知っていた。この手合は必ずといって良い程、会話が通じないからだ。

「いや、なに。暗渠の宿俺たちの事を嗅かぎ回っているガキ共がうろちょろしてるって話を聞いてよぉ。人の事を詮せん索さくしちゃいけまちぇんよってお仕置きしに来た訳よぉ」

　男達は心底この状じよう況きようが楽しいと言わんばかりである。

「けどまぁ、そこにいるすげー上玉なねぇちゃんには別のオシオキをしてやるけどな」

　６人全員が好色な笑えみと声を挙げた。

　ホールデンはメグを庇かばう様にして前に立つと、己おのれの手にある鉄製のハリセンを強く握にぎる。十中八九、今のホールデンのステータスでは敵かなわない。しかし、ここでステータス値を言い訳にメグに頼っては、自分の沽こ券けんに関かかわる。精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを示す。その様子を見たメグは意外そうな顔をした。ホールデンがまさか自分を庇うなどと思っていなかったからだ。

「どうするんだ？　いけませんよって拳げん骨こつを俺たちに見み舞まう為ために来たって事でいいのか？　それも１人じゃこんなガキ２人が怖こわくて、カマ野や郎ろう同士群れて来たって訳だ。そのまま仲良くケツでも掘ほり合ってくれてれば世は事もなしだったのにな」

　男達は薄うすら笑いを消さない。

「イッチョマエに男を見せるねぇぼくぅ。黙だまってたら俺たちが遊んだ後にその上玉なねぇーちゃんを好きに使わせてやるよ童貞チエリー君」

　傑けつ作さくだと言わんばかりに男達は大爆ばく笑しようする。

「おいおい、なんだ良くしゃべるケツの穴だな……おっと悪い。よく見たらそいつはケツの穴なんかじゃなくて口だったのか」

　ホールデンが皮肉たっぷりにそういうと、場の空気が変わった。

「クソガキが……ちょーしくれやがって……」

　１人の男が顔に青筋を立て憤いきどおる。するとそこにいた全員が履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせ、各おの々おのの武器を構えた。ホールデンは履歴書ウオークオブライフを顕現しても、戦せん闘とうに使えそうなスキルが無い事がわかりきっていたので出さない。その代わりに鉄製のハリセンを中段に構えた。

　暗あん渠きよの宿の構成員はスキル詠えい唱しようを一いつ斉せいに始めた。

［速度こそ我が存在の証明］

　一斉に履歴書ウオークオブライフが輝かがやきだす。

《加速アクセラレーシヨン》

　暗渠の宿の構成員が唱えたのは【盗賊The Snatch】の基本スキルにして最大の特とく徴ちようである《加速アクセラレーシヨン》だ。基本スキルではあるが、徒党を組んで発動されると非常に厄やつ介かいなのである。連れん携けいを取られると、複数の倍速の動きについていけずに攻こう撃げきを受けてしまう。

　ホールデンはふっとニヒルな笑みを浮かべ、呟つぶやく。

「……ああ、なるほどね……全　く　見　え　な　い！」

　お手上げだった。凄まじい速度で移動しているため、風切り音や、左右にある木や土壁を蹴ける音は聞こえる。が、それだけだった。攻撃しようにもホールデンには手段がない。

「でかいのは口だけだったみてぇだな」

　暗渠の宿の構成員達は若造２人に対して自分達は６人という圧あつ倒とう的数の優位性に驕おごっているのか、手にした刃は物ものではなく蹴りや打撃等をホールデンに見舞った。なす術すべも無くホールデンはその打撃を受ける。闇やみ雲くもにハリセンを振ってみたが当たる訳もなかった。

［一の破壊は悲しみを伴ともなう、百万の破壊は道を切り開く］

　ホールデンの後ろから力強いスキル詠唱が淡たん々たんと響き渡る。メグの履歴書ウオークオブライフは激しく輝き出す。詠唱を終えると、メグの刀身が真っ赤に染まる。

　ホールデンはそれを視界の端はしに据えると、受け身も気にせず大きく後方にジャンプした。

《魔術剣技マジツクソード・付随させるは炸裂エクスプロージヨン》

　メグはスキル名を発音すると、剣けんを地面に叩たたき付けた。その瞬間、凄まじい勢いで地面が爆はぜる。横にあった廃はい屋おくは跡あと形かたも無く吹ふき飛び、残ったのは数本の柱と梁はりであった。

《加速アクセラレーシヨン》で速度を上げていた暗渠の宿の構成員は、その爆ばく発はつに巻き込まれ吹き飛ばされる。速度が上がっていても回かい避ひしようもない圧倒的なスキルであった。

　通常、剣と魔ま術じゆつとは相あい容いれないものだ。剣士が魔術を使えない様に、魔術師が剣術を使う事もない。だが例外として、職業ジヨブ【魔術剣士】などの特とく殊しゆな職業ジヨブは、相反する魔法と剣技を融ゆう合ごうさせる事ができる。メグが今発動したスキルは、剣に爆発の魔術を付ふ随ずいさせ。斬きるあるいは刺し突とつで魔術的術式を解放するといったスキルだ。

「ば、馬ば鹿かな……魔術剣士だと……」

　驚きよう愕がくするのも無理は無い。６人いた暗渠の宿の構成員は今の一撃で３人に減っていた。その３人は、運良くめくれた地面の礫つぶてを受けなかったらしい。ホールデンはというと、メグの後ろへ緊きん急きゆう回かい避ひしたので難を逃のがれた。

「……どうする、まだやる？」

　メグは冷たくそう言い放つと剣を下段に構え、いつでも斬り掛かかれる体勢になる。

　ホールデンは変わらずメグの後ろに隠かくれていた。威い勢せいが良かったのは口だけだった。実利的な事を考えるとこのままでは何もやっていないことになる。そうなると報酬額インセンテイブも一番低くなってしまう。それは非常に困るのだ。今回の依い頼らい額がくは安いが、何事も千里の道も一歩からという言葉がある。なんとか自分の存在理由を証明しようとあがき、無む駄だだと思いながらも履歴書ウオークオブライフを顕現させ、スキル欄らんのページを開く。

「新しいスキル……？」

　スキルの項こう目もくに今まで見た事がないスキルが追加されていた。




　スキル　　《不思議な踊りフリークスダンス》

　効果　　　奇妙な踊りを強制的に踊る

　発動条件　呪じゆ文もん詠唱

　詠唱文　　［朝が来るまで終わる事の無い踊おどりを］




　スキル　　《探し物グリーデイー》

　効果　　　使用者の財産の位置を特定する

　発動条件　呪文詠唱

　詠唱文　　［俺の物は俺の物］

（２つもスキルが発現している……さっき《女殺しジゴロ》を使った事で熟練度が上がったのか？　一応《永久職パーマネンスジヨブ》の恩おん恵けいは確かにあるみたいだな。この《不思議な踊りフリークスダンス》っていうのは戦闘補助系のスキルっぽいな。《探し物グリーデイー》はちょっと良くわからないが、少なくとも戦闘用のスキルじゃない。《不思議な踊りフリークスダンス》ならこの戦闘に俺の存在意義を提示する事ができるかも）

　ホールデンが履歴書ウオークオブライフを見ている間に、メグは残りの３人を追いつめている所であった。

（早く呪文を唱えないと間に合わなくなっちまう！）

　ホールデンは《不思議な踊りフリークスダンス》のページを開き、詠唱を開始した。履歴書ウオークオブライフから燐りん光こうが放たれ、詠唱文を唱え、スキル名を発声する。

［朝が来るまで終わる事の無い踊りを］

《不思議な踊りフリークスダンス》

　何処どこからとも無く陽気な音楽が鳴り響いて来た。それと同時にホールデンの体は己の意思とは無関係に何とも形容しがたい踊りを踊りだしてしまう。くねくねと腰こしを揺ゆらし、規則性の無いステップを踏ふむ。

「パウっ！！！」

　おまけに謎なぞの奇き声せいを挙げる始末である。

　メグはホールデンの奇声に振り向いた。そこには、今まで見た事が無い様な不思議な踊りを軽快に踊るホールデンの姿が目に映り込む。

「あ、アンタ……急にどうしたの……？」

「パウッ！！！」

　尚なおも気持ちの悪い踊りを踊り続け、ゴキゲンな声を上げた。

「……何が『パウッ！！！』よ。私の邪じや魔まをしないでふぉうっ！！！」

　メグは話の途と中ちゆうでテンションの高い声を張り上げると剣を放ほうり出し、何故なぜか踊りだしてしまう。手は自分のボディーラインをなぞる様に這はわせ、足は軽快なリズムを刻む。音楽に合わせ体を上下させると、メグの豊満な胸が艶なまめかしく揺れた。

　暗渠の宿の構成員３人は自分たちが何を見せられているのか良くわからなかった。ホールデンとメグはひたすら楽しそうにステップを踏む。

「パウッ！！！」

「ポウッ！！！」

　そんな楽しそうな？　声をあげている間に暗渠の宿の構成員は伸のびている他ほかの３人を担かつぐ。暗渠の宿の１人が逃にげる前にはみ出していたホールデンの財布を掠かすめ取って行った。それに対してホールデンは抵てい抗こうすらできず一言叫さけんだ。

「俺の財布ぅぅぅぅぅぅぅ！」

　逃げられた後も、２人のダンスはしばらく終わる事がなかった。




　　　　◆◆◆




「こん馬鹿！　阿あ呆ほう！　間ま抜ぬけ！　唐とう変へん木ぼく！　役立たず！　《不思議な踊りフリークスダンス》ってなんなん!?　ウチまであげな恥はずかしか踊りしちゃったじゃなか！　そいに折角拘こう束そくしゅるチャンスやったのに取り逃がすし、もう滅め茶ちや苦く茶ちやじゃなかんちゃ！」

　ホールデンは正座をし、大人しく全すべての罵ば倒とうを甘んじて受け入れていた。

　ここはラロケット・インク受付前のホール。あの後、数十分にかけて２人は誰だれもいない、薄うす暗ぐらい場所で謎の踊りを踊り続けた。そしてホールデンは財布を奪うばわれ、帰る手だてがなかったので、恥はじの上うわ塗ぬりだったがメグに長距離移動技術ポータル代を土下座して借りた。戻もどってくる間、メグは一言も言葉を発さなかったが、戻ってきた瞬しゆん間かん、罵倒が始まったのだ。

　ヴィンセントに本日の成果を報告する。「えれーおそかったじゃねーか。２人でナニしてたんだぁ？」というヴィンセントの問いに曖あい昧まいに笑う事しかできなかった。すでにティアとサリーは帰ってきていたようだ。２人はいくつかの情報を得、報告済みであった。

　そしてホールデンとメグも会社インクを後にしようと、出口に向かった所でメグが唐とう突とつに切れ、ホールの中央で罵倒されていた。幸いな事に営業時間は過ぎていたので、外部の者はおらず社内の者だけだった。

「はぁはぁはぁ……」

「あ、あの……何があったかわからないけど、その辺で勘かん弁べんしてあげたらどうですか……？」

　そこにおずおずとした様子でメリーが仲裁に入って来てくれた。

「アンタ明日からもう何もしなくていいから！」

「……ハイワカリマシタ」

　ホールデンが生気のない声で返事をすると、メグは最後に強く扉とびらを閉めて出て行く。

「ホールデン君大だい丈じよう夫ぶ……？」

　メリーは心配そうに手を差し伸べてくる。その手を取ると立ち上がる。メリーの手は柔やわらかく人の温かみを強く感じられた。

「メリーさん、ありがとうございます」

「初日だしきっと色々あったんだね。大丈夫だよ。明日は明日の雨が降るってね」

「……そうやって地が固まればいいんですけどね」

「あ、あれ？　雨じゃなかったっけ？」

　顔を真っ赤にしてわたわたと照れるその仕草はとても癒いやされるものだった。

「それじゃあ、一いつ緒しよにお家に帰ろうよ」

「へ？　メリーさんのお家同じ方向なんですか？」

「だって今日から一緒のお家に住むんじゃない」

「えええええ!!」

　ホールデンの低いステータス値で一いつ生しよう懸けん命めい考えたが、なぜメリーと自分が一緒に住むのか皆かい目もく見当もつかなかった。いつの間にそんな仲になっていたのだろうか。

　おろおろとしていると頭の中に声が響ひびいてくる。

『手紙が届きました』

　どうやら履歴書ウオークオブライフに誰かからメッセージが届いた様だ。履歴書ウオークオブライフを開き、メッセージの所を開く。そこにはこう記してある。

　差出人　ラロケット・インク　専務取とり締しまり役やく　カースティ・ローレンス

　内容　　今日、お前に伝え忘れた事がある。本来なら入社前に伝える事なのだが、お前の場合は色々とイレギュラーだったからな。ウチの独身の社員は、男女関係なく全員社員寮りように入って貰もらう規則になっている。まあ理由は色々あるが、簡単に言うと仲間意識を強くする為ためだと思ってくれてかまわない。強制的にって事もあり家賃は破格で提供している。朝食付きで月１万５０００ルードだ。荷物は後日運び入れろ。部屋にはベッドがあるから着き替がえだけもってくれば問題ない。部屋番号は男子寮の３０２号室だ。以上。明日は遅ち刻こくするなよ。

　メッセージを読み終えるとメリーの言っていた事を理解すると同時に若じやつ干かんがっかりした。

（一緒のお家って寮の事かよ……）

「ホールデン君、それじゃあ行こっか」

「そ、そうですね……」

　女性と２人で帰る事にホールデンは緊きん張ちようした面おも持もちになりながら会社インクを後にした。




　　　　◆◆◆




　ラロケット・インクの社員寮は第１区画の外れにある。独身者全てが住んでいるという事もあり、そこそこの規模感の寮であった。棟むねは２つで、男性寮と女性寮に分かれている。正直な所１００億ルードの借金があるホールデンにとって１万５０００ルードで朝食付きというのは非常にありがたかった。

「ああ。ホールデン君お帰り。遅おそかったね」

　奥の方からそんな暢のん気きな声がホールデンにかけられる。ホールデンは訝いぶかしみながら奥まで進んだ。８畳じよう程ほどの広さで、ベッドが２つに机と椅い子す、そして小さいキッチンがあるだけの簡素な部屋だった。声をかけてきた人物は椅子に腰こし掛かけ、優ゆう雅がに珈琲コーヒーを飲んでいた。

「君も飲むかい？」

　誰にでも好かれそうな涼すずやかな笑えみを浮うかべ、珈琲を進めてくる。

「サリー……なぜここに？」

「あれ、聞いてなかったの？」

「聞いてるも何も、さっき寮に住まないといけないって事聞いたから、何もわからんぞ」

「そうなんだ。なら改めて。ルームメイトのサリー・バーンズです。よろしくね」

　サリーは手を差し伸べてくる。だが、ホールデンはそれに応こたえず荷物を空いているベッドに置くと、そのまま大の字に寝ね転ころんだ。サリーは肩かたを竦すくめると手を引っ込めた。

　ホールデンは溜ため息いきを吐ついた。仕事でやらかすわ、メグに更さらに嫌きらわれるわ、おまけに財布も盗とられるわという散々な１日であったのだから、溜息の１つくらい当然の様に出る。そこでふと新しいスキルが２つ出現したのを思い出す。１つは思い出したくもないスキルだが、もう１つの《探し物グリーデイー》がどういったスキルなのか確かく認にんしていなかった。履歴書ウオークオブライフを開くと《探し物グリーデイー》があるページまでいく。

「『使用者の財産の位置を特定する』ってどういう事だよ……」

「どうしたの？」

「今日２つスキルが発現したんだが、片方の能力がわからないから確かめたいんだ」

「さすが《永久職パーマネンスジヨブ》だね。順調にスキルを取得していってるね」

　サリーは心の底から感かん嘆たんの声を出す。

「……嫌いやみかよお前」

「まさか！　そんなつもりは毛頭ないよ」

「それならもっと質たちが悪いな……」

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフに視線を戻すと《探し物グリーデイー》の呪文を口にする。

［俺の物は俺の物］

《探し物グリーデイー》

　スキル名を発声すると履歴書ウオークオブライフのページが自動的にすごい早さで、めくれていく。やがて何もないページで止まった。そのページにルードワルド全域の地図が表示される。クートヴァスに位置する部分に無数の点があった。

「なんだこれ……」

　ホールデンが１つ目の点を触さわると、地図の縮尺が変わった。そこは第10区画にあるホールデンが間借りしていた家だった。点の横に『ベッド』と表示された。２つ目に触った点は今いるラロケット・インクの寮を示していた。

「これは……」

「恐おそらくホールデン君の財産と呼べる物の位置を示すスキルみたいだね」

　いつの間にか横で見ていたサリーが呟つぶやく。

「勝手に見るなよな」

「まあまあ。それよりこの全然関係ない場所にある２つの点は何なんだろうね？」

「ああ、本当だ。なんだこれ？　こんな場所に行った記き憶おくないぞ」

　ホールデンはその点を触った。すると１つは財布で、もう１つが『金　３５６７ルード』と表示される。場所はミルドー山の山奥だ。それを見て１つの推論に辿たどり着つく。

「……今日、暗あん渠きよの宿の奴やつらに財布盗られたんだよ。財布が少し離はなれてる場所にあるから恐らく捨てられてんだと思う。で、だ。この金を位置する点にいるのは……」

　サリーも真しん剣けんな表情になった。

「……ホールデン君、このお金の金額はあってるの？」

「正確な金額は覚えてないが、だいたいこの金額だったと思う」

「これは……行く価値あるね」

「ああ。明日の朝一で行くか。取りあえず履歴書ウオークオブライフで社長に連れん絡らくしておく」

　しばらくすると社長から連絡が返って来た。明日９時に集合の後、すぐにミルドー山に向かえとの旨むねが記き載さいされていた。そこまで見ると、ホールデンは一息つく。

「ホールデン君、まだご飯食べてないよね？　食堂にいかないかい？」

　そういわれると、今日色々あり昼を食べていなかった事に気がついた。

「お前がおごってくれるならな」

　サリーは苦笑し、部屋を出る。ホールデンも食堂に向かった。
















「っつあー……ったまいてぇ……」

　翌朝、外注受注クエスト課にある小部屋に全員集合ししばらくすると、地じ獄ごくの底から響ひびく様な声を出しヴィンセントが入ってきた。

　すでに４人とも出社しており、酒臭くさい息を吐はくヴィンセントを呆あきれた顔で迎むかえ入れた。本来ならば９時が出社時間であるのだが、時計はすでに９時20分を過ぎた所だ。あきらかに遅ち刻こくなのだが、ヴィンセントはなんら悪びれた様子もなく飄ひよう々ひようと入って来た。

「うぃーす。んじゃ始めますかね」

　気け怠だるい感じでそう言うと、席に着きポケットから煙草たばこを取り出し、火を付けた。

「で、昨日連絡があったホールデンのスキルで奴らのアジトらしき場所がわかったんだって？　とりあえずそのスキルを見せてくんねーか？」

　ホールデンは首しゆ肯こうすると己おのれの履歴書ウオークオブライフを出し、呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、スキル名を口にした。すると履歴書ウオークオブライフのページが捲めくれていき白紙のページで止まる。すると地図が滲にじみだしてきた。ホールデンがその地図上にある点を触ると、拡大される。

「ほう、面白いスキルじゃねーかよ。このミルドー山にある点が奴らの隠かくれ家がって訳か？」

「確実にそうだとは言い切れないが、確率は高いと思う。現状だとこれが一番の手がかりだろ？　なら行ってみて損は無いはずだ」

「まあ、そうなるわな」

　紫し煙えんを輪っか状にして吐き出すヴィンセントの様子を見ると、真ま面じ目めに聞いているのか不安になってくる。

《探し物グリーデイー》の能力を見てメグとティアはそのスキルを珍めずらしがった。サリーは昨日見て、知っていたので特に反応はしなかった。

「……初めて使えるスキルっぽい」

　ティアは何かメモのようなものを取っていた。恐らく、ホールデンの【遊び人】としての評価を書き込んでいるに違ちがいなかった。しかし、ティアの言った事は若じやつ干かん違っていた。使えるスキルではなく、たまたま使えたスキルだ。その証しよう拠こに……

「けどこれって財さい布ふが盗ぬすまれていなかったらどうやって使うスキルなの？」

　と、メグは鋭するどい指し摘てきをしてくる。

「うぐっ……」

　ホールデンは図星をつかれ、グウの音もでなかった。

「自分の財産の位置を特定するって本来なら自分の無くし物を探す以外では何も使えない、何より探し物ってなんか子供っぽい……」

　メグの放つ言葉は鋭えい利りさを増し、ホールデンの心を切り刻む。

「お、お前……人が気にしてる事をずけずけと……」

「あら、気にしてたの？　いいんじゃない。なんか【遊び人】って職業ジヨブらしくて」

　その「いいんじゃない」のニュアンスは「どうでもいいんじゃない」といった感じだった。己の金色の髪かみをくるくると弄もてあそびながら言っているのだから間違いないだろう。

「ちょっといい職業ジヨブに就ついてるからって見下すなよな……」

「見下すっていうのは視界に入る者の事を言うの。貴方あなたみたいに眼中から外れている者に関しては見下す事もできないの。良く聞きなさい？　『見下されている』なんて発想がでてくるあたり、【遊び人】のくせに自己評価が高いんじゃなくて？」

「そ、そこまでいうかよ……」

　言葉による精神への陵りよう辱じよくである。暴力というのは肉体的に与あたえられるものだと思っていたホールデンだったが、今初めて言葉による暴力が、どれだけダメージが大きいのかを身を以もつて知る事になった。

「まあまあ。このスキルのおかげで居場所がわかりそうなんだから、仲良くしようよ」

　サリーは両手を前に出し困った様な笑えみを浮うかべながらホールデンとメグの仲裁に入る。メグはサリーには愛あい想そ良く、「はしたない言葉を使ってしまってごめんなさいね」などと姫ひめ様然とした対応をとり、静かになった。

「なんだお前ら。２日目にしてみんな仲いいじゃねーかよ。ウチは社内恋れん愛あい自由だから、どんどん好きにヤっちゃっていいぜ」

　ニヤニヤと笑みを浮かべるヴィンセント。ワザといやらしい感じで言う事によって、女性陣じんの反応を楽しもうとしている。が、女性陣はヴィンセントのその卑ひ猥わいな言い方にも特に反応はしなかった。反応してしまうと、喜ぶ事がわかっていたからだ。反応がないとわかるとヴィンセントは「なんだつまんねーな」とブツブツと独りごちた。

「つーか、早く行かないとまずくないか。この場所がアジトって決まったわけじゃないし」

「それもそうだね。社長、では僕たちはミルドー山に向かいますね」

　サリーが席を立ちそう纏まとめる。それに続いてホールデン、メグ、ティアも席を立った。




　　　　◆◆◆




　４人は長距離移動技術ポータルでミルドー村に飛ぶと、直すぐに《探し物グリーデイー》が指し示した場所に向かう。その場所は登山道から外れ、獣けもの道みちを１時間程ほど行った所にあった。色々な動物、モンスター、不思議な色の木、臭におい草、変な形の岩等々を越こえて行き、唐とう突とつに開けた場所に出た。そこには１軒けんの山小屋ロツジが不自然に建っている。《探し物グリーデイー》に指し示されているのは間違いなくこの場所だった。その山小屋ロツジは人が簡単に踏ふみ入れない、秘境と言って差し支つかえない場所に建っているが、全体的に汚よごれてはいるものの廃はい墟きよといった感じではない。ちゃんと人が住んでいて、多少なりとも管理されている佇たたずまいである。

「４方向からそれぞれ様子を窺うかがって情報を集めよう。何かあれば逐ちく一いち報告を忘れずに」

　サリーがそう提案すると異論はでなかった。静かに４人は散開する。

　ホールデンは裏手側に回り、慎しん重ちように窓から中の様子を覗のぞき見た。中は10畳じよう程の広さで、２段ベッドが並べられていた。この狭せまい部屋に15人は寝ねられる様だ。いわゆるタコ部屋と呼ばれるものであろう。そのベッドには３人が寝ており、他ほかは出で払はらっているようだ。隣りん接せつする部屋も覗き見たが大体同じ様な作りだ。隣の部屋では２人が談だん笑しようしていた。

　そこで履歴書ウオークオブライフにメッセージが入る。確かく認にんすると、メグからであった。

『中央のリビングに昨日私たちを襲おそって来た暗あん渠きよの宿のメンバーを確認。合計16名。ここがアジトで間違いないと思われる』

　サリーからのメッセージが続く。

『こちら側はメンバーの確認なし。今メグさんの方に向かいます。ティアさんとホールデン君はどうですか？』

『私の方も確認できない』

　ホールデンはティアのメッセージを確認した後に全員に送る。

『後方部から確認できるメンバーは合計５人。内３人は睡すい眠みん中。指示を請こう』

『僕とメグさんは正面から仕し掛かける。ホールデン君とティアさんは後方から様子を見て下さい。恐おそらく、その５人も異変に気がつけばリビングに飛んでくるはずです。そうしたら攻せめ込んで来て下さい。挟はさみ撃うちにしましょう。２人が合流したら連れん絡らくを下さい』

　そのすぐ後、ティアがやって来たので『合流した』と送る。数秒後、正面の方から凄すさまじいまでの爆ばく発はつ音が聞こえてきた。おそらく昨日見たメグのスキルであろう。

　凄まじい爆発音で寝ていた３人は一いつ瞬しゆんで目覚め、談笑していた２人は急いで部屋を出て行った。次いで３人もリビングに向かう。予想通りに事が運び、ホールデンとティアは打ち合わせ通り後方から侵しん入にゆうする為ために窓を割る。先にティアが中に入り、ホールデンが続く。が、そこそこ高い位置に窓があり、ホールデンはうまく跨またげず足を引っかけてしまい、バランスを崩くずし蹈鞴たたらを踏む。そのまま勢い余って転ぶかと思ったが、寸前のところでティアを摑つかみ転ばずに済んだ。

「きゃっ……！」

「うん？」

　己のステータス値の低さを呪のろっていた所に、ティアの聞いた事も無い、甲かん高だかく非常に女の子らしい声が響いて来た。一体どうしてそんな声を上げたのか直ぐに理解する。ホールデンが転ばない為に摑んだのはティアの豊満な胸であった。

　ホールデンは急いでティアから離はなれる。すると、ティアは自分の胸を抱だく様に防ぼう御ぎよした。

「わ、わ、悪りぃ!!　ワザとじゃないんだ！　ワザとじゃ！」

　ティアは頰ほおを薄うす紅べに色いろに染めると、瞳ひとみにじんわりと涙なみだを浮かべた。ホールデンはティアのその様子にかなり面喰くらった。いつもあれだけ子づくりだとか自分を好きにしていいって言っている子がこんな恥はじらいを見せるなどと想像もしていなかったからだ。

「……いきなりで驚おどろいただけだから。……今のホールデンには私を触さわる権利はないの」

　ティアは口調だけはなんとか取り繕つくろっていたが、ぎゅっと自分の胸を抱いているので、胸の谷間が殊こと更さらに強調され非常に艶なまめかしかった。

「なぁ……あんまり無理するなよ。涙目じゃんか」

「……泣いてないし、無理もしてないから。適当な事言わないで」

　そういったティアはごしごしと自分の瞳を手の甲こうで拭ぬぐった。

「適当な事って言われてもなぁ……」

　そんなやり取りをしていた２人の背後から、敵意むき出しの声が響いてくる。

「いい度胸だな、敵陣のど真ん中で女といちゃつくなんてよぉ」

　ホールデンとティアは一瞬で先ほどの弛し緩かんした空気を排はい除じよし、後方に飛んだ。そしてすぐに履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせ戦せん闘とう態勢になる。

　見ると相手は１人であった。どうやら１人見み逃のがしていたのだろう。そいつは腰こしから短刀を取り出し、履歴書ウオークオブライフを顕現させる。

「そこの女、かなりの上玉じゃねーか。お前みたいなクソガキにゃもったいねーな」

　暗渠の宿のメンバーである目の前の男は舐なめ回す様にティアに視線を這はわす。

「……貴方みたいに何の才能もない男に私の体をそういう風に見て欲しくない。今見た分は、相応の対価を支し払はらってもらう」

「ははっ！　相応の対価ってなんだよ。やれるモンならやってみな！　受けてやるよぉ」

　男は下げ卑びた笑みはそのままに呪文を詠唱した。

［速度こそ我が存在の証明］

《加速アクセラレーシヨン》

【盗賊The Snatch】の戦い方の基本通り《加速アクセラレーシヨン》を発動させた。昨日の暗渠の宿のメンバーも《加速アクセラレーシヨン》を使ってきたが、ホールデンを甘くみてじわじわとゆっくり痛めつけてきた。しかし本来の使い方としては、発動した瞬間に相手の急所を速すみやかに射い抜ぬく事だ。それはシンプル故ゆえに非常に効果的な戦法である。コンマ数秒後には２人に致ち命めい傷しようを負わせるはずである。

　──だが、そうはならなかった。

［一の罪は、千の善行にて贖あがなう事ができるのだろうか］

《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》

「対象者──暗渠の宿メンバー　罪状　強ごう盗とう致ち傷しよう　懲ちよう罰ばつ──両手足粉ふん砕さい骨折」

　ティアも合わせて詠えい唱しようを開始していたからだ。

「ぐぎぎぎああああ！」

　詠唱が終わると、骨の砕くだける厭いやな音と暗渠の宿のメンバーの凄まじい悲鳴が響ひびき渡わたった。短刀をホールデンの首筋に叩たたき付ける直前であったのか、ホールデンの目の前で倒たおれ臥ふしていた。

「お、おい……これやり過ぎじゃ……？」

　目の前でもがき苦しむ姿を見てホールデンは背筋がゾッとした。

「……やり過ぎなんて事はない。私の《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》でこういった懲罰が与えられるという事は、相応の罪を重ねているという事。だから自業自得」

「そ、そうか。俺の骨は粉砕しないでくれよ……」

「……したくてもできない。人体への干かん渉しようは余程悪い事をしなければ与えられない懲罰。もし私が貴方の骨を砕いたら、相応の罪を犯おかしたという事だから素す直なおに受け取って」

「肝きもに銘めいじておくわ……」

　２人は慎重に他のメンバーが居ない事を確認しながらリビングに辿たどり着く。丁度、暗渠の宿のメンバーをホールデン達とメグ達で挟み込む立ち位置になる。

　リビングは惨さん憺たんたる状じよう況きようであった。跡あと形かたも無いほど家具は粉々に破は砕さいされ、壁かべには大きな穴があいている。暗渠の宿のメンバーもすでに10名程が倒れ伏していた。

　メグは抜ばつ剣けんしており、スキルを余す事なく行使している様であったが、サリーは徒と手しゆ空くう拳けんで応戦していた。

「来たみたいだね。これで君たちは詰みだ」

　サリーがホールデン達を視認すると、前に進む。

「メグさん、後は僕に任せてくれないかな？」

「……わかりました。後は任せます」

「ホールデン君とティアさんは後方に逃にげた者をお願いします」

　メグとサリーの立ち位置が変わる。サリーは静かに己おのれの剣を引き抜く。その動きは勇者らしく、堂々としたものであった。メグが空けた壁の穴から日が差し込む。その光を浴びたサリーはまるでおとぎ話にでてくる伝説の勇者を彷ほう彿ふつとさせた。

「舐めてんじゃねーぞ！　何が後は任せてくれだぁ。１人で俺らとやろうってのか！」

　後ろで静観していた暗渠の宿のリーダー格の男が前に出て凄すごみをきかせる。

「別に舐めている訳じゃないよ」

　サリーはいつも通りの爽さわやかな笑え顔がおを相手に向ける。今から戦闘をする者の雰ふん囲い気きではなかった。まるで朝の散歩に出かける様な気軽さがある。

「ならすぐにその傲ごう慢まんな鼻っ柱をブチ折ってやんよぉ！」

　リーダー格の男の履歴書ウオークオブライフが鈍にぶく燐りん光こうを放つ。

［率そつ爾じであるが故に己を知る］

《過剰能力ポテンシヤルキヤパシテイー》

《過剰能力ポテンシヤルキヤパシテイー》は【盗賊The Snatch】の上位に位置するスキルだ。己のステータスを２倍にする自己補助スキル。《加速アクセラレーシヨン》とは違ちがい、速さだけではなく全ステータスが２倍になる。敵に使われると厄やつ介かい極きわまりないスキルの１つと言えよう。リーダー格の男は鈍にび色いろの光を纏まとい薄うすら笑いを浮うかべる。

「どうだ。これが俺の切り札だ！」

　リーダー格の男は壁かべ際ぎわにすさまじい速度で移動すると、大理石でできた彫ちよう刻こくを己の拳こぶしで叩き割った。その破は片へんがサリーのいる場所まで舞まってくる。サリーは別段その破片を鬱うつ陶とうしがるわけでもなく先ほどと同じ笑みを浮かべたままであった。

「すぐにこの石像みたいにしてやるぜ」

「曲芸としてはなかなかの見物だね」

「その減らず口がいつまでもつか楽しみだぜ。おいっ！　お前ら援えん護ごしろ！」

　リーダー格の男が後方にいたメンバーに怒ど号ごうの様な命令を下した。

［醜みにくい周囲、醜い自己。その全すべてが眼前にある人生とはなんと苦しい事か］

《鈍重化スローリー》

［さよなら、美しく残ざん酷こくな方］

《毒化ポイゾニング》

［躍やく進しん無き者、衰すい退たい余よ儀ぎなくする］

《弱体化パワーアウト》

　一いつ斉せいにサリーに向けて状態異常系スキルを発動した。サリーの体を濁にごった光が包み込む。

「どうだぁ！　体は重く、息も苦しくなって来ただろう？」

　リーダー格の男はそう言い終わらないうちに向上したステータスを発揮し、一瞬でサリーとの間合いを詰つめた。移動の勢いを拳に乗せて鳩尾みぞおちを正確に打ち抜く。サリーは体をくの字に曲げ、後方に吹ふき飛んだ。

「お、おい。あいつモロに喰らったぞ……」

　ホールデンが真しん剣けんな顔で心配すると、ティアが冷静に答える。

「サリー・バーンズは【勇者】。【勇者】はあんな程度の低い奴やつにやられるわけがない」

「そうはいってもさ、あんな激しく吹っ飛ばされちゃ無傷って事はないだ……」

　ホールデンがそういいかけると、ぶつかった衝しよう撃げきで崩れた瓦が礫れきの中からゆっくりと無傷のサリーが現れた。

「まあ、予想通りの威い力りよくだね」

「……どういうことだ。てめぇ……何のスキルを使いやがった？」

「タイミングがあれば教えてあげなくもないかな」

「……チッ。てめぇがどんなスキルを使ったかなんざ関係ねぇ……何度でも拳を打ち込んでやるよぉ！」

　リーダー格の男は顔に青筋を立てるとサリーに再度向かって行く。

　その拳がサリーの眉み間けんを打ち抜く瞬間、男の視界からサリーが消えた。目標を失った拳は空むなしく空を切りその勢いが殺せず、そのまま地面に転がってしまう。

「無様だね」

　サリーはいつの間にか男の後ろに回っていた。

「……っ！　スカしてンじゃねーぞぉ！」

　懐ふところからナイフを取り出すと慣れた手つきでサリーに襲おそいかかる。

「少しでも触ふれたらあの世往ゆきだ！」

　そのナイフには猛もう毒どくが仕込まれているらしく、刀身は禍まが々まがしい紫むらさき色いろに光っている。

　何度も何度も急所を狙ねらい刺さそうとするがただの一太刀たちも入れられなかった。

「て、てめぇ……一体……！」

　サリーは男の斬ざん撃げきを危なげなく優ゆう雅がにかわし続けていた。

「なんでかわせるんだよぉ！」

　男は不気味な者を見る目になる。あれだけ状態異常スキルを叩き込み、己には補助スキルを使っていたのにもかかわらず、それなのに自分の攻こう撃げきが当たったのは最初の一撃だけだ。男にはサリーが勇者ではなく得体の知れない怪かい物ぶつの様に映り始めていた。

　サリーはその攻防に飽あきたとでも言わんばかりに、静かな動作で己の剣の柄つかを相手のナイフへ当て、弾はじき飛ばした。ナイフが手から離れてしまい、男は後ろに後退する。

「なんなんだ……なんなんだよてめぇ！」

　他ほかの暗あん渠きよのメンバーには重い沈ちん黙もくが落ちる。

「くそったれが……どんなイカサマゴト使ってンだよ！」

「スキルをイカサマゴトというのであれば、そうなるのかもね」

　リーダー格の男の息は上がっていたが、サリーは一いつ切さい呼吸を乱してはいなかった。

「君達が僕に付ふ与よした状態異常スキルは、残念ながら全く作動していないんだ。何故なぜなら恒こう常じようスキル《天上の意思ゴツドブレス》があるからね。これはどんな状態異常も受け付けないっていう非常に便利なスキルさ。そして君が僕に攻撃して無傷だったのはスキルのせいなんかじゃない。単純にステータス差によるものだね」

「……ステータス差……だと？」

「蟻ありがいくら強くなっても象に傷を負わせる事ができないのと一いつ緒しよのことさ」

　サリーがそう説明する顔は、酷こく薄はくで一切の慈じ悲ひを感じさせない笑顔になっていた。ホールデンはその顔にうすら寒いものを覚える。

「じゃあ終わりにしようか」

　サリーはここで初めて己の履歴書ウオークオブライフを顕現させると、スキルの詠唱を開始した。

［勇ゆう猛もうさが無ければ存在する意味が無い。慈悲無き者は生きる資格が無い］

　その呪じゆ文もんが紡つむがれると上空に雷らい雲うんが生成されて行く。

《落下する空ブローフロムヘブン》

　スキル名が発声されると天が絶ぜつ叫きようし、地面は震しん撼かんした。目の前には真っ黒に変わり果てたリーダー格の男が崩くずれ落ちていた。天てん井じようはこの一いつ瞬しゆんで紙切れみたいに粉々になっており、攻撃の凄すさまじさを物語っていた。

　サリーは続いて剣を他のメンバーに向ける。

《再装塡リピート》

　そうサリーが呟つぶやくと先ほどと全く同じスキルが再現され、ホールデンの目の前にいたメンバーが煙けむりを上げてその場に倒れる。

　今サリーがやったのは、前回唱えたスキルを再度呪文を唱えずに繰くり出す高等技わざだ。社会人１年目の者が使用する事は非常に稀まれであった。
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　繰り返し唱えられる度たびに雷らい轟ごうが落ちる。暗渠の宿のメンバーはすでに戦意を喪そう失しつしていたが、サリーは止まらない。メグは止めようと近づいたが、サリーに凄まじい形相で睨にらまれ留とどまった。

「おい！　もういいだろ!!」

　ホールデンは回り込みサリーの肩かたに手を起き止やめさせる。すると剣の切っ先がホールデンに向けられた。そこには有う無むを言わせない迫はく力りよくが付ふ随ずいしている。サリーは己の強大な力に酔よっている様だった。弱者を前にしたその目は猛もう禽きん類るいのソレに酷こく似じしており、弱者を甚いた振ぶりたくて仕方が無いと言った感じだ。だが、ホールデンだと気がつくといつもの調子に戻もどるが、見当はずれな事を言う。

「ああ、ごめんよホールデン君。初めて対人で使うから加減がわからなくてさ」

「違う！　俺が言っているのは戦意を喪失した相手に追撃をかけるなっていってんだよ！」

　ホールデンはサリーの胸むなぐらを摑つかみ大声で言う。

「必要以上に痛めつける事が俺たちの目的じゃないだろ！」

「……そうだね。僕も初の実戦で気持ちが昂たかぶって、自分の事をコントロールできていなかったみたいだ。申し訳ない」

　今度こそいつものサリーに戻り、今の言動を謝罪した。

「……バーンズ。貴方あなたの今の行動は殲せん滅めつ戦であったのなら批判されない。けど、これは殲滅戦じゃない。自分の仕事を忘れないで」

　ティアは薄い唇くちびるを静かに上下させる。明らかに不快感が滲にじみ出ていた。

「『大きな力にはそれ以上の矜きよう持じを持って行使しなければならない』。これは私の父が常々言っている言葉。バーンズ君、貴方のその【勇者】は殊こと更さら大きな矜持を持って行使しないと貴方自身が壊こわれてしまうと思う」

　メグは自分の剣けんを鞘さやにしまうとぽつりと呟いた。

「うん。今後はこんな事がないように留意するよ」

　サリーは皆みなの前で真しん摯しな表情で頭を下げる。

　そしてサリーが頭を上げた瞬間、頭上から何者かが降って来た。誰だれも反応できないまま、そいつはティアの喉のど元もと付近に回転を加えた特とく殊しゆな掌しよう底ていを打ち込んだ。ティアは壁際まで吹き飛んでしまう。そのまま流れる様にしてホールデンの下腹部にも掌底を打ち込む。同じく壁際まで吹き飛び、その衝撃でポケットに入っていた小こ銭ぜにが飛び出し、辺りに金属音が鳴り響ひびいた。

　ホールデンは咳せき込みつつもなんとか立ち上がる。

「今のは、10ルード硬こう貨か３枚、１００ルード硬貨３枚、計３３０ルード」

　そんな声が聞こえて来た。こんな特殊な特技を持つ者は１人しか心当たりがない。

「人間って奴の人生にはその都度その都度に枝分かれした道が現れる。必ずしも正解を選ばなければいけないって事は無いが、無数に存在するその道の中に辿たどってはいけないルートってモンが存在する。てめぇらはその辿ってはいけない道を進んで来たってことだ」

　その声の主はなおも喋しやべり続ける。

「その誤ったてめぇらの人生をこの俺が如何いか様ようにしても文句は言えねーよ。だからこの女もそこの女も俺達が好きに使わせてもらう。男のてめぇらは残念だがここで終わりだ」

　くるりと此方こちらに向いた。その作り物の様な笑え顔がおにも見覚えがある。

　それは──

「リチャード・ケリー……」

　そいつは昨日最後に聞き込みをした店の店主であった。

　他の２人はすでに距きよ離りを取り、臨戦態勢になる。

「……特に何の力も持たない【遊び人】のてめぇには元々その選せん択たく肢しすら存在しないがな。そこの【裁判官】の女はお前と違ちがって力がある。だから喉を潰つぶさせてもらった。万が一にも俺を止める事ができる可能性があるのはその女だけだからな」

　リチャードは酷薄な笑顔をティアに向けた。ティアは苦しそうに咳き込んでいた。壁かべに激げき突とつした瞬間に足を負傷したらしく身動きが取れないようだ。

「はぁ、それにしても俺のアジトをよくここまで破は壊かいしてくれたもんだな」

　リチャードは心底うんざりした様な口調になった。

「カシラ！」

　戦意を喪失していた暗渠の宿のメンバーは、リチャードを見ると戦意を復活させる。

「……お前が？」

「ああ。俺が暗渠の宿の頭領リチャード・ケリーだ。別に覚えなくていいぞ。ここで死んでもらうからな」

　リチャードはそう言うと、一瞬で姿を消す。次の瞬間、サリーに拳こぶしを叩たたき付けた。サリーはギリギリでその拳を剣でガードする。

「ほう、今のを防いだか。さすがは天職ライズジヨブが【勇者】ってとこか」

「……それはどうも」

　サリーは涼すずしげに返答しているが、その表情には先ほどとは違い余よ裕ゆうが感じられない。

［死者の様な生者は魂たましいまで凍こおれ］

《魔術剣技マジツクソード・付随させるは氷雪スノウフオール》

　メグが詠えい唱しようを完かん了りようさせると、刀身が冷気をまとい、その斬撃がリチャードに叩き込まれる。回かい避ひ不可能と思われた一撃はリチャードの超ちよう反応により、かわされる。だが、切っ先がリチャードの右上じよう腕わん部ぶを掠かすめていた。その刀傷からは一切の血が流れなかった。代わりにその刀傷から下の部分全すべてが氷こおり漬づけになる。斬撃と魔ま術じゆつの融ゆう合ごう。これが魔術剣士の脅きよう威いであった。

「利きき腕うでがそれじゃあ勝負ついたわね」

　メグは鋭するどい口調でリチャードに告げる。

　リチャードは凍った己おのれの腕を特に何の感かん慨がいもない瞳ひとみで見やる。そして己の履歴書ウオークオブライフを眼前に顕けん現げんさせた。

《秘孔ヴアイタルズ──超活性アクテイビケーシヨン》

　リチャードはスキル名を口にすると、凍った腕の付け根に自分の指を差し込んだ。すると、凍った部分がみるみる氷解していく。

「そんな……」

　メグは驚きよう愕がくした。氷が溶とけた事もそうだが、腕は間違いなく凍とう傷しようし、壊え死ししていたはずだ。一瞬でその傷を回復していたからだ。

《落下する空ブローフロムヘブン》

　サリーはいつの間にか詠唱を終え、スキルを発動した。天からの凄まじい雷らい撃げきがリチャードに落ちる。が、リチャードは数歩その場を移動し避ひ雷らいした。
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　何度も《落下する空ブローフロムヘブン》を放つ。だがその雷撃はただの一度も直撃しなかった。

「なるほど。確かに強力だ。雷かみなり属性がレアスキルって事を、身を以もつて知る事ができた俺は幸運だな。ただ、まあ当たらなければどうという事もねーな」

　リチャードは簡単に言っているが雷の落ちる速度は光速だ。だがそれは、速度が速い分発動した瞬間に軌き道どうを変えられない事を意味している。なので発動した瞬間に最小限の動きでその場から離はなれ、紙一ひと重えで全てをかわしているのだろう。

　引き続きサリーは雷撃を放ち続ける。

「はああっ！」

　それに合わせメグも凄まじい気き迫はくを込こめると攻こう撃げきに転じた。リチャードがかわし、着地する場所へ一いつ閃せんをみまう。

　リチャードは涼しげな笑みを浮うかべたまま、己の拳をメグの剣の横合いに叩き込んだ。リチャードの拳がメグの剣に触ふれるとその部分が爆はぜる。魔術を付随させているので斬きらなくとも触れるだけでその魔術特性が発揮された。本来ならばその激しい爆ばく発はつで拳が粉々に吹ふき飛ぶ筈はずなのだが、リチャードの拳には傷１つ与あたえられない。次の瞬間、リチャードは一瞬でサリーに肉にく薄はくし痛つう烈れつな連打を叩き込んだ。サリーはその速さについていけず、全てクリーンヒットしてしまった。

「ぐうっ！」

　サリーはその場に膝ひざをついてしまう。リチャードは続けてメグの後ろに回る。

《秘孔ヴアイタルズ──天堂シンシビツト》

　メグの前頭部正せい中ちゆうにリチャードの指が突つき刺ささった。すると、メグの手から剣が落ちた。

「テメェはこれで１日中、動けねぇよ！」

　リチャードはメグの体を抱だき寄せると、そのまま豊満な胸に顔を埋うめる。メグは短い悲鳴をあげた。

「ひっ……」

「つあぁ！　やっぱ高貴な生まれの女の体は最高だな！　匂においも感かん触しよくも申し分ない。おい、そこの【裁判官】の女もここに連れてこい」

　リチャードは手下にそう命令する。直すぐに手下がティアをリチャードの所まで運んで行く。そして、すでに動けないティアにもメグと同じスキルを叩き込んだ。

「この【裁判官】の女もかなりの上玉じゃねーかよぉ！」

　ティアの胸にも顔を埋めた。その行こう為いにティアは不快感と屈くつ辱じよく感が綯ない交まぜになった顔になる。

　リチャードはそんな２人を眺ながめると愉ゆ悦えつに満ちた表情を作る。メグとティアはなす術すべも無くリチャードに身を任せている。

「２人を離しやがれ！」

　ホールデンは今の立ち合い中１歩も動く事はできなかった。動きたくても動けなかったのだ。【遊び人】のステータスでは動きをとらえる事すら叶かなわない。だが、目の前で仲間を辱はずかしめられて黙だまっているほどホールデンは腐くさってはいなかった。
















「威い勢せいだけは一流だなぁ！　弱い奴やつほどよく吠ほえるとはまさにテメェの事だ！」

　リチャードはその間腕でメグの胸を弄もてあそんでいた。

「それ以上２人に手を出してみろ！　ただじゃ済まさない！」

「あん、じゃあこうしたらお前はどうすんだぁ？」

　そういうと、２人の上着を力任せに引きちぎる。白い肌はだと繊せん細さいな素材の下着が露あらわになってしまった。２人は必死にその辱めに耐たえている。ティアはいっそ殺せと言わんばかりな表情で、メグにいたってはじんわりと涙なみだが浮かんでいた。

　ホールデンは後先考えず力任せに己の武器である鉄のハリセンを握にぎり突とつ進しんした。リチャードの頭上めがけてハリセンを振り下ろした。

「なんだそりゃ？　ハンデで目をつぶってやろぉかぁ？」

　リチャードは子供と遊ぶかの様にヒラリヒラリと身をかわし、やがて飽あきると手刀でもってハリセンをたたき落とす。ホールデンは拳を握りリチャードに再度アタックした。

「もぉいいだろぉ！」

「がはっ!!」

　後方の壁まで吹き飛ぶと口から鮮せん血けつを吐はき出した。零ゼロ距きよ離りから放たれた寸すん勁けいは肋あばらを砕くだき内臓まで傷つけた。

　リチャードはその光景を見ると満足げに頷うなずき、動ける自分の部下の所に移動する。

「たくっ……使えねぇ部下ばっかでしょうがねぇな。おい、誰かこの女共を縛しばっておけ。俺が楽しんだ後はお前達にくれてやるからまだ手をだすんじゃねーぞ」

　ホールデンは虫の息であったがなんとか重い体に喝かつを入れ、よろよろと立ち上がる。

「ホールデン君……想定外イレギユラーみたいだ」

　サリーがいつの間にか近づいて来ていた。ホールデンほどではないが、ダメージを負った体に鞭むちを打っている様がありありと伝わる。

「これを見て」

　差し出されたのはサリーの履歴書ウオークオブライフだった。そこには絶望的な情報が記き載さいされていた。

　名前　　　リチャード・ケリー

　年ねん齢れい　　　35歳

　職業　　　【古武術家The Obsolete Article】

　職業価値　　Ｓ

「職業価値Ｓ……」

　ホールデンは静かにつぶやいた。

【古武術家The Obsolete Article】はレア職業ジヨブである。職業訓練学校ジユニア時代に勉強した内容を必死に思い出す。【古武術家】は人体に多数存在する秘孔を操あやつり、様々な効果を発揮させる事ができる。例えば先ほどメグの攻撃を受け、瞬しゆん時じに回復したのは、己の細さい胞ぼうを活性化させる秘孔を突き、常に回復状態にしていたからだろう。メグの動きを封ふうじたのも何らかの秘孔を突いたのだ。そして、【古武術家】はスキル名発声のみで、全てのスキルが発動可能であった。

　職業価値Ｓがいるとなると依頼達成難易度クエストアツプが一気に跳はね上がる。推定依頼達成難易度クエストアツプ３～といったところだろう。明らかに新人が担当する案件ではない。これこそがヴィンセントが何度も言っていた想定外イレギユラーであろう。

「ホールデン君……ここは一いつ旦たん引いて、援えん軍ぐんを呼びに行こう」

　サリーは苦く渋じゆうの選せん択たくだと言わんばかりに顔を悲痛に歪ゆがめる。その判断がどういった結果をもたらすか理解している様だ。しかし、そうしなければもっと悲ひ惨さんな結末になると確信していた。

「逃にげる算段でもしてんのか？　別にいいぜ。気が変わった。この２人の体を早く堪たん能のうしたいから、お前ら三下はどこぞにでも消えちまいな。出口はあっちだぞ」

　リチャードは小こ馬ば鹿かにした様に手で出口の方を指し示した。

「ホールデン君……悔くやしいとは思うけど、ここは耐えて次に備えないと……ヴィンセント社長も言っていただろう。『勇ゆう猛もうと無む謀ぼうを決してはき違ちがえるな』って」

　ホールデンは逡しゆん巡じゆんする。サリーの言う通り、ここでリチャードに立ち向かうのは愚ぐ策さくである。この場を逃げ出しても誰だれからも文句を言われる事はないだろう。だがしかし──

「カシラが逃がしてやるって言ってんだからケツ捲まくって逃げ出しやがれボケナス共！」

「俺らはこの女共と早くヤりてーからよぉ、お前ら早く消えてくんねーか！」

　暗あん渠きよの宿のメンバーが罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせ、それぞれが卑いやしい表情を浮かべる。

　ホールデンの視界の隅すみにメグとティアの姿が映る。２人は小刻みに震ふるえていた。

「……っせえ」

「あん？　良く聞こえねぇよ。もっとはっきり喋しやべれ」

「うるせえって言ってんだよ！」

　蓄ちく積せきされたダメージで全身に激痛が走るが、お構いなしにホールデンはリチャードの前に立つ。その総身は今にも崩くずれ落ちそうな枯かれ木の様に頼たよりない。しかし、心にあるその意志だけはどんな鋼はがねよりも堅けん牢ろうで、どんな財宝よりも価値があるものであった。

「悪いな。サリー。援軍はお前に任せた」

「ホールデン君……」

　サリーは難しい顔になりホールデンを見る。

「ここで逃げたら俺は自分を２度と許せなくなる。『勇猛』とか『無謀』とか知った事か！　俺がこいつらに立ち向かうのは誰かの為ためなんかじゃない、俺自身の為だ！」

　刹せつ那な。

　ホールデンの意志に呼応するかの様に履歴書ウオークオブライフが紅ぐ蓮れんに輝かがやきだした。ページが風を切り、あるページで止まる。そこには新しいスキルが発現していた。その項こう目もくを読むとホールデンは笑った。

「新しいスキル？　めんどくせぇ、使わせる前に始末するか」

　リチャードは先ほどまでの態度と違い、酷こく薄はくな表情で静かにつぶやく。

「サリー。リチャードの動きを数十秒くらい足止めできるか？」

「何か秘策があるのかい？」

「ああ。だから頼たのむ！」

　その瞬間、リチャードはホールデンに必殺の拳こぶしを繰くり出す。その拳を、ギリギリの所でサリーが防ぼう御ぎよした。

「無む駄だだっつてんだろぉ？　テメェじゃ、俺を止められねぇよ！」

「止める事はできなくても、ほんの少しの時間なら稼かせげる！」

「テメェの選せん択たく肢しは俺に向かって来た時点で終わってんだよぉ！」

《秘孔ヴアイタルズ──丹田アドメン》

　リチャードはサリーの下腹部にある秘孔を人差し指で突いた。その瞬間、激げき烈れつな痛みが走りその場にサリーは昏こん倒とうしてしまう。

　稼げた時間は数秒。その数秒でホールデンは呪じゆ文もんを詠えい唱しようしていた。

［──俺は羨せん望ぼうする……］

「時間稼ぎに仲間を捨てたか……無駄な足搔あがきだったな！」

　一瞬で数メートルの距きよ離りを詰つめるリチャード。後１小節でスキルは発動するのだが間に合わない。

（何かないか……何か……）

　その瞬間、ホールデンは己おのれの懐ふところに忍しのばせていたヴィンセントから譲ゆずり受けたコインをリチャードの後方に弾はじいた。刹那、リチャードの意識は後方の１ルード硬こう貨かに移った。

「１ルード硬貨の音がしやがる！」

　ホールデンはその機を逃のがす筈も無く、大声で残りの詠唱を唱えた。

［俺以外全すべての職業ものを──俺が到とう達たつすべきその職業ものは……──］

　詠唱が完かん了りようする。そしてスキル名を叫さけんだ。

《──》

　と同時にリチャードはホールデンの秘孔を突こうとした。

　しかし、その指はホールデンには当たらない。なぜならリチャードの目の前からホールデンが消えていたからだ。しかし、リチャードは焦あせった素そ振ぶりを微み塵じんも感じさせない。

「そっちなんだろぉ！」

　リチャードは方向を真後ろに変えた。そこには紅蓮に染まる瞳ひとみをしたホールデンがいた。

「はっ！　ステータス値上じよう昇しようのスキルかぁ？　警けい戒かいする必要もなかったみたいだな」

　と、リチャードが嘲ちよう笑しようを込こめた言を投げつけると、目の前からホールデンが姿を消した。

「こっちだ」

　あらぬ方からホールデンの声が聞こえてくる。そこには両りよう腕うでにメグとティアを抱かかえたホールデンが立っており、ホールデンは２人を壁かべ際ぎわに寝ねかせる。

「……どんなカラクリだ？　俺と全く同じ速度だと……」

「お前が見えなかっただけでこの一瞬で自分を鍛きたえたんだよ」

「いい気になるなよ！　確かに早いが、追えねぇほどじゃねぇよ！」

「それは当然だろーな」

　リチャードは手足の関節を鳴らし、腰こしを深く落とした。両の手を強く握り込み構える。

「お前ごときに力を使うのは勿もつ体たいないが、その面つらぁ恐きよう怖ふで歪ませたくなった」

「ならお前ごときの力を見せてもらうぞ」

　ホールデンはそういうと、戦せん闘とう態勢に入る為に構えをとった。

「……なんの真似まねだそれ？」

「なんの真似って、戦うんだから構えてるのがそんなに不思議かよ？」

　ホールデンの構えはリチャードの構えとそっくりそのままであった。小馬鹿にされたようで、リチャードは忿ふん懣まんやるかたないといった感じだ。

「はっ！　力じゃ勝てねぇから、俺の構えを真似して馬鹿にする事しかできねぇ訳だ」

「なら試ためしてみろよ」

　その言葉が起点となり、リチャードは地を蹴けり砕いた。先ほどまでのお遊びのスピードではなく、掛かけ値ね無しの己が最高速で望む。

　ホールデンを射程に据えると深く屈かがみ掃そう腿たいを繰り出す。ホールデンはそれを当然の様に軽くジャンプしてかわし、着地するとリチャードの喉のど仏ぼとけめがけて一本突つきを繰り出した。

　その突きを、リチャードは顔を捻ひねって回かい避ひし、その反動のままホールデンの後頭部へ裏うら拳けんをみまう。しかし、轟ごう然ぜんと迫せまりくる拳をホールデンは難なく摑つかみ、関節とは逆方向に目め一いつ杯ぱいひん曲げる。リチャードは脊せき髄ずい反射の様に曲げられた方向に体ごと回すと、ホールデンの拘こう束そくを解いた。そこでお互たがい距離を取る。

（ああ？　一体どういうこったぁ。全部、俺と瓜うり二ふたつ……見よう見真似のレベルじゃねぇ）

　リチャードは構えながら目の前にいる【遊び人】が不気味に見える。今の打ち合い、お互いにただの１打も有効打がなかった。リチャードの秘孔はすでに起動しており、１打でも入ればホールデンは再起不能なダメージを負う事になる。

「お得意の薄うすら笑いはどうしたんだよ」

「テメェ……次の一いち撃げきで殺してやる」

「気が合うな。俺もそのつもりだ」

　２人の拳と拳が激しくぶつかり合う。お互いの拳が軋きしみをあげるのも束つかの間、共に連打を繰り広げた。その１打１打が相手の体を穿うがつ事無く、拳同士に炸さく裂れつする。そこに蹴りを織り交ぜるがそれも全てお互いの蹴りに阻はばまれてしまう。その連打の最中リチャードはある疑念が頭をよぎった。ここまで自分と同じ重さ、速さ、そして技わざが拮きつ抗こうする事はありえない。もしかすると、この【遊び人】が先ほど使用したスキルというのは……。

「何か気づいたみたいだな。だが……これで仕し舞まいだ!!」

　連打中にもかかわらずホールデンはスキル名を唱えた。

《摩訶鉢特摩プロビデンステクニクス》

　拳が青白い燐りん光こうに覆おおわれ、リチャードの体の様々な場所に印が見える様になる。

「ば、馬鹿な……それは、そ、そのスキルは……俺の！」

　リチャードの驚きよう愕がくは如何いかほどだっただろうか。《摩訶鉢特摩プロビデンステクニクス》はリチャードのスキルの中で最上位の破は壊かい力を持つ切り札とつておきであった。それを自分以外の者が放ってくるなど、想像の埒らち外がいの出来事だろう。

　リチャードはすぐさま回避行動に移るが──

「遅おそい!!」

　ホールデンは月げつ影えいへと鉤かぎ突つきを打ち込んだ。

「ぐ[image: ]ぉ！」

　そこからは流れる様に勝かち掛かけ、人じん中ちゆう、眉み間けん、天てん堂どう、霞かすみ、雷らい焱か、秘ひ中ちゆう、急きゆう雨う、襟えり下した、肩けん先せん、[image: ]しき骨こつ、肥は骨こつ、饐だん中ちゆう、胸きよう尖せん、鳩はと尾お、雲うん月げつ、雲うん下か、稲いな妻づま、電でん光こう、水すい月げつ、上じよう皖かん、中ちゆう皖かん、嵐らん門もん、明みよう星じよう、天てん南なん、渦か中ちゆう、丹たん田でん、関かん元げん、妙みよう見けん、夜や光こう、腕わん訓くん、伏ふく兎と、高こう利り、血けつ海かい、陰いん会かい、脛けい向こう、大だい陰いん、潜せん龍りゆう、陽よう会かいと人体に存在する40ヶ所の急所に無呼吸で拳と蹴りを叩たたき込む。

　リチャードはうめき声すら出せず、やられるままであった。《摩訶鉢特摩プロビデンステクニクス》の恐おそろしい所は一撃喰くらってしまうと、そのまま残りの39ヶ所への攻こう撃げきが、防御できないまま全てもらってしまう事にある。それも40ヶ所１巡じゆんではなく、これが10回繰り返されるのだ。

《摩訶鉢特摩プロビデンステクニクス》が終わると、リチャードはその場に崩れ落ちた。

「……お前自身が辿たどっちゃいけない道筋ルートってやつを歩いたみたいだな」

　言葉を発した瞬間、ホールデンはスキルの副作用で体力が根ね刮こそぎ奪うばわれ、その場に座り込んでしまう。先程使ったイカサマゴトコインが近くに転がっていた。

「イカサマゴトコインでもこういった使い方もあるんだな」

　そんな事を思っていると、動ける暗渠の宿のメンバーは一目散に逃にげ出した。

「ホールデン君大だい丈じよう夫ぶ……？」

　サリーは逃げたメンバーを追わずに、ホールデンに駆かけ寄った。

「あ、ああ……なんとか」

「それにしても今のスキルは一体何……？」

　ホールデンは息を整えるので一杯だったので、返答の変わりに己の履歴書ウオークオブライフを差し出すとそのスキルのページを差し出した。

「こ、これは……」

　通常スキル　《ものまねフエイカー》


効果　　　　対象者の職業ジヨブ、ステータスの完全模も倣ほう。模倣した職業ジヨブのスキルは一度だけ使用可能

発動条件　　呪じゆ文もん詠えい唱しよう



　サリーはそこに記き載さいされていたスキルの能力を見て絶句した。あまりにも強力であったからだ。そのページに釘くぎづけになっていると、リチャードが不意に立ち上がり一目散に逃げ出した。ホールデンはすでに余力がなく、追う事ができなかった。

「アレを喰らってまだ動けるのか……」

「……《摩訶鉢特摩プロビデンステクニクス》が当たる瞬間、奴やつは自分の回復の秘孔を数回押していたのが見えた。動けはするだろうが、戦う事はしばらくできないはずだけどな」

「任せて！　あれだけ深手を負っているなら僕でもなんとかなる！」

　ホールデンは呼び止めようとしたが、サリーは追って行ってしまった。

　溜ため息いきを吐つくと、転がっている暗あん渠きよのメンバーを動けない様に縛しばる。

　しばらくすると会社インクから応おう援えんがやってきた。状じよう況きようをざっくりと説明したところで、ホールデンは安心したのか、一瞬で意識を手放してしまった。




　　　　◆◆◆




　意識は朦もう朧ろうとしていた。ホールデンは軽く覚かく醒せいをしていたが、まだ体力が戻もどっておらず体は動かせないでいた。体に当たる感かん触しよくを鑑かんがみるにベッドに寝かされているのだろう。そこで、自分の真横に人の気配がある事に気がついた。

「……君のおかげで助かったよ。ちゃんと起きている時に言うのが礼れい儀ぎだとは思うけど……今日はアリガト」

　その声は一体誰だれであろうか？　半はん端ぱな覚醒の為ため、ホールデンの脳みそは上手うまく機能していないようで、声の正体が誰かわからなかった。しかし、その声は心の底からホールデンに感謝と尊敬の念を抱いだいているようであった。

　そうして再びホールデンは眠ねむりについた。




　──どれくらい眠っていたのだろうか。ホールデンが目を覚ますとそこは会社インクの医務室のベッドであった。窓からは月明かりが溢あふれていた。視線を壁かべにかかっている時計に移す。時刻は12時手前。10時間以上も眠ってしまっていた様だ。《ものまねフエイカー》を使用した反動だろう。体のあちこちが悲鳴をあげていた。擦すり傷や切り傷等の外傷がなくなっているところを見るに回復系のスキルで治してくれたのだろう。

「いっつつつ……」

　とはいうものの、体のダメージが全て無くなるわけではない。

　なんとか体を起こす。すると、ホールデンの足あし下もと付近に覆い被かぶさる様にしてメグが眠っていた。すぅすぅと寝ね息いきを立てている。その寝顔はあり得ないほどかわいく、ホールデンはしばらく見とれてしまっていた。

　静かに足を引き抜ぬき、ホールデンは近くで観察しようと顔を近づけた。

「ううん……」

　お互いの顔が10センチの位置に来た時に唐とう突とつにメグの目が開いた。

　沈ちん黙もくが２人を覆った。

　元々静かだったのだが、世界中のあらゆる音という音が消失したかのようだった。

　まだ半覚醒なのか、目をシパシパさせている。

「や、やは……静かな夜ダネ……月が綺き麗れいダヨ」

　と、意味不明な事をお互いの唇くちびるが触ふれそうな距きよ離りでつぶやいた。

「な、な、な、な、ナニしようとしてんのよ！　この遊び人！！！！」

　叫さけび声とセットで平手打ちが飛んできた。頰ほおが打ち抜かれる乾かわいた音が響ひびき渡わたった。

「いってぇな！　怪け我が人なんだからもっと手加減しろよな！　それに今遊び人は関係ねーだろうが！」

「……そもそもあんなに顔近づけてきたのはアンタでしょ。一体なんで顔近づけたのよ？」

「い、いやぁ……」

　ホールデンは冷ひや汗あせを垂らす。

「その、まぁ、なんというか……寝顔が可愛くなくもないかなって……」

「はぁ、何言ってるの？　シンプルに気持ち悪いんだけど」

「ぐっ……」

　ホールデンは顔を引きつらせた。確かに寝顔がかわいいなんていう理由で好きでもない男に近づかれたら気持ち悪いと言われて当然だ。セクハラだと言われてまた訴うつたえられてもなんら不思議ではない。そうなったらまた損害賠ばい償しようで借金が増えてしまう。負の思考がホールデンを絡からめとり、歯をガチガチ鳴らしながら視線をシーツに落とした。

「……ったの？」

「えっ？」

　メグはいつの間にかホールデンの方に向き何かを言っていた。その顔はほんのりと紅潮し、ギュッと己おのれの膝ひざ上うえで拳こぶしを握にぎっていた。

「だから！　私の寝顔……アンタは見とれるくらいかわいかったの？」

　ホールデンはその問いに面喰らう。

「ま、まぁ……かわいくなくもない……的な……」

　自分で言っておいてなんだが、ホールデンは妙みように気き恥はずかしくなる。

「そ、そう。アンタに言われても全然、微み塵じんも、全く嬉うれしくないけどね」

「……じゃあ言わせんなよ」

　しかしそう言っているメグだが、金色の髪かみをクルクルと弄もてあそびながら視線を泳がせている。

　なんにせよこの雰ふん囲い気きなら訴えられる事もないだろう。ホールデンは内心密ひそかに胸を撫なで下ろした。そこでホールデンは話を蒸し返されないように話を変える。

「……で、フラワーズは何でこんな時間まで残ってるんだ？」

「えっ？　ああ……それは……ええっとね……」

　メグはモゴモゴと言い淀よどみ、視線を地面に落とした。

「そんな変な質問だったか？」

「あぁっ、もうっ！　うるさいわね！」

　ボカン、とホールデンの頭をしたたかに打ち抜いた。

「ってぇ!!　怪我人になんて事するんだよ！」

「……がと」

　ホールデンが何か喚わめき散らしていたどさくさに紛まぎれ込ませ、メグは何かをつぶやいた。

「おいおい、メグ姫ひめ様。王族は礼を言う時に、聞こえない様にって教え込まれてるのか？」

　しかし耳のいいホールデンは礼を言っているのがなんとなく聞こえてしまったために、メグにわざとらしく強い口調で言う。

「くっ……あ、あり……」

　ホールデンは散々辛つらくあたられていたので、今は自分が有利に立っていると思い顔をニヤけさせていた。

「さぁさぁ、早くその次を言いたまへよ！」

　するとメグはポカンと再度ホールデンの頭をしたたかに打ち抜いた。

「痛ってぇな！　だから怪我人なんだから殴なぐるなよな！」

「うるさい！　それだけ元気があれば大だい丈じよう夫ぶそうね」

　メグはそのホールデンの様子を見て微笑ほほえみながら言う。

「それじゃあ、私はここで失礼するわ」

　踵きびすを返し、出口に向かうメグ。そのメグの背中にホールデンは声をかける。

「なぁフラワーズ、こんな遅い時間だから一いつ緒しよに帰ろうか？」

　ホールデンの提案に若じやつ干かん迷ったそぶりをするが、振ふり向くとコクンとうなずいた。

「夜も遅いし、この時間【遊び人】の１人歩きは危ないから一緒に帰ってあげるわ」

「いや、それ本来俺のセリフだよな……」

　ホールデンはベッドから出ると、軋きしむ体をおして出口に向かった。
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　次の日、会社インクに出社するとすぐにカースティに呼び出されたので専務執しつ務む室に向かう。

「……ホールデン」

　すると声をかけられる。立ち止まり振り向くと、そこにはティアが立っていた。

「なんだ、ティアか。もう大丈夫か？」

「……医い療りよう部で治してもらったからもう平気」

「おーそっかそっか！　ホント、大した事なかったならよかった」

「……うん」

　相づちを打つとそのまま黙だまり込んでしまう。いつものティアと違ちがい、何やら奥歯に物の挟はさまった様な印象を受ける。

「えっと……俺、カースティさんに呼ばれているからもう行くな」

　立ち去ろうとすると、ティアはホールデンの服の裾すその端はしをつまむ。

「……待って」

　伏ふし目がちにティアは呼び止める。

「……昨日はありがとう」

「別に、そんな改まって言われる事じゃねーよ」

　ホールデンはティアに礼を言われるのが恥ずかしく、視線を逸そらす。

「……それでも私が助かったのは貴方あなたのおかげ。だからお礼させて」

　ティアは粛しゆく々しゆくと頭を下げる。普ふ段だん、礼を言われ慣れていないホールデンは戸と惑まどった。

「ま、まぁ、今度飯でもおごってくれよ……そ、それじゃ俺もう行くわ」

　ホールデンはそそくさとカースティの部屋に向かっていった。




「失礼します」

　ホールデンは９階にあるカースティの執務室に入室する。その部屋はカースティの性格を現しているかのように、細かいところまで整理整せい頓とんされていた。

「そこに座れ」

　言われるがままにカースティの机の前にあった椅い子すに腰こしをかけた。カースティはホールデンが座っても何やら忙いそがしそうに書類に目を通しており特に話を始める素そ振ぶりがなかった。

「えっと……何か用ですか？」

　声をかけてもしばらくは書類から目を離はなさなかったが、全すべて見終わったのか、視線をホールデンに移す。

「今日呼んだのは昨日お前達が担当した案件についてだ」

「アレに関しては昨日ずっと寝てたんで、今から報告書を作ろうと思ってたんですが……」

「それなら問題ない。ヒューイットとフラワーズが昨日の内に作成したからな」

「そうなんっすね」

「まずはよくやったと言っておこう」

　険しい表情のまま労ねぎらいの言葉を投げかけられる。

「あ、ありがとうございます」

「あの状じよう況きよう下かで全員無事で戻もどれたのはお前の功績が大きいだろう。臆おくさず、自分の力を信じ仲間を救うというのはなかなかできない行こう為いだ」

　カースティの普段の性格を考えると望外の褒ほめ言葉であろう。

「今回依頼達成難易度クエストアツプ１という見込みだったが、職業価値Ｓの敵がいた事を鑑かんがみて依頼達成難易度クエストアツプ３に上げる。それに加えて、お前には報酬額インセンテイブ以外にも会社インクから特別報ほう奨しよう金を出す事に決めた」

「えっ、まじっすか??　ちなみにいくらですか??」

　ホールデンは前のめりになり、がっついた。

「金額は……１５００万ルードだな」

「ヒャッハー！！！」

　ホールデンは立ち上がるとガッツポーズをとった。

「うるさい、黙れ。騒さわぐと減額するぞ」

　その脅おどし文句にホールデンは瞬しゆん時じに口をつぐんだ。

「ウチはこの間も言ったが、実力至上主義だ。結果を出した奴やつには誰だれにでも報酬を出す。件くだんのリチャード・ケリーは国際指名手配中ブラツクリストだった。それもジョン・ドゥ・インクの契けい約やく社員だったみたいだな」

　ジョン・ドゥ・インクはルードワルド全域で活動する非合法の会社インクだ。正社員は全７人。請うけ負う仕事は殺人、盗ぬすみ、違い法ほう薬物、売買禁止幻げん獣じゆうの取引、詐さ欺ぎとありとあらゆる裏の仕事を請け負う会社インクである。代表者がジョン・ドゥ名無しと名乗り、裏社会に絶大な力を誇こ示じしている。すさまじいのは全員大逆無道の職イービルジヨブであるという事だ。ホールデンはリチャードのあの強さでも正社員でない事に驚きよう愕がくした。

「まあ、そんな大物を逃にがしたとはいえ１人で撃げき退たいした功績は大きい」

「やっぱり逃げられたのか……」

「バーンズが追ったのだろう？　どうやら見失ってしまったらしい」

「あいつ、戻ってるんですか？」

　昨日部屋に戻ったが、サリーの姿が見当たらなかったので、若干心配していた。

「昨日夕方に戻って来たが、そのあと行方ゆくえを追うと言っていたな。発見は難しいだろう」

「深追いするなって言ったのになぁ……そういえば肝かん心じんの指輪は見つかったんですか？」

「リチャードが経営していた質店から見つかった。奴は部下に金品の強ごう奪だつを命じてそれを売り捌さばいていた様だ。元がタダなのだから利益はバカ高だったろうな」

「……その手があったか」

「うん？　何か言ったか？」

「いやっ、何でもないです」

　リチャードの経営手しゆ腕わんというか発想を羨うらやましく思ったが、その思考を振り払はらった。

「で、だ。ドハーティ。新しいスキルがここ数日で発現したみたいだな」

　カースティは自分の履歴書ウオークオブライフを出して、ホールデンのスキルのページを見る。

「この《ものまねフエイカー》というスキル、職業庁に登録してこい」

「登録ですか？」

「今のおまえには必要な事だと思うぞ」

「そうなんですか？」

「登録する事によって、お前の価値は間ま違ちがいなく上がる。そうなれば会社インクの利益にもなりうるからな。それだけこの《ものまねフエイカー》というスキルは希け有うなものだ」

　スキルを登録するのは強制ではない。スキルを開示するというのはそれ相応のリスクが存在するからだ。同じ会社インクに所属していれば任意で、スキル、ステータスを見ることができるが、他社の者にまでスキル内容を把は握あくされてしまうと不都合も多くなる。しかし、登録する事によってもたらされる利益もある。それは自分の価値を上げる事だ。様々な会社インクがそれを見て移い籍せきの話をもってくるからだ。移籍の話がでるというのは、確実に現状より良い条件で引き抜ぬかれるという事である。そして現在在籍している会社インクはそれ以上の条件を提示して残ってもらうか、引き抜く会社インクから移籍させる為ための金額を貰もらうかを選せん択たくする事ができる。会社インクにとっては良い事ばかりではないが、ホールデン・ドハーティという使える人材がいるという大きな宣伝になる。

「わかりました。それじゃ今から行って来ます！」

　ホールデンは感謝の意を込こめて一礼をすると部屋を出て行く。

「──社長も人が悪い……」

　そんな言葉が聞こえた様な気がしたが、特に気に留めなかった。
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「このクソ狸たぬきオヤジが！」

　ホールデンは気き焰えんを吐はきながら社長室の扉とびらを蹴け破やぶる。

　ホールデンがここまでキレているのには相応の理由があった。

《ものまねフエイカー》の噂うわさは瞬またたく間まにクートヴァス中に広がった。

　それに合わせてジョン・ドゥ・インクの、契約社員を倒たおしたという話も出回って、予想通りホールデンには異例の条件で移籍の話が押し寄せてきた。

　中でも最高の条件が移籍金１億ルード、年棒２０００万ルードであった。ホールデンは一も二もなくその話に飛びつく。しかし、いざ契約書にサインをしようとしたのだが、何度サインをしようとしても契約が成立しなかった。相手の会社インクの担当者に現状の契約書を見せてくれと言われ、それを確かく認にんするとなぜ契約ができなかったのかすぐに発覚した。

『甲こうは乙おつに対して10年間の就業義務が発生する。この10年間は如何いかなる場合においても乙の許可なく移籍、休職、退職は認められない。ただし、乙が解かい雇この判断を下した場合はその限りではない』

　この場合、甲はホールデン、乙はラロケット・インクとなる。

　要は、ホールデンの意志では10年間ラロケット・インクを辞やめる事も、他ほかの会社インクに行く事もできない。それらしく書かれているが、会社インクの体ていのいい奴ど隷れいになると書かれているようなものだった。他の会社インクの担当者はホールデンを哀あわれな目でみると一言、「なんか頑がん張ばって下さいね……」と言われ、ホールデンは膝ひざから崩くずれ落ちた。

　そして社長室に殴なぐり込みにきていたのだ。

　ホールデンの顔は世界中のあらゆる負の感情を一手に引き受けた様に荒すさんでいた。その雰ふん囲い気きにも特に臆した様子がないヴィンセントは懐ふところから煙草たばこを出し、火を付ける。

「のんきに煙草なんて吸ってんじゃねーよハゲ!!」

「おいおいどうしたんだ？　えらい元気じゃねーかよ。それに俺はまだハゲてねーぞ」

　プカプカと紫し煙えんを燻くゆらせるその姿が更さらにホールデンの激情を沸わき上がらせた。

「うるさい！　なんなんだよこれは!!」

　勢い良く己おのれの履歴書ウオークオブライフを机の上に叩たたき付けた。

「なんなんだよって言われてもよぉ、なんなんだ？」

「この内容だと俺はラロケット・インクに10年間縛しばられるって事になってるんだよ!!」

「おお、だからどうした？」

　テンションマックスのホールデンとは違い、ヴィンセントは朝の珈琲コーヒータイムの様にリラックスしていた。

「だからどうしたじゃねーよ！　ふざけんな！　これじゃ、他に条件が良い所があってもいけないじゃねーかよ！」

「おお。そうだな」

「あああああ！　馬ば鹿かにしやがって！」

　ホールデンは地じ団だん駄だを激しく踏ふむ。

「そもそも、俺に言わせれば今いま更さらそんな事を言われる理由がわからんのだが？」

「そんな話俺は聞いてなかった！」

「そんな事言われてもなぁ。ちゃんとこの契約書にはこうして書いてあるし。俺はちゃんと読んでサインしたものだと思ってたぜ？」

「あんな酔よった状態でこんな細かい所まで読むわけないだろ！」

「大人なら契約書読んでませんでした、なんて事がまかり通るわけないだろ」

　ヴィンセントは飄ひよう々ひようと正論を言い放つ。

「聞いてなかったからこの契約書は無効ですって言うのは、借金して契約書を読んでなかったからチャラですって言ってる様なもンだぞ」

「うぐっ……」

　ホールデンからはうぐという言葉は出たがソレ以外の反論は全く出なかった。それに、あの時仮にこの件を知っていても契約以外の選択の余地は一いつ切さいなかったはずだ。それが自分の状況が良くなったからって異を唱えるのはヴィンセントに対して義に反する行為だった。そんな簡単な事にも思い至らなかったほどホールデンは頭に血が上っていた。

「わかったみてーだな。それに悪い事ばっかじゃねーぞ。お前のスキル目当てで依頼が増えればお前にも金が入る事になる。ウチは歩合制だから頑張れば頑張った分だけ給料は増える。だから頑張れや」

　ヴィンセントの言う事は１つも間違っていない。それを理解した所からホールデンは何も言う事ができなかった。黙だまって部屋を辞する事しかできなかった。

「ちくしょう……だせぇな俺……」

　ホールデンの言葉は誰に聞かれる訳でもなく薄うす暗ぐらい廊ろう下かに消えていった。
















　数字という概がい念ねんは不思議だ。

　人を生かす事もあれば、人を殺す事もある。

　幸せにする事もあれば、不幸にする事もある。

　指針になる事もあれば、迷わせる事もある。

　ホールデン・ドハーティ。齢よわい15の昼下がりの午後、己の履歴書ウオークオブライフに記き載さいされている数字を眺ながめながらそんな事をぼんやりと考えていた。

［残高[image: ]マイナス99億６４５０万ルード］

「はぁ……」

　ホールデンは今数字に殺されそうになっていた。もちろん精神的にではあるが。それは頭にマイナスがついてしまっていることに起因する。これがプラスであったのならどれだけ幸せになるのだろうかなどと詮せんの無い事を考えてしまう。

　ちなみに今日が、ホールデンが入社して３回目の給料日であったが、すでに手元には３万７８３０ルードしかなかった。毎月どれだけ稼かせいでも借金の返済にあてられるが、生きていくためにこの金額のみ現金で手て渡わたしされる。返済の為ため、全すべてはクートヴァス・インクに入る様になっていた。

「はぁ……」

　何回しても飽あきる事のない嘆たん息そくは周りの喧けん噪そうに消えて行く。しかし、ホールデンは悲ひ嘆たんにくれているだけではなかった。考え方を変えたのだ。どうせ辞められないし、移い籍せきもできないのであれば、ふてくされているだけでは一向に借金は減らない。ならば、歩合制というのを最大限生かし給料を上じよう昇しようさせようと考えた。

　この３ヶ月で様々な依い頼らいをこなした。ホールデンの《ものまねフエイカー》の噂もあり、指名で仕事が入る様になっていた。ホールデンは様々な職業ジヨブを《ものまねフエイカー》でコピーし、依頼を完かん了りようしてきた。その度たびにホールデンの名前は有名になり、給料も上がった。が、前述の通りいくら稼いでも借金の返済にあてられるので手元にはほとんど残らなかった。

「腹減ったな……」

　ホールデンは会社インクの近くの飯屋の前で、匂においだけ楽しんでいた。寮りようで朝飯がでるので、基本的に朝飯だけで生活していたのだ。

「相変わらずさもしいわね」

　と、スメルだけの食事をしているホールデンの後ろからメグが声をかける。

「ほっとけ。俺だって好き好んでこんな事やっている訳じゃない。あっちに行きやがれ」

　ホールデンはメグに向き合いもせず、ぞんざいに扱あつかう。

「はぁ……仕方がないわね。こんな事されたんじゃ、同じ会社インクの私まで品性を疑われてしまうから、１つ言うことを聞いてくれたらご飯おごってあげるけど？」

「姫ひめ様、私は貴方あなた様の犬でございます。なんなりとお申し付けください」

　ホールデンは一いつ瞬しゆんでメグに振ふり向き、足あし下もとにかしずいた。

「……アンタ、プライドってモノはないの？」

「プライド？　なにそれ？」

　妙みように誇ほこらしげな表情のホールデンにメグは呆あきれ返っていた。

「まぁこんな所で立ち話もなんだから飯食いながらそのお願いってやつを聞く事にしよう」

「おごるのは今すぐじゃないわよ？」

「えっ!?」

「今日の夕方私の荷物持ちをした後ね」

「パシリかよ！　俺はお前の召めし使つかいじゃねーんだぞ……」

「課長に買い物を頼たのまれちゃってね。量が多いから男手が必要なの」

「……そのかわり、店は俺に決めさせろよ？」

「問題ないわ。それじゃ、今日の17時に時計塔とう広場で待ち合わせね」

「わかった。17時な」

　そう言うとメグはどこかに行ってしまった。ホールデンは引き続き定食屋の換かん気き口こうから匂いだけを堪たん能のうするのを続けた。




　　　　◆◆◆




　会社インクに戻もどり、外注受注クエスト課の扉とびらを開くといつも通り沢たく山さんの依頼者で溢あふれていた。そんな中、一ひと際きわ目立つ依頼者が一番奥の席についていた。格好は派手の一言に尽つきる。上下赤で統一し、首からは金銀の鮮あざやかに輝かがやくネックレスを下げ、指輪もダイヤ、エメラルド、ルビー、サファイア等々をはめていた。さながら歩く宝箱といった風ふ情ぜいだ。だが、派手な見た目とは真逆に、その表情は憔しよう悴すいしきっている。そんな成金男を珍めずらしく課長が対応している。

「やぁ、ホールデン君お昼何食べたの？」

　と、横合いからサリーがいつもの笑え顔がおを貼はりつけホールデンに声をかけてきた。

「なんも食ってねーよ」

　ホールデンは愛あい想そなく言うと、サリーは肩かたをすくめた。

「それはまたどうして？　ダイエットでもしてるの？」

　サリーに悪気は無いようだが、ひどく腹が立つ。しかし、ここで怒おこっても無む駄だなエネルギーを消費してしまうのでグッと堪こらえる。

「……まあそんなとこだ」

「ダイエットは体に良くないからほどほどにね」

「ああ。肝きもに銘めいじておくよ」

　そんな茶番の様なやりとりをしていると、先ほどの歩く宝箱の男が席を立ち部屋から出て行った。

「あの人、ヴァリス・ラニスターだね。顔色悪いけどどうしたのかな？」

「……有名な奴やつなのか？」

「あれ、ホールデン君知らないの？」

「ああ、あの身なりからして成金だってことはわかるけどな」

「一代で今のラニスター・インクを築いたやり手だよ。主に小麦粉とヒヒイロカネ、ミスリル、オリハルコン等の稀少金属レアメタルを輸出入している会社インクだね」

「なぜに稀少金属レアメタルと小麦粉？」

「飲食店も経営しているからじゃないかな？　ラニスター・インクのパンは今大人気で行列ができているよ」

　パン屋と聞いてホールデンの腹は空腹を思い出したかのように鳴った。己おのれの軟なん弱じやくな腹に拳こぶしを１つ打ち込む。

「へぇ。そんな有名人がなんの依頼を持ってきたんだろうな」

「もしかしてラニスター氏の娘むすめが誘ゆう拐かいされて、その奪だつ還かんかもね」

「……最近、誘拐が流行はやってるみたいだし、あの雰ふん囲い気きを見ればその可能性はあるな」

「そうだね。例の事件全然手がかりも何も摑つかめないみたいだよ」

　この３ヶ月で、クートヴァス内では誘拐が頻ひん繁ぱんに起こっていた。それも若く、容姿が優すぐれている女性ばかりを狙ねらった犯行である。クートヴァス連続美少女誘拐事件と呼ばれていた。クートヴァス・インクの治安部隊はもちろんの事、様々な会社インクもこの事件に着手しているのだが、未いまだに何１つ手がかりすら見つかっていなかった。

　２人がそんな事を話していると、課長から招集がかかる。

　今いる外注受注クエスト課の面々を奥にある一番大きな会議室に集めた。

「ここにいない者にも後で通達するが、先ほどヴァリス・ラニスター氏から巨きよ額がくの依頼が舞まい込んだ」

　課長がそういうと、履歴書ウオークオブライフに今回の依頼の詳しよう細さいが送られてくる。





依頼者　　ヴァリス・ラニスター。年ねん齢れい57。職業ジヨブ【商人The Wealth】

依頼内容　アリア・ラニスターの奪還。条件　アライブ　オンリー

概がい要よう　　　４日前の夜よりラニスター家ご息女である、アリア嬢じようが家に帰宅しなかった。連れん絡らくを何十回も取るも、繫つながらない状態。私設兵団を捜そう索さくに出したが、行方ゆくえ知れず。クートヴァス・インクへ通報済み

補足　　　ここ数ヶ月で起こっている連続誘拐事件との関かん与よが疑われる

依頼達成クエストアツプ　４

依頼額　　５億ルード






　添てん付ぷしてあった写真に写っていたのは、栗くり色いろの柔やわらかそうな髪かみで、目がクリクリした笑顔がとても似合う美少女であった。この子がアリア・ラニスターなのだろう。

「かわいい子だね」

　サリーはホールデンに耳打ちをした。

　しかし、ホールデンはその美少女よりも書かれていた依頼額に目を見張った。

　５億ルード。これはホールデンが入社してから最高額の依頼であった。５億以上の依頼ということは仮に１人で達成なんかした日には、５０００万ルードが入る計算になる。

「現状、社長を含ふくめウチの主力メンバーのほとんどが第一級幻獣プロトスガタノトーアの討とう伐ばつでキースデーンの山奥にある神しん殿でんに行ってしまっているので１ヶ月は戻らない。なので、この件は今いる全ての社員で当たる事にする。もちろん今持っている仕事をこなしつつやる事だ。以上、業務に戻ってくれ」

　各おの々おの、自分の持ち場に戻って行く。

「それにしてもすごい依頼額だね」

「５０００、５０００、５０００……」

　ホールデンはサリーに話しかけられているのにも気がつかずに、自分が成功した時の額を連呼していた。それを見たサリーは苦く笑しようすると自分の業務に戻って行った。

「……ホールデン」

　いつの間にか現れたティアがホールデンの服の裾すそをクイクイと引っ張る。

「５０００、５０００、５０００……」

「……ねぇってば」

　さらに強く引っ張るとようやくホールデンはティアに気がついた。

「なんだよ？」

「……私も美少女だから誘拐される危険があると思う」

「ええっと……誰だれが誘拐されるって？」

　ホールデンはキョロキョロとワザとらしく周りを見み渡わたす。

「……私に決まってる。この会社インクで私よりも美少女はいないから」

　いつも以上に真ま面じ目めな顔でそういってくる。

「いや、お前を誘拐しようとする命知らずはそういないと思うけどな」

　ホールデンの脳のう裏りに以前、暗あん渠きよの宿のメンバーの骨をぐちゃぐちゃにした事が浮うかんだ。

「……私、か弱い美少女なのに」

「いでででででででででででででででででででででででででででででででででで！！！！」

　ティアは力任せにホールデンの太ももをつねった。

　ホールデンは身を翻ひるがえしティアの魔まの手から逃のがれる。

「か弱い美少女はこんなコトしないっての……」

　太ももをさすりながら非難の声を上げた。

「もし、私が誘拐されたら……ホールデンは助けてくれる？」

　ティアは上うわ目め遣づかいでホールデンを見る。その表情に非常に保護欲よくをかき立てられる。そして身長が低い為ためホールデンの視線にはティアの大きな胸が視界に入ってしまう。それにともない心音が大きくなり意識が薄うすれて行く。

（や、やばい……《女殺しジゴロ》が発動しちま……）

　ここ３ヶ月でなんとか《女殺しジゴロ》を制せい御ぎよしていたのだが、こうして不意にくる時にはいかんともし難がたかった。そしてホールデンは意志の手た綱づなを手放した。

　瞳ひとみが桃もも色いろになると、ティアの後ろの壁かべに片かた腕うでを押し付けた。

「君がそんな事になったら僕はいても立ってもいられなくなるさ。この身が引き裂さかれる思いになる。その証左に誘拐されたって事を考えただけでも僕の心は落ちついていられない。もし、そんな事態になったらこの命にかけて助け出すよ」

（ああああああああああ。相変わらず脳みそが溶とける様な事いいやがる……）

「……本当に？」

　ティアは小首を傾かしげると、熱っぽい瞳をホールデンに向ける。

「もちろんさ！」

　ぐっと親指を立てて快活に言う。

「……私を助ける事もできないなら、私の家に婿むこ入いりなんてできないから」

（誰も婿入りそんなこと望んでないんだっての！）

　心の中でそう思ったホールデンとは裏腹にジゴロVer.は、ティアの顎あごをクイっと持ち上げた。ティアは顎を持たれた事により赤面して、ホールデンの手を振ふりほどく。

「……勘かん違ちがいしないで。まだ私は貴方あなたを認めた訳じゃない。だから私の唇くちびるを……その……奪うばうのはまだ許可しない」

　ティアは視線を逸そらすと、今のホールデンの行こう為いに驚おどろいたのか小刻みに震ふるえていた。

「あぁ……なんて愛らしく、いじらしい小鳥ちゃんなんだろうか。僕の中の君に対する愛いとおしさが天てん井じよう知らずで上がって行くよ。この気持ちは誰にも抑おさえられない！　そう！　さながら雄お々おしく天を目指す昇のぼり龍りゆうの如ごとく！　誰にも邪じや魔まなんてさせない！　早く君に僕を認めてもらいたい……そうしないと、僕の昇り龍の如き気持ちが天を遥はるか突とつ破ぱしてしまい、空に煌こう々こうと輝き続けるあのお月様を君への気持ちの強さで消しよう滅めつさせてしまいそうだよ」

　ホールデン・ジゴロVer.は大おお仰ぎように身み振ぶり手振りを交じえてその最高に謎なぞな台詞せりふをティアに聞かせた。ティアはその熱がこもったホールデンの視線から逃れる様に顔をそらす。

「……なら、早く貴方の力を提示して」

「すぐにでも！」

　ホールデンはもう１度親指を立てる。

「……別に、アンタがいちゃつくのは勝手だけど、時と場所を選んでくれないかしら？」

《女殺しジゴロ》が一いつ瞬しゆんでとけてしまうほどの冷たさと威い圧あつをはらんだ声が聞こえてくる。

「邪魔だからどっか行ってやってくれない？」

　ホールデンがメグのその勢いに押されていると、ティアがいつもの調子に戻もどる。

「……メグ・フラワーズ。彼は今、私の家に相応ふさわしい男かどうかの見み極きわめテスト中。横からしゃしゃり出て来て泥どろ棒ぼう猫ねこみたいな真似まねするのは王族として品位に欠けると思う」

「ど、泥棒猫……？」

　メグはなんとか体裁を整えようと必死に表情を作るが上手うまくいかなかった。

「……ティアさん、何か勘違いしている様なので訂てい正せいさせて頂きますね。ここは職場で仕事をする為の場所なんです。断じて貴方達みたいにいちゃいちゃする為の場所じゃないです。気が散るから少し……本当に少しだけ怒っているだけです。だから貴方達がその……いちゃいちゃしている事に対して怒っている訳じゃないんです」

　怒いかりを必死に隠かくそうと言葉を一気に吐はき出すメグ。

「……なら、他ほかのところでやれば問題ないってコト？」

　ティアはさらに追い打ちをかけるように言う。

　メグは歪ゆがんだ笑えみを浮かべ、口角が細かく痙けい攣れんする。せっかくの美少女が台無しである。

「ど、どうぞ好きなだけ、満足するまで、気の済む様にして下さいまし。私の目の届かない所でね！」

「あんぎゃあああああああ！」

　フンっと鼻息荒あらくその場を去るメグ。その際にホールデンの足を力の限り踏み抜ぬいて行った。

「な、なんでいつもこんな事に……」

　そんな悲痛なホールデンの叫さけびは騒そう々ぞうしい部屋の喧けん噪そうの中に消えて行った。




　　　　◆◆◆




　17時になりホールデンは約束通り第１区画の中央にある時計台広場に来ていた。ここから東西南北に延びる道にはびっしりと商業店が並び、人で溢あふれ返っており、ホールデンは大勢の人ごみの中からメグを探す。すると、時計台の下にある、噴ふん水すいの縁ふちに腰こしをかけているのが見えた。

「フラワーズ、わりー待ったか？」

「……遅おそい。行くわよ」

　メグは先ほどのことを根に持っているのか、非常に刺とげがある口調である。

「お、おう……」

　ホールデンはその雰ふん囲い気きに飲み込まれてしまい、メグの後を追つい随ずいする。

　しばらく会話が無いまま買い物が続けられる。その買い物の内容は、依頼書オーダーシート作成の紙１０００枚、瓶びんに入った回復薬ポーシヨン１００本など重いものばかりであった。

　ホールデンは気まずい中、荷物運びを粛しゆく々しゆくとこなしていた。ホールデン自身、正直なぜ気まずくなっているのかも判然としていないので、荷物の重さと場の重さ、この二重の意味でホールデンは気が重くなる。

　やがて、露ろ天てん商しようが多く集つどう広場でメグが品物を探している間にホールデンも店を見ることにした。買った物を路地裏の邪魔にならない場所に置き、露天商を見て回る。

　一角兎いつかくとの肉を使ったソーセージの店や、自家製ワインを出す店、銀のアクセサリー屋など、様々な店がひしめき合っている。その中で、『奇き書しよ、稀き書しよ専門店』という本屋が目に留まった。

「奇書、稀書？　なんだこの店」

　そう言うと、店に入る。

『自殺用・読むと７日後に死ぬ本』『実じつ践せん本・人を残ざん忍にんに殺害する方法』『これで貴方もモテモテ・媚び薬やく完全読本』『悪あく魔まの辞書・罵ば倒とう編』『尻しりで煙草たばこを吸い続けた男』と、ロクでもないタイトルがずらりと並んでおり、辟へき易えきした。しかし、その中で１冊ホールデンの目を釘くぎづけにしたタイトルがあった。

『魔導書　金の錬れん成せいの仕方』

　その本からは禍まが々まがしいオーラが漂ただよっていた。間ま違ちがいなく禁書の類たぐいである。なぜこんなところにという思いよりもそのタイトルにホールデンは一も二もなく飛びつく。が、あざとく立ち読みができないように封ふうがしてあった。仕方がなく店番をしているオヤジの所に持って行き、なけなしの金が入った財さい布ふを出す。

「オヤジ、これいくらすんの？」

「５５００ルードだよ」

「５５００ルードぉ!?　間違えてねーか!?」

「５５００ルードで間違いないよ。この本は絶版してるからもう新品じゃ手に入らないよ」

「ぐっっ……少し考える」

　ホールデンはそういうと店から離はなれる。正直ナメていた。露天で出している古本なので、１００ルードから３００ルードだと想定していたからだ。今のホールデンにとって、５５００ルードとは非常に高額な物であった。

　しかし、どうしても先程の本が読みたかったので、ぐるぐると買うべきか、買わざるべきかを考えながら歩く。

　そこに銀のアクセサリー屋をじっと見つめているメグの姿を発見した。

「こんなものまで買い物頼たのまれてたのか？」

　ホールデンが横から声をかける。その店は色々な形の指輪、ネックレス、ピアスを売る店であった。メグは、その中の指輪を手につけ物もの欲ほしそうに眺ながめていた。

「……違うわ。これは個人的に欲しいと思って見てるだけ」

　そういうメグの瞳は年相応にキラキラと光っていた。

「そんなに欲しいなら買えばいいじゃんか」

「私は無む駄だ遣づかいできないの……」

　そんなに高いのかと思い値段を覗のぞき込んだ。どれも１万ルードをちょっと超こえる位であるので、この手のアクセサリーとしては平均的な金額といえよう。ホールデンにとっては大金であるが、一国の姫ひめがたかだか１万ルードを出せない道理はなかった。

「１万ルードならお前の稼かせぎがいくらか知らないが、出せる金額だろ。無駄遣いが嫌いやなら、お前のオヤジに頼めば万事解決じゃないか？　むしろ、こんな安物じゃなくて、俺なんかが想像もできない金額のアクセサリーだって買ってくれるだろうに」

　ホールデンは、あの親おや馬ば鹿かオヤジの顔を忌いま々いましげに思い出す。

「……そんな事できないわ」

　それ以上追つい及きゆうさせない強い口調で言い切った。ホールデンもそれ以上口を出す気がなかったので黙だまることにした。

　そこで天てん啓けいがホールデンの頭に降りる。

（僥ぎよう倖こうっ!!　まさに僥倖と言わざるを得ないアイディアが降って来たっ！）

　ホールデンは己おのれのポケットから、ヴィンセントに貰もらったイカサマゴト用１ルード硬こう貨かを取り出した。

（こいつを使えば、難なくあの本をフラワーズに買わせる事ができる！）

　そう思い至ったホールデンは努めて冷静にメグに勝負の提案をしようとする。

『あぁそれと人を騙だますのに使うなよ。人を騙したらロクな事にはならねーからな』

　ヴィンセントに言われた言葉が思い起こされる。

（１００億も借金背負わされたんだから、少し位返してもらっても罰ばちはあたらないさ）

　そう結論づけると、メグに話しかける。

「あー、フラワーズ君。提案があるのだが聞いてくれはしまいか？」

　唐とう突とつに変な口調になったホールデンを訝いぶかしむ視線で見るメグ。

「君も個人的に欲しい物があるみたいだね。何を隠そう、私も欲しい本があるのだよ。で、そこで提案なのだが、ある勝負をしてそれに負けた方が勝った方にその欲しい物をおごるっていうのはどうだろうか？」

　ホールデンは大仰に身振り手振りを交えて勝負イカサマの提案をする。

「はぁ？　なんで私が貴方あなたとそんな勝負をしなければならないわけ？」

　メグはホールデンの提案に乗ってこない。が、ホールデンは根気づよく提案を続ける。

「まぁ聞けって。フラワーズが欲しい指輪は１万４０００ルードだろ？　俺が欲しい本は５５００ルードだ」

「だから何？」

「お前が１万４０００に対して俺は５５００。どう考えたって俺のがリスキーだろ？」

「……」

　メグは思案顔になった。先ほどの反応からすればかなり揺ゆさぶられている様に見えた。そこで追い打ちをかけるよう、挑ちよう発はつを挟はさむ。

「それとも、俺みたいな【遊び人】に負けるのが怖こわいのか？　それも俺の方がリスクを負っているというのに」

　正直一いつ切さいリスクを負っていないのだが、そんな事はおくびにも出さずに言い切った。

「そこまでいうならやってあげるわよ。後で泣きをみても知らないから」

（かかった！）

「勝負は簡単さ。この１ルード硬貨を投げて、裏表を当てるだけだ」

　そういうとホールデンは右手で１ルード硬貨をポケットから３枚取り出した。

「ちょっと待って」

　メグが声を上げた。ホールデンの心臓は明後日あさつての方向に飛んで行きそうなくらい驚おどろく。

（ま、まさか……ばれたのか……？）

　メグは自分の財布から１ルード硬貨を取り出し、投げてよこした。それを危なげなく左手でキャッチする。

「あなたが提案してきた勝負なんだから、コインはこっちを使いなさい」

「ああ、もちろんだとも」

（あっぶねー！　マジでビビった！　が、コインは何を使っても大だい丈じよう夫ぶなんだなこれが）

「そんじゃ、投げるぜ」

　右手にコインを持ち直し、イカサマゴトコインをばれないようにセットすると、親指でコインを弾はじいた。あとは上手く、イカサマゴト用１ルードと入れ替かえればそれで全すべてが終わる。コインが天高く舞まい上がる間、ホールデンの意識に先ほどのメグの言葉が思い起こされる。

『私は無駄遣いできないの……』

　そう言ったメグの言葉は重く、何かしらの事情があることは容易に想像できる。

（……俺はこいつから１００億ルードの借金を背負わされてるんだ……少しくらい）

『……そんな事できないわ』

　父親に買ってもらえばいいと言った時のあいつの表情。親には絶対に頼たよらないって決めた覚かく悟ごの顔であった。

　そこでホールデンの心象に映し出されたのは、自分達を見捨てた父親の姿だった。金に汚きたなく、女にだらしない。最低最悪の男。自分は今、そんな親父クソツタレと同じようなことをしようとしている。極限まで圧縮された時間感覚の中、コインが手元に来るまでの間が非常に長く感じられ、ホールデンは遂ついに決断した。

「……表、裏どっちを選ぶ？」




　　　　◆◆◆




　数十分後、メグは自分の右薬指にはめた指輪を嬉うれしそうに眺めていた。

　場所は、『36・５[image: ℃]キッチン』という酒場である。マスターは元名うての【傭兵The Soldier】という異色の経歴を持つ。このマスターの料理がバカ旨うまで、口コミで噂うわさが広がり連日大だい盛せい況きようであった。もちろん味が確かで混雑しているのだが、それにプラスして店を手伝っている１人娘むすめが気だても良い美少女なので、集客にさらに拍はく車しやがかかっている。相変わらず店内はマスターの飯と娘を目当てにした荒あらくれどもで満席であった。

　ホールデンはジョッキに注つがれた麦酒を一気に呷あおる。そんな楽しげな店内の雰囲気とは対照的に、不ふ機き嫌げんな顔だが、どこかスッキリとした印象を受ける。

「……同じモノ下さい」

「あっはーい！　少々お待ち下さい」

　マスターの娘はいつも通りの快活で純真無む垢くな笑え顔がおであった。その笑顔を見ていると、先ほどの自分の選せん択たくは間違っていなかったのだと悟さとる。

　イカサマゴト用１ルードは使わず、真しん剣けん勝負をし、見事に撃げき沈ちんした。

　確かに１万４０００ルードはホールデンにとって今月の命に手をかけられたのと同義である。だが、あそこでメグを騙くらかして飄ひよう々ひようと酒を飲んでいたら、決定的に自分は大事な何かを失っていたはずだ。そして、なりたくない親父クソツタレと同類になっていただろう。

「お待たせしましたー」

　元気な声と共におかわりの麦酒がやってくる。その新しいグラスに口をつけるとホールデンはメグに話しかけた。

「気に入ってくれたみたいでなによりだ……」

　メグは指輪から目を離し、ホールデンに移す。

「そうね。たまにはこういったギャンブルも面おも白しろいかもね」

「俺の食費が無機物になっちまったな……」

「ほら、かわりに今日のここの支し払はらいは私だから好きな物食べなさい」

「……かわりにって、今日の夜飯は元々荷物を持った報ほう酬しゆうじゃねーかよ」

「いつまでもウジウジしていたら男を落とすわよ」

　メグはどこか唄うたうような声こわ色いろで言う。

　ホールデンはできるだけ栄養をたくさん摂せつ取しゆするモードに入ろうと決心した。

「すいませーん。このフードメニューで上から高いもの10品持って来て下さーい」

　その雑極きわまりない頼み方でも嫌な顔１つせずにオーダーを通してくれる。

「……別にいいけど、節操がない頼み方ね。さもしい人間性が現れているわ」

「うっせ。ほっとけっての」

　しばらくすると、料理がやってきた。

　ジャガイモのスパイス炒いため、グレートホーンの煮に物もの、一いつ角かく兎とのガーリックソテー、その全てが想像以上の味で大満足である。中でも地竜の麦酒煮に込こみという一風変わった料理は筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい旨さであった。

　一通り料理に舌した鼓つづみを打つとホールデンの悲しみもひとまずは薄うすれ、やはり空腹は悪で満腹は大正義であるということを改めて認にん識しきした。

「……ねぇ？」

　ホールデンが満腹の余よ韻いんに浸ひたっていると、メグが話しかけてくる。

「なんだ？　まだ食い足りないのか？」

「違うわよ！」

　メグはそのデリカシーのない一言に憤ふん慨がいする。

「あのさ……その……もし私が一連の誘ゆう拐かい事件に巻き込まれたら……アンタはどうする？」

　声は小さく頼り無さげにつぶやく。

「……お前までティアみたいな事を言うのかよ」

「い、いいから答えなさいよ！　どうなの？」

　メグは顔を真っ赤にすると声を張り上げる。

「そうだな……たぶん助けにいくさ」

「たぶん？」

　鋭するどい目つきになりホールデンを睨にらみつけ、持っていたグラスを勢い良くテーブルに叩たたきつけた。メグの発する怒どの雰ふん囲い気きとグラス音にホールデンは戦おののいた。

「い、いや……たぶん、つーか……」

　ホールデンは困った様に視線を彷徨さまよわせる。と、何か気がついたのか、ホールデンは勢いを取り戻もどし、先を続けた。

「この命にかえても必ず助ける！」

「ほ、本当？」

「ああ。もちろんさ。噓うそなんてつかない」

「けど、さっきはたぶんって言ったけど、急にどうしたの？」

　ジト目を向けてくるメグに、ホールデンは自信たっぷりの表情で返答する。

「気がついたんだ！　お前が仮に誘拐されたらきっとお前のアノ親父おやじが大枚叩はたいて探させるだろ？　そうしたらなぁ、命の１つ位は当然かけるさ！　正直いくら出すのか楽しみでいっってえええ！」

　ホールデンのそのひど過ぎる理由を述べる途と中ちゆうで、メグが空のジョッキを投げつけた。

「どうせそんなことだろうと思ったわ！」

「今のは下手したら死んでたぞ！」

「男なんだからそれくらい我が慢まんしなさい！」

「酷ひどい男女差別だな……」

　ホールデンはグラスが直ちよく撃げきした場所をさすりながら非難の声を上げた。

「……ねぇ？　アンタってどうしてそんなにお金に固こ執しゆうするの？」

　メグは真ま面じ目めな声のトーンになりホールデンに問いかける。

「……なんでって金を求めるのにそんなご大層な理由が必要だとは俺は思わないけどな。なんと言っても金さえあれば大たい抵ていのことはできちまうんだから」

　ヘラヘラとその質問に対する回答をしゃべる。

「……噓ね」

　そうつぶやくメグの表情は全ての偽いつわりを見み透すかすようだった。そんな視線に曝さらされたホールデンはヘラヘラした笑いを引っ込め、そして耐たえきれなくなり視線を逸そらす。

「数ヶ月とはいえ、アンタと行動を共にしていればわかるわ……本物の金の亡者とそうじゃない人の」

「……」

　そう語るメグの瞳ひとみは昏くらく、何か悪いことを思い出したかのように表情は晴れない。

「なあフラワーズ……前に金が嫌きらいだって言ってたけど……どうしてだ？」

　そういった他人のプライベートを詮せん索さくするのは趣しゆ味みではないが、今のメグの表情を見てしまったら聞かずにはいられなかった。

「……別に……何もないわ……」

　視線を逸らし、新しいグラスに口を付ける。

「そうか。ならいいんだ……」

　気まずい沈ちん黙もくが２人に落ちる。周りは非常に楽しげな喧けん噪そうに支配されている分、２人の空間だけ断絶された異次元のようだった。飲み物が喉のどを通り過ぎる音すら聞こえるんじゃないかと思うほど、２人に会話はなかった。

　しばしの沈黙のあと、ホールデンは一気にグラスの中身を飲み干すと口を開いた。

「……昔、俺には妹がいたんだ」

　ホールデンがそう口火を切ると、メグは黙だまって話を聞く。

「俺と妹の親父は本物のロクデナシだった。お袋ふくろが稼かせいできた金のほとんどをギャンブルで使い果たす。無くなればもっと働けと暴力を振ふるい、幼い俺はお袋をいじめるなと体を張ったが、敵かなうはずも無く殴なぐられた。やがて、お袋が過労で亡なくなると親父は別の女を作りそのまま行方ゆくえをくらましちまった」

　ホールデンは努めて明るく話すが、内容があまりにも悲ひ惨さん過ぎたのでホールデンの配はい慮りよはあまり意味を成さなかった。

　新しい飲み物が運ばれてきて、それを半分程ほど飲むと話の続きを始める。

「それで、俺とフィービーは……ああ、フィービーは妹の名前な。両親がいなくなり、頼れる親類もいなかった幼い俺らは、とある孤こ児じ院いんに送られたんだ。ここでサリーと一いつ緒しよだった。それはまぁ、今は関係ないか。数年は一緒に過ごせたんだが、フィービーは俺と違ちがって容姿も愛あい嬌きようも良かったから里親につきたいという申し出が多くてね。俺はほら、昔からこの通りの性格だから引き取り手がなくてさ。だからフィービーは自分だけ行けないってその申し出を全部断ってたんだよ。けど、その孤児院の経営が良くなくなってみんな里親に出されたんだ。で、その里親はヴェルセのやつだった」

「あの北の国のヴェルセ？」

「そう、あのヴェルセだ。当時はまだ国交していたが、革命が起こって独裁政権になっただろ？　そこから一いつ切さいフィービーと連れん絡らくが取れなくなっちまってな」

「それは……なんて言っていいいか……」

「ああ、気にすんなって。変に同情されてもイヤだからな」

　ホールデンは戯おどけた調子でメグに言う。話の内容とホールデンの態度が非常にチグハグだった。

「俺はさ……親父がいなくなった時にフィービーと約束したんだ。これからはお前を俺が守ってやるってな。……だけど、あんな悲惨な革命があった国では生きているのか死んでいるのかもわからない。もちろん探すことはあきらめていないけどな。俺があの時フィービーの幸せを他ほかのやつに任せなければ、きっとこんな事にはなっていなかった。だから俺達みたいな子供をなくす世界にしたいんだ。そのためには圧あつ倒とう的な金が必要になる。だから世界で一番の金持ちになってその願いを叶かなえる。それこそがアイツにしてやれる贖しよく罪ざいなんだと思う」

　ホールデンは最後の方はメグに聞かせるというよりは、独白に近かった。

　先ほどの気まずい沈黙とはまた違う別種の静せい謐ひつが２人を包んでいた。

　ホールデンはぬるくなった麦酒を飲み干すと視線を外し、小さく舌打ちをした。

「こんなしみったれた話なんかして悪かったな。口では大層な御ご託たく並べたけど、俺は結局自分のために金持ちになりたいわけなんだよ」

「……やっぱりアンタはあんな奴やつらとは違うわね」

「あんな奴ら？」

　メグはぼそりとつぶやくように言ったが、ホールデンは聞き逃のがさなかった。

「……昔、私には沢たく山さんの友達がいると思っていたの」

　静かに語りだしたメグ。今度はホールデンが静かに聞く番だった。

「でも違ったの……。アイツらは私じゃなくて、後ろにいるお父さんのお金と力しか見ていなかった。私と仲良くなれば、将来安あん泰たいだとか、親に言われて私と仲良くなるだとか。何かと理由はあったけど、結局は誰だれ一人ひとりとして私自身を見てくれていなかった。お金っていうものは脆ぜい弱じやくな人間を狂くるわすには充じゆう分ぶん過ぎる魔ま力りよくを持っているわ。だから私はお金なんかに左右されたくないし、それだけしか見ていないアイツらなんかと一緒になりたくない」

　強い意志を感じさせる声と表情であった。その瞳の色には金への嫌けん悪おが滲にじんでいた。ホールデンは想像するしかできないが、周りに居る者全すべてが自分ではなく金の為ために接してきたらそれはなんという地じ獄ごくだろうか？

「お金は嫌いよ。でも……お金がどうしても必要なの」

　先ほどまでのメグの瞳には、嫌悪の色が濃こかったが、今は悲しみの色に染められていた。

「探したい人がいるの」

「探したい人？　それとお前が金を必要なのはどう関係してくるんだ？」

「……『悲嘆主義者の月曜日ブルーマンデイ』って覚えてる？」

「10年くらい前の事件だな。確か……自殺者が１日で、すごい数でたって話だよな？」

「そう。アレを仕し掛かけたのは……私のお兄ちゃんなの」

　ホールデンは驚おどろきを隠かくせなかった。

「どういうことだ？　そもそもお前の兄貴って10年前に病死したって話じゃ……」

「私のお兄ちゃん……リアム・フラワーズは大逆無道の職イービルジヨブだった」

「カースティさんが言ってた？」

「そう。具体的な話はわからないんだけど、あの日……お兄ちゃんは出て行く前に私に言ったの。一連の自殺騒そう動どうの犯人は自分だと」

　辛つらい思い出を口にしているためか、一言一句震ふるえているように聞こえた。

「そして、いつも優やさしかったお兄ちゃんは、見たことない顔で私に言ったの『この世界は狂っている』。そう言い残して二度と帰って来なかった」

　メグは視線を落とす。

「お父様とお母様に聞いても、『リアムの事は忘れなさい』と言ったきり詳くわしく聞くことを禁じられた。それどころか、お父様は王の剣ライトハンドオブキングに暗殺指令を出している。だけど、この10年お兄ちゃんを見つけられていない。私は知りたい。あの優しかったお兄ちゃんが何でそんな事をしたのかを。そして、最後の夜私に言ったあの言葉の意味を……」

　メグは視線を上げると、固い意志を表明するかのように静かだが強くつぶやいた。

「だから私は必ずお兄ちゃんを見つけ出す。そのためにお金を貯ためないといけない。嫌いなお金を貯めるなんて笑えるくらい皮肉に満ちてるけどね」

「……だから、金が必要なのか。親に頼たよれないなら、自分の金と力で探すしかないもんな」

　実際、行方をくらませた人物を探すのはかなりの金が必要だ。特に国家を上げて探しても見つからない相手だ。一体いくらかかるのか見当もつかない。

　ホールデンは、メグの姫ひめらしくないキツい性格の背景を垣かい間まみた気がする。気き丈じように振る舞まい、信しん頼らいできる友も作れず、誰にも理解されない目標を内に秘める。それはどれだけの重さなのだろうか。

「……すげぇな。尊敬なんて簡単に言うべき言葉じゃないけど、今の俺の気持ちを言葉にするのであれば尊敬って言葉が一番しっくりくるよ」

「……気持ち悪いわね。アンタにそんなこと言われるなんて」

　メグは目を丸くしながらも冗じよう談だんめかした口調で言う。

「ひでーな。これでも真面目に俺は言ってんだぞ」

　場の空気が弛し緩かんするのが分かる。あの気まずい雰囲気は元からなかったみたいだった。

「フフフ……」

　メグのその悪戯いたずらめいた微び笑しようは艶なまめかしくもあり、神こう々ごうしさすら感じられた。初めて心の底からの笑え顔がおをホールデンに向けているのであろう。この笑顔には１億ルード以上……いや、金では買えない物なんじゃないかとホールデンは思う。その笑顔があまりにも常じよう軌きを逸いつ脱だつした可愛かわいさであり、ふいにそんな笑顔を向けられたホールデンは一いつ瞬しゆんで頭が沸ふつ騰とうし、鼓こ動どうが跳はね上がった。そして──

　ホールデンの瞳は桃もも色いろに染め上がる。

《女殺しジゴロ》が発動した。

（押さえ込む余地すらなかったぞ今……頼たのむから変なことは言わないでくれよ……）

「ああ……なんて尊いんだ。まるで世界の終わりを迎むかえた地に孤こ高こうに咲さき誇ほこる気高き華はなのようだ。その笑顔が今僕にだけ向けられているなんて……欣きん喜き雀じやく躍やく、千姿万態の小こ躍おどりを演じたい気分さ。去者日疎さるものはひびにうとしとよく言ったものだが、この笑顔さえあれば未み来らい永えい劫ごう、この身が朽くち果てたとしても僕の魂たましいに刻み込まれたので忘ぼう却きやくする事はありえない。輪りん廻ね転てん生せい後すら僕は忘れないだろう。それほど、今の笑顔は僕の心を穿うがったんだ！」

（なんなんだよそれ！　そもそも俺の語ご彙いの中に存在しない言葉が多数入り混じってるんだが……一体どういう原理で喋しやべれてるんだよ……）

「ええっと……あの、その……ありがと……」

　メグはホールデンの仰ぎよう々ぎようしい褒ほめ句に対して、慌あわててうなずくと小さく謝辞を口にした。その顔は耳まで真っ赤に染まっていた。

　ホールデンは人差し指を立てると、左右に振った。

「ちっちっちっ！　お礼を言うのはこちらの方さ！　むしろ、今のその照れている顔もどんな宝石よりも価値がある。俯うつむいていないで、よく見せてくれないかい？」

　そういうと、メグのあごを手で持ちクイッと持ち上げた。

「あ、アンタ……たまに性格ががらっと変わるけど、一体どういうことなの？」

「性格？　そんな事は些さ末まつ過ぎる問題さ。今問題にしているのは君の笑顔が犯罪的だって事だよ子こ猫ねこちゃん」

　メグの問いには一切答えず、問題のすり替かえをするホールデン（ジゴロVer.）。

「だ、誰が子猫ちゃんよ……」

　メグはホールデンに褒め千切られ、満まん更ざらでもない様子だった。

　だが、ホールデンの次の言葉で空気が一変する。




「罪を犯おかしたお兄さんの事なんて早く忘れて、ずっとその笑顔を絶やさないでおくれ」




　どこか緩ゆるやかな雰ふん囲い気きであったが、一瞬で凍こおりついた。

「……ごめん。今……なんていったのか良く聞こえなかったんだけど……もう１度言ってくれない？」

「もちろんさ！　君の頼みを無む礙げにしたら神からの裁きが下ってしまうよ」

　ホールデンはメグの冷えきった表情に全く気がついていないようだった。むしろ、気がついていたところでそれを考こう慮りよするかははなはだ疑問であるが。

「お兄さんなんて早く忘れなよ。君の心は罪を犯した愚おろか者のために捕とらわれることなんてない。そのお兄さんはクズだね。明言できる。何よりも尊い君の笑顔を曇くもらせるんだから」

「本気で……言ってるの？」

「当たり前さ。本気に決まっている。君の美しさに誓ちかって噓うそ偽いつわりはない。何度だって言ってあげるよ。君のお兄さんは真性のクズだね。この場にいたら僕が縊くびり殺してやりたいくらいだ。なんだったら今から探し──」

　その後の言葉はホールデンの口から出ることはなかった。

　乾かわいた音が喧けん噪そうを引き裂さいた。その音は、メグがホールデンの頰ほおを平手打ちした音だ。その場にいた客はことごとく黙だまり込み、ホールデン達の方に視線をやる。皆みな一様に何がおきたのかと、野次馬心で見物していた。

「いつつつつつ……」

　ホールデンは《女殺しジゴロ》から解放されると同時に、頰に鈍にぶい痛みを感じる。

「……最低ね。少しでもあなたを信頼しようとした私がバカだったわ」

「い、いや……今のは……」

　ホールデンは釈しやく明めいしようと声を上げようとしたが、その瞬間に再度頰を叩たたかれた。今度は１度ではなく何度も。

　メグはその後、走って店から出て行ってしまう。

「お、おいちょっと待ってくれ……」

　その呼びかけも、静まり返った店内に空むなしく吸い込まれて行く。

　一瞬、走り去るメグの横顔が見えた。

　大きく綺き麗れいな瞳ひとみからは涙なみだが一ひと雫しずくこぼれていた。

　ホールデンは席に戻もどると、気を落ち着かせるために麦酒を注文しようとした、が。

「ウチの店には女を泣かせるような男に飲ませる酒はねぇ。とっとと追いかけて行ってやんな。金はつけといてやるから」

　と、マスターに言われてしまう。

　店内のあちこちから似たような声が上がると、ぼけっとしていたホールデンはその声に急せかされ外に出た。辺りをキョロキョロ見み渡わたすがすでにメグの姿はなく、時計台広場まで探しまわったが、見当たらない。

「どこ行ったんだ……」

　あちこち探し回って酔よいも完全に冷める。《女殺しジゴロ》の影えい響きよう下にあったとはいえ、メグには関係のない話だ。最低、とメグの言葉がホールデンの頭の中でリフレインする。あれだけ大事に思っている兄を、ホールデンはおとしめたのだ。メグが激げき怒どするのは当然であろう。いや、怒おこっているだけならばまだマシかもしれない。それよりも悲しませてしまった。そのことにひどい罪悪感を覚える。

　ホールデンが走り回っていると、路地裏の地面に剣けんが落ちていた。

「これは……！」

　その剣を拾い上げる。その剣はメグのものであった。走り去る時に落としたのだろうか？　ホールデンの胸に一いち抹まつの不安が去来する。その不安が杞き憂ゆうであることを祈いのった。
















「暑い……」

　空に煌こう々こうと照る４つの太陽の内、夏の太陽が猛もう威いを振ふるう。時刻は９時。すでに日差しは強く、ホールデンをこんがりと焼き始めていた。

　ホールデンはあれから一晩中メグを探し回ったが、履歴書ウオークオブライフでメッセージを送っても返事はなかった。可能性として、怒って返事を返さないこともあるだろうとホールデンは思い、寮りように帰ったが、いないことを確かく認にんすると、方々を探した。何かヤバい事に巻き込まれたのか確固たる証しよう拠こはなかったが、あの剣を見てから妙みような胸むな騒さわぎがしている。朝になり、さすがに会社インクには顔を出すだろうと考えたホールデンは一いつ旦たん寮に戻った。寮の管理室にメグが戻っていないかを聞いたが、戻っていないとのこと。着き替がえるために自室に戻ると、サリーは既すでに起きていた。

「おはよう、ホールデン君。いい朝だね」

　いつも通りの爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべるサリー。そんなサリーとは対照的に徹てつ夜やで動き回っていたホールデンは疲つかれ切っており、顔色が悪かった。

「おう……」

「だいぶ疲れてるみたいだね。どうしたの？」

　そんな疲れたホールデンを労ねぎらうかのように、珈琲コーヒーを淹いれ、ホールデンに渡わたすサリー。

「わりーな。助かる」

　ホールデンはもらった珈琲を半分まで飲む。珈琲の苦味と熱さで幾いく分ぶんか正常な思考ができるようになる。そこでホールデンはサリーが怪け我がをしていることに気がついた。

「その腕うでどうしたんだ？」

「……ああ、ちょっと不ふ手て際ぎわで怪我しちゃってね」

「医い療りよう部に行って、治ち癒ゆのスキルで治せばいいのに」

　サリーは曖あい昧まいな笑顔でそれに答えた。ホールデンはさして気にもとめず、昨晩の顚てん末まつをサリーにかいつまんで説明する。

「それは……心配だね。部屋には戻ってないのかな？」

「さっき管理室で確認したけど戻ってないってさ」

「……何か事件に巻き込まれたのかな」

「わからない……ひとまず会社インクに行って確認をしてから動きを決めようと思う」

　神しん妙みような面おも持もちでサリーはうなずいた。と、そこでドアをノックする音が聞こえる。ホールデンは一いつ瞬しゆん、メグであったらいいと思った。

「どうぞ！　開いてますよ」

　サリーがそう言うと、扉とびらが静かに開いた。中に入ってきたのはこの暑いのに長いローブを着て顔をフードで隠かくした非常に怪あやしい人物であった。２人が訝いぶかしんでいると、その人物は厳おごそかに声を出した。

「……ホールデン・ドハーティはいるか？」

　ホールデンは警けい戒かいしつつも返事を返す。

「……俺だけど……おっさん誰だれだ？」

　不ぶ躾しつけなホールデンの対応にその人物は若じやつ干かんの苛いら立だちを沈ちん黙もくの中に現した。

「……相変わらず無礼な奴やつだな」

　その人物はそう言うと被かぶっていたフードを取り、面おもてがあらわになる。

「あなたは！」

「げっ！」

　二者二様の反応だが、驚きよう愕がくしていることは間ま違ちがいない。なぜならその人物はクートヴァス王国第57代目国王、ノア・フラワーズその人であったのだから。

「久しぶりだな、小こ僧ぞう」

　ホールデンはバツが悪そうに笑った。

「フラワーズ様……このような場所にお供も連れずいかがなされたのでしょうか？」

　そうサリーが恭うやうやしく尋たずねる。そこでホールデンは気がついた。あの英気に満ちたノアの顔が憔しよう悴すいしていることに。ノアは辺りを見回すと、神妙に話し始めた。

「……メグが拐かどわかされた」

　ホールデンの胸に重い何かが落ちる。それは昨日から感じていた不安が現実のものとしてホールデンの中で認識された事を示していた。

「今朝、余の履歴書ウオークオブライフにこれが届いた」

　ノアは履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせると、とあるページを２人に見せる。そこには『メグ・フラワーズは預かった。無事に返して欲しくば、１週間以内に１００億ルード用意されたし』といった文面と、鎖くさりに繫つながれ、服がところどころ破けたメグの姿がうつっていた。２人は声の出し方を忘れてしまったかのように黙だまる。そして、ページがめくられる。そこには『このことは公おおやけにするな。メグ・フラワーズの所属会社インクにはお前が連れん絡らくを入れ、しばらく休むと言え。そして国王の勅令キングダムリクエストを発令するような馬ば鹿かな事はするな。破ればお前の大事な娘むすめの体は穢けがされ、命の保証もしない』と脅おどしの文言が続いていた。国王の勅令キングダムリクエストとは国王のみに許された強制依い頼らいである。１度発令されたら、15歳以上の国民は全すべてこの依頼を受けなければいけない。よほど重要なことでもない限り、国王の勅令キングダムリクエストは発令されない。しかし、この王なら自分の娘が危険になったと知れば使う可能性が高いと踏ふんだのだろう。

「フラワーズ……」

　ホールデンはぽつりとつぶやいた。そしてメグの言葉を思い出す。

『あのさ……その……もし私が一連の誘ゆう拐かい事件に巻き込まれたら……アンタはどうする？』

　皮肉にもその言葉が現実のものとなってしまった。ホールデンは視線を下方に向ける。

「ノア様。公にするなと書かれているのに、なぜ僕たちに話されたのですか？」

　それはもっともな話であった。同じ話すにしても、国王直属の最強部隊　王の剣ライトハンドオブキングを動かしたほうがはるかに話が早いはずだ。

「王の剣ライトハンドオブキングは動かせない。アレを動かすとなれば隠おん密みつにということが不可能だからだ。クートヴァス・インクの者が使えない……そうして余が頼たよったのはヴィンセントだった……だが奴ははるか遠くのダンジョンの中ときている……」

「そうですね……急いで引き返しても、社長達がいる場所からは２週間は確実にかかりますし……戻もどってくるのですか？」

「ああ……だが、時間がかかりすぎる。それだと間に合わない……」

　そこでノアはうろんげな視線をなぜかホールデンに投げる。

「……ヴィンセントやつから言われたのだ。『ラロケット・インクウチには頼りになる奴らが沢たく山さんいる。特に俺の一押しはホールデン・ドハーティだ。奴を頼ってくれれば俺がいなくても何の問題もねーよ』とな」

　ノアはそう言うと、ホールデンを睨にらみつける。ホールデンはその視線から目を離はなさない。

「余はお前の事を信しん頼らいしておらん」

　それもそうだろう。愛まな娘むすめの唇くちびるを強引に奪うばった相手だ。そんな相手を信頼しろと言う方が難しい。ホールデンはノアの言葉を黙って聞いている。

「だが、余はヴィンセントの事は信頼しておる。余が信頼する者が信頼するお前を見込んで頼たのみがある」

　すると深々とホールデンの眼前で一国の王が頭を下げる。

「これは王としてではなく、メグの父親として頼みたい」

　国王の声は震ふるえていた。必死に決けつ壊かいしそうな涙るい腺せんをこらえているのだろう。

「どうか……あの子を助けてやってはくれないだろうか……」

　ホールデンは頭を下げ続けるノアを見る。サリーはただただ黙ってその光景を見守ることしかできなかった。その真しん摯しな態度のノアに対して、ホールデンは理解できないといった感じで返答する。

「正直、なんで王様が俺に頭を下げているのかわからないね」

　ノアは頭を下げたまま無言である。

「ホ、ホールデン君いくらなんでも失礼じゃないかな……？」

「失礼？　それも意味がわからん」

　サリーは引きつった顔になる。ホールデンは大きく息を吸うと叫さけぶ。

「頼まれて助けるものなのか？　違うだろ！　親が頭を下げたから？　社長の命令だから？　違う！　あいつは俺らの仲間だ！　助けるのに理由はそれで充じゆう分ぶんじゃねーのかよ！」

　ゆっくりと頭を上げるノアは、静かにホールデンの瞳ひとみを見つめた。

「……ありがとう」

　一言、明確な意思を乗せた声で告げた。ホールデンは照れを隠すように頭を搔かいた。

「サリー行こう。こうしている時間も惜おしい。あいつの手がかりを探そう」

　サリーは力強くうなずく。２人が部屋を出ようとすると、ノアが引き止める。

「君たち……この件の報ほう酬しゆうだが」

「報酬なんていらないですよ……ねっ！　ホールデン君？」

　サリーは先ほどの言葉に感動した。仲間のために立ち上がるその姿勢に。なので当然そんなものはいらないと辞退する。

「で、いくらくれるの？」

　ホールデンはサリーの期待と先ほどまでの雰ふん囲い気きをぶち壊こわした。

「ホールデン君……君ってやつは……」

「もらえるものを断る道理はないからな」

　サリーはどんな状じよう況きようでもホールデンが揺ゆるぎないことを悟さとり、苦く笑しようした。

「よい。ドハーティの言うことは何も間違ってはおらん。正当な報酬を受け取るのがこの世界の理ことわりなのだからな」

　ノアは何の失望の色も浮かべなかった。

「……メグを無事取り戻してくれれば１００億ルードだそう」

「陛下、この私めにお任せ下さい。さあ、ぐずぐずするなサリー！　姫ひめ君ぎみを見事助けようじゃないか！」

「……さすがという言葉以外見つからないよ僕は……」

　ホールデンの目はルードマークになる。そんな様子のホールデンにノアも若干引いている様子であった。
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　あれから６日が経過した。そして時刻は23時を過ぎたところだ。後１時間もすれば期日の１週間がやってくる。方々をあたってみたが、成果は芳かんばしくなかった。ホールデンはくたくたになりながら寮りようの自室の扉を開ける。

「お疲れ様、ホールデン君。そっちは何かわかった？」

　サリーも部屋に戻ってきており、進しん捗ちよくを聞いてくる。

「いや……そっちは何かわかったか？」

　ホールデンはベッドに倒たおれ込むと、特に期待せずに聞いた。

「うん。わかったよ」

　予想外の言葉にホールデンはとびおきる。

「一体何がわかったんだ!?」

「何も手がかりを得られないということがわかっ……」

　スパーン！

　その瞬しゆん間かん、全力でサリーの頭を叩たたいた。

「いたたた……本気で叩くんだからなぁ」

「冗じよう談だんを言ってる場合じゃねーよ！」

「うーん。冗談のつもりはないんだけどね」

　サリーは頭をさすりながら非難の色を滲にじませた。

「何もわからない事がわかるっていうのも大事だよ。この６日間、色々な可能性を考こう慮りよして様々な職業ジヨブに転職ジヨブチエンジして色々なスキルで探したけど、どれにも引っかからなかったんだ」

「色々なスキルって、どんなスキルだよ？」

　ホールデンは自分が転職ジヨブチエンジできないので、若干のひがみを交えつつたずねた。

「主にサーチ系のスキルだね。ただ、他ほかの職業ジヨブだと熟練度が低いからあまり高難度のサーチ系では試ためせなかったんだ。ただ、他の人に１度強力なサーチ系スキルを使って調べてもらったけど引っかからなかったよ……おそらく、強力な妨ぼう害がいスキルを持っていると思う」

　２人に沈黙が落ちる。

「……サーチ系？」

　と、そこでホールデンは気がつく。むしろなぜ今まで気がつかなかったのか不思議であった。【遊び人】のスキル《探し物グリーデイー》の事を。メグがいなくなった日に、ホールデンが賭かけに負けて買わされた指輪。あれがもし、ホールデンの所有物と見なされれば、このスキルに引っかかる。そしてそれが指し示す場所は……。一筋のわずかな光明にすがるように、ホールデンは呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

《俺の物は俺の物》

「ホールデン君、詠唱なんてしてどうしたの？」

「いや、ものは試しって言うだろ。《探し物グリーデイー》！」

「まぁそうだね。やってみるといいよ」

　サリーは無む駄だだと言わんばかりの様子であった。

　ホールデンはスキル名を発動すると履歴書ウオークオブライフの空ページにクートヴァス全域の地図が表示される。次いで点が表示される。当たり前だが今いる第１区画の寮にその点が集中している。拡大するまでもなくそれは今この部屋にあるものだということは明白であった。

「……！」

　第４区画に１つ点が浮うかび上がっていた。ホールデンは期待に胸を膨ふくらませその点を拡大させた。が、すぐに落らく胆たんすることになった。それはミルドー山に探たん索さくに行った時に落としたと思われる、１ルードであった。ホールデンは溜ため息いきを吐つくと、その１ルードは今度拾いに行こうかと思い履歴書ウオークオブライフを閉じようとした。そこで気がつく。クートヴァス第10区画の外れ、エスディメリとの国境線沿いの場所にあるガヌーブという小さな街に点がある事を。ホールデンはガヌーブに行ったことはなかったので首を傾かしげた。その点を拡大するとホールデンは笑えみをこぼす。

「……やったぞ」

「何がやったの？」

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフをサリーに見せる。すると、サリーは信じられない物を見たと言わんばかりの表情になった。

「この点が指し示すのは俺がフラワーズに買った指輪だ。何で俺がアイツに指輪を買ったのかは省かせてもらう。この場所にフラワーズがいるはずだ」

　サリーはいつもの笑顔を若じやつ干かん強こわ張ばらせている様に見えた。

「どうしたんだ、サリー？」

「……僕があれだけ色々調べてわからなかったから、ちょっとびっくりしてね」

「まぁそれだけ俺の力がすごいってことだな」

「うん……。本当にそう思うよ……」

　サリーは履歴書ウオークオブライフの点を見つめ、ボソリとつぶやいた。

「どうしたんだ？」

　その様子がおかしかったのでホールデンはサリーに訊たずねる。

「いや、なんで指輪なんてメグさんにプレゼントしたのかなぁと思ってね」

「プ、プレゼントじゃねーよ！　あれは単純に俺の運が悪かっただけというか……」

「恥はずかしがらなくてもいいって」

「おいっ！　何勘かん違ちがいしてんだ！」

　先ほどのサリーのおかしな雰囲気はいつの間にか消え、いつも通りになっていた。

「それで、どうするつもりだい？　今日はもう遅おそいから明日助けに行く？」

「今すぐ助けに向かうさ」

「そう……だよね……」

「お前も来てくれるだろ？」

「それはもちろんさ。メグさんは大事な仲間なんだからね」

「……先に言っておくが、報酬額インセンテイブは俺が８でお前が２だぞ」

　相も変わらずがめつい顔でサリーに言った。サリーはそれに対していやな顔１つするどころか、満面の笑顔になる。

「お金なんていらないから、代わりにティアさんを誘さそって、僕の報酬を割り当ててよ。相手は何人いるかわからないし、強力な職業ジヨブの可能性もあるから３人は必要だよ。それにティアさんの【裁判官】は悪人には非常に効果的だしね」

「……確かにな。けど、お前は本当にそれでいいのかよ？」

「僕はお金よりメグさんを助けたいと思っているんだからね」

「お前がいいって言うならいいけど……」

「それなら僕がティアさんに連れん絡らくするよ」

　サリーは履歴書ウオークオブライフを取り出した。

「同じ寮なんだから直接行った方が早いんじゃないか？」

「そうだけど、この時間にいきなり女性の部屋に行くのはマナー違い反はんだと思うよ。だから行くにしても僕が一報連絡を入れておくね」

「……そういうモンなのか。じゃあ頼たのむ」

「うん。やっておくよ」

　サリーはそう言うと指を走らせ、履歴書ウオークオブライフに文字を刻む。

　何を書いているのか、送るのに少し時間がかかっていた。

「送ったよ」

「女に連絡するからって時間かけすぎだろ」

「事情を説明するのに少し時間がかかったんだよ」

「そんなの来てから言えばいいのに」

　それに困った様な笑顔を浮かべるサリー。

「僕の性格的な問題だからごめんね」

　そんなやり取りをしていると、勢いよく扉とびらが開いた。

「……ぐずぐずしてないで早く行こう」

　そこにはティアが立っており、いつも通り淡たん々たんとした口調でホールデン達を急せかした。が、その格好を見てホールデンは力が抜ぬけてしまった。なぜなら、淡あわいブルーの猫ねこを全面に配したパジャマを着て、同じ柄がらのナイトキャップを被かぶっていたからだ。

「すぐに行くのはいいけど、着き替がえてこい……」

　ティアは自分の格好を見ると、顔を赤らめ部屋に戻もどって行った。
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　異様な街だった。

　ホールデン、サリー、ティアは第10区画のガヌーブに到とう着ちやくした。

　時刻は子ねの刻こく。夜や陰いんが世界を支配する。この姿が在あるべき姿だと言わんばかりに。

　街は静かだった。時間を考えれば静かなのは当然である。だが、静か過ぎるのだ。街からは何の音も気配も光も感じられない。夜静かなのは基本的にいい事である。しかし、行き過ぎた静せい寂じやくは不気味さを伴ともなう。ガヌーブは人口１０００人程ほどの小さな街である。その１０００人が一いつ斉せいに眠ねむりにつく事等ありえない事だ。いや、仮にそうであったとしても人間の気配というものは消えるものではない。

　その気配というものが一切感じ取れなかった。

　街というものは人間が住み、営んで『街』たりえるのだ。それがない街はなんと怖おぞ気けを伴うものなのだろう、と目の前の街を見てホールデンは背筋を寒くする。

　ホールデン達は《探し物グリーデイー》が指し示す場所に向かって、警けい戒かいしつつ歩を進めた。

　点が指し示す場所は大きな洋館だ。その洋館にも明かりはなかった。

　３人は手分けしてその洋館の周辺を探さぐる。

「特に何も変わったところはないね」

「ああ。こっちも特に怪あやしいところはなかった」

　ホールデンとサリーが合流すると報告をした。

「それにしてもこの街なんなんだろうな……」

「そうだね。廃はい墟きよというわけでもないし、なんで人がいないんだろう」

「この洋館も窓から中を覗のぞく限り、荒あれていないし綺き麗れいなもんだったぞ」

「……この奇き妙みような状じよう況きようは恐おそらく何らかのスキルが使用されているんだろうね」

「まあ、そうなるよな」

「……２人ともこっちにきて」

　ティアの呼ぶ声が聞こえて来た。そちらの方角へ向かう。洋館の左横にティアはいた。

「ここを見て」

　ティアが指し示した場所は地下に続く階段で、階下からわずかに光が漏もれていた。この街に来て初めての明かりであった。

「……行くか」

　ホールデンがそう言うと２人は首しゆ肯こうする。

　階段を降りきると、ドアノブに手をかけた。どうやら鍵かぎはかかっていなかったので慎しん重ちように中に入る。そこは大きな物置部屋であった。整然と物が並んでいるのを見ると、最近までここはちゃんと管理されていたことが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　３人は物置部屋の奥にある扉を開く。そこは薄うす暗ぐらい廊ろう下かになっていた。

　いつ敵がでてきてもいいように各おの々おの履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせ歩く。突つき当たりの扉まで行くと３人は立ち止まった。扉の向こう側から人の話し声が聞こえてくる。それも数人ではなく途と轍てつもなく大人数の声だ。《探し物グリーデイー》が指し示す点はこの扉の向こう。ホールデンは少しだけ扉を開けると中の様子を窺うかがった。扉の先はかなり大きな部屋であった。２階分ぶち抜いた開放感ある天てん井じようで、ホールデン達のいる場所は２階部分にある回かい廊ろうであった。本来は舞ぶ踏とう会などで使用する部屋なのだろう。天井からは瀟しよう灑しやな洋館らしい、豪ごう奢しやなシャンデリアが吊つるされており、煌こう々こうと明かりを灯ともしていた。

「何だよ……これ……」

　ホールデンは扉の先の異様な光景に息を飲む。

　ダンスーホールには数百人の仮面を被った人達が正装をして歓かん談だんしていた。手にはシャンパングラスが握にぎられ、何らかのパーティが催もよおされているようである。これだけの人数にもかかわらず参加しているのは全すべて男性だ。

「……ホールデン、中はどうなってるの？」

　ティアがホールデンの肩かたを摑つかみ、たずねてくる。

「……かなりの人数がいる。何をやっているのかは全くわからないけど」

　ティアとサリーは交こう互ごに中を覗き込んだ。

「なんなんだろうね……この集まりは」

「参加者が全員男っていうのが何か不気味だな」

　すると、部屋の一段高くなった舞ぶ台たいに１人の見覚えのある人物が舞台袖そでより登場した。

「紳しん士しの皆みな様さま、今こ宵よいお集まり頂きまして誠まことにありがとう御ご座ざいます。本来であれば明日の夜開かい催さいされる予定でしたが、こちらの都合で今宵になってしまい、深くお詫わび致いたします」

　深々と頭を下げるその人物は……

「……リチャード・ケリー」

　ホールデンは苦々しくつぶやく。

「それでは、深い時間なので早さつ速そく商品のお披ひ露ろ目めと参りましょう」

　リチャードがそう言うと、舞台袖より暗あん渠きよの宿の残党が姿を現した。その手には鎖くさりが握られている。

「おらっ！　早く歩け！」

　鎖を強く引くと、その鎖に繫つながれた女の子達が姿を現した。

　総勢12名。全て容姿に優すぐれた美少女ばかりであり、格好は露ろ出しゆつが多く、男の獣じゆう欲よくを最大限に引き出す扇せん情じよう的な服装であった。

　全員が姿を見せると、参加者である男達は舞台まで一斉に移動する。女の子達に向ける視線の奥にある情感は淫いん欲よく、肉欲、色欲、情欲、淫情、劣れつ情じようなど、あらゆる性欲をごった煮ににしたものであった。

「さぁ皆様、お目当ての商品が決まりましたか？　早速競せりに移ろうと思います」

　リチャードが視線で部下に合図すると、１人の女の子を壇だん上じようの中心に引っ張った。

「さぁ、最初はこの子です。名前はアリア・ラニスター14歳！　ご存知の方も多いかもしれませんが、ラニスター・インクの創設者であるヴァリス・ラニスターの１人娘むすめであります。栗くり色いろの甘い髪かみとクリクリとした可愛かわいらしい瞳ひとみが特とく徴ちようの美少女です。もちろん処女になります。落札者様の好きなように染めあげて下さい。この子の親が提示した身みの代しろ金額が５億ルードなので、５億スタートでお願い致します」

　すると堰せきを切ったように参加者達は数字が書かれたプレートを掲かかげ、値段を叫さけび始めた。

「５億２千！」

「５億６千！」

「５億９千！」

　値段を叫ぶ男達の声こわ色いろを聞いていると胸むなくそが悪くなる。

　ここは人間を売買する『人間売店ヒユーマンストア』。

　凄すさまじいほど値段がつり上がっていく。その額には現実感というものが欠落していた。

「はい、６億７０００万ルード以上はいませんね？　それでは29番の方が落札とさせて頂きます。それでは商品のご確かく認にんをお願い致します」

　29番の男は身長が低く、その割に体重は非常にある体型をしていた。嫌いやでも醜しゆう悪あくな豚ぶたを連想させる。29番は息を切らしながら登壇すると、興奮を押さえられないといった感じでアリアに近づいた。アリアの髪を摑むとおもむろに口に含ふくんだ。にちゃにちゃとその髪を味わう。「ひっ」と、小さな悲鳴が上がる。その声に29番の男の嗜し虐ぎやく心に火がついたのか、己おのれの臭くさい舌を出すとアリアの頰ほおと首筋に這はわせる。

「た、助けて下さい……お願いします……」

　か細い声でアリアは助けを乞こう。が、それは聞き届けられるはずもなかった。

　ホールデンは頭に血が上り、ホールに飛び込もうとした。だが、サリーとティアに止められてしまう。

「今出て行っても勝ち目はないよ。あの人数じゃ多勢に無勢だ。向こうの勢力も把は握あくできていないし、無策には飛び込めないよ……」

「くそっ……」

　ホールデンは地面を叩たたいて己を押さえ込む。

　この世が善人ばかりで世界が廻めぐっているなんて坊ぼうやみたいな考えではなかった。正義なんてモノは人間が作り出したエゴの固まりだ。そんな紛まがい物なんてなくても世界は回る。こうして自分の目の前で悪あく辣らつ、悪逆、悪質な行こう為いを目まの当たりにすると吐はき気がする。ホールデンは自分が聖人君子だなんて一ミリも思っていない。むしろ、ゲスの類たぐいだと理解している。魂たましいは、生まれた時に、皆平等な物である。だが、魂はその者の生き方次し第だいで肥え太っていく。ホールデンの魂も欲という脂し肪ぼうがついていることを否定しない。しかし、あそこで人間を売買するようなクズ共とは一いつ緒しよにされたくはなかった。

「はぁはぁはぁ……」

　29番の小太りの男は辛しん抱ぼうたまらなくなり、アリアに抱だきついた。アリアはついに大声で悲鳴を上げる。その声がホールに響ひびき渡わたるとその場にいた男達は、最高の見世物であるかのように歓かん声せいをあげた。女の子の悲鳴が至高の悦よろこびなのだろう。

「はい、29番様。その続きはこちらの商品をお届けした後にして下さいね。それではお支し払はらいをお願い致します」

　リチャードがそういうと29番の男は名残なごり惜おしそうにアリアから離はなれ、己の履歴書ウオークオブライフを取り出すと素す早ばやい仕草で指を動かし、入金を終わらせる。

「……確かに。ありがとうございます。それでは彼方あちらでご配送の手続きをお願いします」

　29番の男はリチャードに促うながされ別室に去っていった。

「さぁ！　それではどんどん次に行きましょう！　次は──」

　悪あく魔まの祭典はなおも続いて行く。夜が更ふけていくと闇やみが濃こくなるのと同じように、狂きよう気きも色濃くなっていく。むせ返るような人間の腐ふ敗はい部分がこの空間に充じゆう満まんする。その狂気が最高潮になったのは一番最後の商品が登場した時であった。

「それでは、今宵12人目にして大トリの目玉商品の登場になります！」

　リチャードが興奮を抑おさえられないとでも言うかのように叫ぶ。

「さぁ！　こちらがその目玉商品！　クートヴァス王国第57代目国王ノア・フラワーズの１人娘、メグ・フラワーズです！！！！！！！！！」

　鎖につながれたメグは力なく、されるがままになっていた。他ほかの者と同様に扇情的な格好ではあるのだが、違ちがいがある。宮きゆう廷ていで着るような豪奢なドレスがベースになっていた。もちろん普ふ通つうのドレスではなく、究極的に肌はだの露出が多いデザインになっていた。おそらく姫ひめであることを強制的に連想させるためだろう。

　ホールにいる男共は驚きよう愕がくと悦びがない交ぜになった歓声をあげた。一国の現役の姫が売りに出されているのだ。そんなことは前代未聞であろう。金さえ積めばあの美しい姫に己の欲望の限りを尽つくせるのだから、男達の興奮する様は必然だ。

「こちらの商品には１００億ルードの身代金を要求しておりますので、１００億ルードからのスタートになります」

　ホールデンはおもわず見を乗り出し、ホールにかけ出しそうになるが、直前でサリーに制止された。

「……くそったれが」

　１００億ルードというすさまじい値段なのでこれは入札が期待できないのではないかと、リチャード達は考えており、最悪国王にメグを引き渡し、１００億手に入れる算段であった。が、そんな考えを裏切るかのようにポンポンと値段がつり上がっていく。

「１２０億！」

「１３０億！」

「１８０億！」

　まだまだ上がりそうであったが、１人の男の声で唐とう突とつに終わりを告げた。

「１０００億」

　あれだけ獣欲の叫びで塗まみれていた場が静まり返った。

「……１０００億？」

　リチャードはその額に目を丸くした。そんな額は想定の埒らち外がいにあったからだ。

「そ、それでは１０００億という金額がでましたがそれ以上はありませんか？」

　それ以上でないとわかっていながらも、形式的に声をあげる。やはり、１０００億以上出せる者はおらず、そのまま落札の運びになった。

「では99番様こちらの方で商品のご確認を」

　99番の男は静かに人ひと垣がきを分けて前に出てくる。そして舞台上に上がると、メグの顎あごを持ちじっくりと顔の造形を確認した。

「汚けがらわしい手で触さわらないで……この下げ郎ろう……」

　罵ののしられると99番の男は声を押し殺して笑った。しばらく笑うと99番の男は手で舞台袖を指し、そちらの方にリチャードを向かわせようとした。最初は何かと思ったリチャードだったが、支払いだと気がつくと一言客に挨あい拶さつすると後ろに下がって行った。

（１０００億ルードだと……そんな額こんな場所でポンと出せる奴やつなんて……）

　ホールデンが内心そう考えていると横から小さな声でサリーが話しかけて来た。

「……きっとあの男はどこかの王族だろうね」

「……ああ。そうだろうな。それにしてもこんな大規模なマーケットを開けるような奴だったのか？　リチャード・ケリーは」

「……きっと裏で糸を引いている奴がいると思う。そいつがどこに潜ひそんでいるのかが問題になるね」

「そうだな……」

　人が多過ぎて、どいつがこの悪夢を開いた黒幕なのかわからなかった。

「ホールデン君、客が全てはけたらすぐに助けに行けるように、君の《ものまねフエイカー》で僕の【勇者】をコピーしておいてくれ。そうしたら何があっても、僕と君とで戦力が２倍になるから、不測の事態にも対応できる」

「わかった。なら俺とサリーでリチャードをやるから、ティアはまわりにいる暗渠の宿の残党を頼たのむ」
















「……わかった」

　ホールデンは《ものまねフエイカー》の詠えい唱しようを開始する。

［俺以外全すべての職業ものを──俺が到とう達たつすべきその職業ものは……勇者The Brave］

　これで準備は整った。

　すると、ホールの方から歓声が聞こえて来た。３人はホールの方に意識をやると、リチャードと99番の男が舞台に戻もどってきていた。

「皆様！　99番様のご依い頼らいでこちらのメグ・フラワーズ商品を使った面おも白しろいショーを行うことになりました」

　ホール内は何が起きるのかという期待感で溢あふれていく。

「ショーは、姫の四し肢しを今から切断するというエキサイティングなものになります！」

「なっ?!」

　３人の衝しよう撃げきとは裏腹に、ホールにいる鬼き畜ちく達は喜色の絶ぜつ叫きようをあげる。

「99番様は皆様と姫をダルマにして楽しむとおっしゃっております」

　メグはそれを聞き顔面が蒼そう白はくになる。

　リチャードの部下が準備を始め、十じゆう字じ架かにメグを磔はりつけにする。その際、メグは特に抵てい抗こうすることがなかった。何らかのスキルの影えい響きよう下にあるのだろう。

　全ての準備が整うと、リチャードは剣けんを構える。

「それでは、不ふ肖しようこの私めがメグ姫の四肢を切断する栄えい誉よを拝させて頂きます」

　99番の男の表情は窺うかがい知れないが、恐おそらく不気味に顔を歪ゆがませているのだろう。

「いきなり切断してしまうのもなんなので、まずは……」

　リチャードの握にぎる凶きよう刃じんがメグの衣服を切り裂さいた。瞬しゆん間かん、艶なまめかしい肢し体たいがあらわになる。下着姿になったメグは羞しゆう恥ちに顔を歪めた。

「くっ……」

「「「「おおおおおおおおおっ！」」」」

　あられもない姿とその表情が、男達の欲望を煽あおり満たしていく。

「さぁ皆みな様さま！　もっと崩くずれ落ちる様を見たくないですか？」

　そうリチャードが観客に言うと、メグの耳元で絶望的な言葉をささやく。

「切り落とした両手、両足は綺き麗れいに包装してお前の両親に届けてやるから安心しろ」

　その言葉を聞いたメグは、目に見えて表情が曇くもっていく。先ほどまでは憔しよう悴すいしてはいたものの、目の奥に宿す高潔さ、強さはいささかも薄うすらいでいなかった。だが、自分の手足を両親に届けるという鬼畜の所行を聞き、その芯しんが揺ゆれる。

「お、お願い……止やめて……」

　自分の手足が届けられれば両親は発はつ狂きようするほど悲しむだろう。それを想像しただけでメグの心はついに崩ほう壊かいしてしまう。

　その懇こん願がんを聞いたホールにいる客とリチャードは今夜最高潮の盛り上がりを更こう新しんした。

　99番の男も肩かたを揺らし、声を出さないよう器用に笑った。

「さて、盛り上がりも最高潮になったところでいよいよお待ちかねの四肢切断ショーに移って参りましょうか」

　剣を大上段に構えると、メグの右みぎ腕うでに狙ねらいを定める。

「だ、誰だれか……助……けて……」

　そのか細いメグの悲痛な声が届いたのかは定かではない。１つ言える事は──




　そこが、ホールデン・ドハーティの限界であった。




「てめぇええええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　ホールデンは剣を握りしめると壇だん上じように切りかかって行った。狙いはリチャードである。さすがというべきか、リチャードはサリーのステータスを完全コピーしたホールデンの一撃を拳こぶしでいなす。

「どこの馬ば鹿かかと思いきや、【遊び人】じゃねーかよ」

　リチャードは急に現れたホールデンに対していつもの下品な口調に戻り、現れたことにはさして驚おどろいた様子がない。周りにいた客達も何かの余興なのかと笑い声をあげていた。

「ここにいる子達を返してもらうぞ……クソ野や郎ろう！」

　演技っぽく肩をすくめるリチャード。

「何だ、お前もこの女どもを買いに来たのか。なら金さえ払はらえば持っていってもらって構わねぇぞ。しらねぇ仲じゃねーし、少し安くしてやるぜ」

　さらってきた女の子達を物扱あつかいするリチャードに、ホールデンの怒いかりはさらにあがる。

「お前みたいな三下が、こんな大それたことできないだろ。バックにいる奴は誰だ!?」

　ホールデンの挑ちよう発はつにもリチャードは余よ裕ゆうの笑えみで応こたえる。

「はっ！　三さん下したか……確かにお前にそう言われても仕方ねぇな。察しの通り、絵図を描かいた奴がいる。奴とは利害の一いつ致ちで手を結んだのさ」

「そいつは誰だ!?　なんでこんな事をする!?」

「おいおい、質問ばっかだな。それに『なんでこんな事をする!?』だって？」

　傑けつ作さくな冗じよう談だんを聞いたと言わんばかりに哄こう笑しようするリチャード。

「お前は馬鹿か。この世界で物を売る理由なんてわかりきってる。金に決まってるだろ。あんなしょぼい街でシノギしてるよりこいつらを売っぱらった方が早いのさ」

　笑い続けるリチャードにホールデンは意思の疎そ通つうが不可能だと判断し、剣を構えた。

「お前はもう喋しやべるな……」

「はははっ！　偽ぎ善ぜん者ぶるなよ。お前だって金が必要だろ？　なら大人になれ。考え方さえ変えれば、すぐに金持ちになれるぜ」

「喋るなっつってんだろ！」

　ホールデンは剣を大上段に構え、リチャードに振ふり被かぶるが、拳で捌さばかれる。次の瞬間、連撃をリチャードに放つが、それすらも全ていなされてしまう。にもかかわらず、リチャードは反撃する素そ振ぶりを一いつ切さい見せなかった。防ぼう御ぎよに徹てつし、反撃できないのだろうか。ホールデンは考えるのを止め、確実に仕留められる【勇者】のスキルを使用するために、剣を振るう手を止めず、詠唱を開始した。それを見たリチャードはかすかに唇くちびるを綻ほころばせる。それを見たホールデンに一いち抹まつの不安が落ちた。しかし、詠唱は止められない。

［私は天に縛しばられる神を見た。だから私は神を自由にする為ため、地に下ろした］

《魔術剣技マジツクソード・付随させるは雷撃サンダーボルト》

　剣に雷かみなり属性の魔ま術じゆつを付ふ与よし、斬きられた者は感電してしまう、非常に殺傷力の強いスキルである。連撃中に《魔術剣技マジツクソード・付随させるは雷撃サンダーボルト》を使用したので一瞬で段だん違ちがいの速度になり、リチャードを斬り伏ふせる。そのまま動かなくなったリチャードを見たホールデンは杞き憂ゆうであったかと思い直した。

　会場は騒そう然ぜんとなる。これが余興ではないということに気がついたのだろう。我先にと出口を求めて逃にげ惑まどう。

［突とつ発ぱつ的に訪おとずれる怒りとは、狂きよう気きに似ている］

　誰も逃がさないと言わんばかりに後方からサリーの呪じゆ文もんが紡つむがれる。

《神の威光スパークデイスチヤージ》

　スキル名を発声すると、ホール全体に青白い電流が走る。その電流を浴びた仮面の男達は阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫さけび声をあげ、その場に倒たおれ込んだ。

　ティアは舞ぶ台たい裏から現れ、《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》でリチャードの部下を圧あつ倒とうした。しかし、リチャードの部下が思った以上に多く、ティアとサリーだけで対応できないでいると、後方からスキル詠唱が聞こえて来る。

［煩わずらわしい多くの物事の最短の解決策は、煩わしい小さな１つを見つける事だ］

《破壊の一撃ブレイク ア ブロー》

　リチャードの部下の悲鳴が聞こえる。視線をそちらに向けると漆しつ黒こくの外がい套とうに身を包んだ人物が３人いた。外套にはクートヴァス・インクの紋もん章しようがある。

（あれは……王の剣ライトハンドオブキング……？　なんでここに……）

　ノアは王の剣ライトハンドオブキングをホールデン達の護衛という名目で動かしていた。そうすることにより、メグ捜索を直接できない王の剣ライトハンドオブキングでも、ホールデン達がアジトを見つけた時に同行でき、力も貸せるように計らっていたのだ。

　スキルから察するに彼ら３人の職業ジヨブは職業価値ＡＡＡ以上の【重拳闘士The Hevy Attack】だろう。

　彼らが味方として動いてくれるのはこの上なく心強い。

　そこでホールデンの《ものまねフエイカー》の効果が切れ、元に戻る。今までは《ものまねフエイカー》の力が切れると同時に意識を手放してしまっていたが、何度も使用し、なんとか気を失わないまでになっていた。しかし、これ以上戦えるだけの力は残ってはいない。

　メグは目の前に現れたホールデンの背中を見ると、先ほどまでの壊こわれた表情に生気が戻るが、今度は安あん堵どからくる涙なみだが浮うかんできた。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　ホールデンは磔られているメグに駆かけ寄り縛いましめを外そうとする。

「な、何しに来たのよ……」

　が、メグは身を捩よじりそれを拒きよ否ひした。

「いや、何しに来たも何も見ればわかるだろ！　助けに来たんだよ！」

「私はアンタみたいな軽い男に助けてもらいたくない！」

「あ、あの時のアレはなんというか……ちゃんと説明させてくれ……というか、今こんなやりとりしてる場合じゃねーんだから大人しく助けられてろよ！」

　ホールデンは酒場での事を思い出し非常にバツが悪くなるが、一刻も早くここからメグを助け出すのが先決なのでその感情を押し殺す。

「うるさい！　私を助けに来たのだってどうせお金が目当てでしょう！」

「ああ！　そうだよ！　その通りだよ！　何か文句あるのか!?　助けに来た事には違わないだろ！　大体お前さっき泣いてたよな！」

「な、泣いてなんかあらへんもん！」

「いいや、泣いていたね！」

　ともすれば痴ち話わげんかに聞こえるようなやり取りをするホールデンとメグ。だが、メグの表情には活力が戻って来たようだった。それがホールデンと会話をしたからだとはメグは絶対に認めないだろう。

「そもそも、お前ほどの奴やつがただ黙だまってやられそうになってる理由がわからないんだよ。なんで自分のスキルを使って戦わない？」

「……それなんだけど、履歴書ウオークオブライフが顕けん現げんできないの。たぶんあいつのスキルだと思う」

「あいつ？　もしかして、リチャードを裏で操あやつっていたやつか？」

「気づいていたの？　そう。リチャード・ケリーが首しゆ謀ぼう者しやじゃない。実動部隊ってところ。あいつは基本的にこの場所にはいない。いつもどこかに行っていたわ」

「顔とか見たのか？」

「それが顔を隠かくしていて見れなかったけど、目印ならつけたわ」

「目印？」

「そう。目印。倒される前に私のスキルでそいつの右腕に傷をつけてやったの。切り傷は治ち癒ゆ系のスキルで治されていると思うけど、付ふ随ずいした魔術の傷は簡単には治らないから火傷やけど痕あとが残っているはず」

「それだけじゃ見分けるの難しいだろうな」

　そういえばと、ホールデンはサリーも右手を怪け我がしていた事を思い出し、冗談ぽく言おうとしたその時──

「ホールデン避よけて!!」

　メグは大声で叫んだ。

　瞬間、ホールデンの腹部に燃える様な痛みが走った。

「えっ……」

　ゆっくりと視線を己おのれの腹にやると、そこには真っ赤に染まった刀身があった。突つき刺ささった剣がゆるりと引き抜ぬかれて行く。

「ぐはっ！」

　ホールデンはたまらずその場に崩れ落ちてしまう。

　メグの絶ぜつ叫きようがホールに響ひびき渡わたった。

「■■は■っ■■■■■っ■■はは■い■■っ■■■ひ■■■っ■■っ■■は■はっ！」

　形容しがたい哄笑が場を支配し、その声の出所はサリーであった。いつもの人ひと懐なつっこい笑顔ではなく、人を見下したような酷こく薄はくな笑みを浮かべ、血に染まった己の剣けんを見ていた。その後サリーは履歴書ウオークオブライフを開き、一言告げる。

「転職チエンジ」

　サリーの履歴書ウオークオブライフが漆黒に染まっていく。

「な、なんで……」

　ホールデンの腹からは血が止めどなく流れているが、急所は外されていた。

　サリーの禍まが々まがしい哄こう笑しようが響き渡る中、王の剣ライトハンドオブキングの３人は凄すさまじい速度で詠えい唱しようを唱える。

［他者を非難するその指は、本当に非難できる指なのか確認しろ］

《撃滅の乱撃ラムダエラデイケーシヨン》

　王の剣ライトハンドオブキングの３人は同時に同じスキルを発動させると、一斉にサリーに襲おそいかかる。機転の速さは、さすが王の剣ライトハンドオブキングというべきだろう。

　それを悠ゆう然ぜんと見つめるサリーはつぶやく。

「ハハッ！　笑えるもん見せてやる……３……２……１……」

　ひたすら笑い続けるサリーに３人の拳こぶしがヒットすると思われた瞬しゆん間かん。サリーはスキル詠唱を終える。

［神は人の上に人を創らず、人は人の上に人を作り出す］

《力無き者リストリクシヨン》

　王の剣ライトハンドオブキングの３人に黒い影が覆おおうと、スキルは発動しなかった。それどころか、３人の履歴書ウオークオブライフは搔き消えてしまう。戸惑いを隠せない３人の後ろにまわったサリーは、持っていた剣で３人を一瞬で戦闘不能にしてしまった。

「０！　ハハッ！　最高だろ！　奇き襲しゆうをかけたつもりがすぐに地に臥ふせるのは！」

　サリーがそう言い終わるか終わらないかの刹せつ那な、ティアの詠唱が響いた。

［一の罪は、千の善行にて贖あがなう事ができるのだろうか］

《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》

「対象者──サリー・バーンズ　罪状──」

　そこでティアの言葉は不意に止まってしまい、強く困こん惑わくした。

「罪状が……ない？」

　それはあり得ないことであった。生まれてから人は大なり小なり、罪を犯おかすものだ。しかし目の前の男には罪状が１つもない。可能性は１つだけあるが、それはあまりにも現実的ではなかった。

「あなたには……罪悪感がない……の？」

《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》は対象者の罪を使用するスキルである。その罪とは、必ず存在しなければいけない『罪悪感』に起因する。罪状がないという事は、サリーが生まれてからここまで罪悪感を１つも感じず罪を重ねていたということになる。なぜならば、どんな悪人も罪を犯せば大なり小なり罪悪感を抱いだくからだ。サリー・バーンズという男は何かが決定的に欠落していた。

「この世界は喜劇。なんて顔してんだ？　楽しい時は笑うもんだろ」

　ホールデンは気力を振り絞しぼり履歴書ウオークオブライフでサリーのステータスを確かく認にんした。




　・サリー・バーンズ

　大逆無道の職イービルジヨブ【奴隷商人The Dignity Trampled】

　ステータス　力　２１３２　防　５４３２　速　５６５４　賢けん　６７８６　魔ま　６５６５

　職業ジヨブ価値　S+




「大逆無道の職イービルジヨブ……だと……？」

　ホールデンの脳のう裏りにカースティの言葉が思い起こされる。

『大逆無道の職イービルジヨブに就ついている奴と遭そう遇ぐうしたら何をおいても絶対に逃げろ』

　そうカースティが言っていた。圧倒的な存在が目の前にいる。

　サリーは履歴書ウオークオブライフをめくると、地の底から響いてくるような声で先ほどと同じ詠唱をする。

［神は人の上に人を創らず、人は人の上に人を作り出す］

　弱者をいたぶる強者の愉ゆ悦えつに満ちた表情を浮かべながらスキル名を放つ。

《力無き者リストリクシヨン》

　ティアの体を黒い霧きりが覆おおう。次いで履歴書ウオークオブライフが強制的に消えてしまった。

「かっ……は……」

　ティアは浅く息を吐はき出すと、その場にへたり込む。

「ハハッ！　苦しい？　なぁ？　苦しいからそんな面おも白しろい顔してるのか？」

　サリーはティアにヘラヘラと言葉を投げる。しかし、苦く悶もんの表情を浮かべたティアは返答しない。サリーが今使用したスキル《力無き者リストリクシヨン》は対象者のスキルと行動を制限する能力だ。メグがスキルを使えなかったのはこのスキルのせいであった。

「ククク……アッハハッ！　ヒヒ……ダメだ笑っちまう」

　その場にいる誰だれもが、なぜサリーが笑っているのか理解ができない。

「お前……一体いつからだ……いつから俺達を騙だましていたんだ？」

　ホールデンは力を振ふり絞ってなんとか立ち上がると、サリーに詰きつ問もんした。サリーは笑うのを止やめると、不気味な動きでホールデンの方に向いた。

「はぁ……そんな普ふ通つうの反応じゃイマイチだ」

　サリーは心底残念そうにため息を吐つく。

「言っただろ？　この世界全すべては喜劇。面白ければ何でもいい」

　サリーは淡たん々たんと言葉を紡つむいでいく。自分の考えが全てだというかのように。

「この世界には２種類の人間物しか存在しない。俺を笑わせられる人間、笑わせられない人間。どうせ生きることなんて死ぬまでの暇ひまつぶしでしかないんだ。なら楽しく生きたいっていうのは、至し極ごく真っ当な感情だろ？」

　壊れている者が、真っ当なという言葉を使うのは非常に違い和わ感かんにあふれていた。

「この場所を的確に示された時は大変だった……俺の《真実を知れぬ者デレンジメント》はあらゆる探査スキルをキャンセルすると信じていたのに……それを裏切ってくれて……笑いをこらえるのが大変だった」

　ホールデンの《探し物グリーデイー》は自分の財産限定といった極きわめて限定的なものなので、他ほかのスキルの影えい響きようを受けないといった特性があるようだった。なので、《真実を知れぬ者デレンジメント》の能力が及およばなかったのだ。

「……この街の状じよう況きようも……お前の仕し業わざか？」

「『この街の状況もお前の仕業か？』だって？　ハハッ！　なんだその質問は！　お前は俺が違うと言ったら信じるのか？」

　サリーは今まで使っていた剣をしまうと、腰こしから新たな武器を取り出した。それは妙みような武器だった。剣けんの柄つか部分だけで、刀身がない。が、柄についているボタンを押すと一いつ瞬しゆんで刀身が現れた。およそ剣というにはあまりにも長く、かつだらりとその形状が定まっていない。例えるならば、剣の鞭むちというのが正しいだろう。

「さぁクイズの時間だ！　３秒後、この場で喋しやべっている奴は誰だと思う？」

　そう言ったサリーは、おもむろに柄を後ろに振り上げ、手首のスナップを効かせその鞭剣をホールデンへと向けた。

「がっああああ！」

　右腿ももへと直ちよく撃げきした。今まで経験したことの痛みが下半身に襲おそいかかる。鞭で打たれた痛みと、剣で斬きられた痛みが同時に訪おとずれる。

「ハハッ！　正解はホールデン・ドハーティ！　『喋る』じゃなくて、『叫さけぶ』だったな」

　心の底から楽しいと言わんばかりに笑うサリー。

　サリーはフラフラとした調子でゆっくりとメグに近づき、その柔やわ肌はだを撫なでる。

「触さわるな！」

「それだ、それ。嗜し虐ぎやく嗜し好こうがある奴は気が強い女が大好物だ。お前を買ったあの変態なんかダルマにしようとしてたな。ダルマになったあとのお前が、同じ態度をとるか見れないのが残念でならない」

　メグは唇くちびるを嚙かみ締しめ悔くやしさを押し殺した。こんな奴やつの言葉で泣いたらそれこそ思う壺つぼである。その美しい顔が苦悶に満ちた表情になるのはある種、至高の見世物であると言わんばかりにサリーは顔を更さらに歪ゆがめた。

「サリー、な、なんでだ……お前なら大逆無道の職イービルジヨブに身を落とさなくても、【勇者】として約束された未来があっただろう……」

「身を落とす？」

　サリーは、きょとんとした顔でホールデンを見ると、訥とつ々とつと語り出す。

「あるところに、勤勉で、規律を何よりも重んじる、人の為ためになることが大好きなマゾ野や郎ろうがいました。そいつは世界の規律と自分が決めた規律を遵じゆん守しゆし、頑がん張ばって頑張って、規律ルールを守れない悪い奴らを倒たおしていきます。するとそいつはまわりから感謝されるわけだ」

「な、何を言って……」

「ハハッ、まぁ聞けよ。あー、どこまで話したか……そうそう。その変態野郎が感謝されるわけだ。すると、まわりの奴らは次を期待する。そしてまた悪党を狩かる。感謝される。その循じゆん環かんだな。それが永遠に続く。そいつはまわりの期待に応こたえることこそを規律にしていたから苦でも何でもない」

「一体何の話してんだよ!?」

　サリーは皮肉な笑えみを浮うかべる。

「お前はそういうことが身を落とさないことだって話をしたいんだよな？」

　サリーは笑いを引っ込める。

「それのどこが面白い？　規律ルール無視が楽しい生き方さ。規律ルールを破ればお前の大好きな金も簡単に手に入る」

「俺はお前と違ちがってそんな金は欲ほしくない！」

　サリーは心外だと言わんばかりの表情になる。

「金なんざどうでもいい」

　ホールデンが言葉を返そうとすると、サリーはおどけたように鞭剣を前に差し出す。

「どうしてだって顔してんな」

　サリーはメグの顔から手を離はなすとホールデンの方に向く。

「こんなまわりくどい事をしたのは理由がちゃんとあるのさ」

　肩かたをすくめるとその理由を語る。

「……俺達の住む世界は金と権力を持ってる奴らが規律ルールを作っている。誰だか知らない奴らが俺を踊おどらせている。面白くないだろ。今日ここにきている奴らは世界中の権力者ばかりだ。見ての通り倒とう錯さくした奴らさ。そいつらが作った一見平等な規律ルールの中で俺たちは生かされているってのは、なんとも笑えない冗じよう談だんだろ？　俺は踊らされるのは好きじゃない。踊らせる方が好きなんだ」

　そう言い終わると鞭剣をホールデンへと乱打した。ダメージが蓄ちく積せきしたホールデンはかわすことも、防ぼう御ぎよすることもできないままその鞭剣の猛もう威いにさらされ、いたるところから鮮せん血けつが吹ふき上がる。どうやらまだ殺す気はないらしく。

「ぐうう……」

　致ち命めい傷しようは今のところないが、血を失いすぎているので意識が朦もう朧ろうとしてくる。

「ああ、安心しろ。俺はお前を絶対に殺さない」

「な……に……？」

「お前は俺と似ているからな」

「似ている……だと？」

「そうさ、いびつなまでに愚ぐ直ちよくな思いってヤツがな。お前は妹との〝約束〟で俺は〝享きよう楽らく〟。一見全く違うように見えるが、固こ執しつという意味では全く同じだ。ある種の偏執パラノイアを抱かかえて生きている。共通点はお互いそれ以外からっぽってとこだ」

「……っ！」

「そういう奴はあまりいない。ハハッ！　やったね！　おめでとう！　レアキャラってやつだな！　そんなレアキャラを殺しちまったら俺の楽しみが減っちまう。お前は俺のおもちゃだ。一生俺を楽しませる義務がある」

　確かに、サリーの言葉はあながち間違いではない。過去の約束に己おのれの人生を全て賭かける。それは尊いことであると同時に、狂きよう気きもはらんでいる。常人であれば時が経たつにつれ、強い思いも風化し、原動力をなくしていくものである。しかし、ホールデンの思いは風化しなかった。それは、それ以外に固執するモノが何もないからだ。

　しかし、ホールデンは……

「ふざけんじゃねぇよ……確かに俺はからっぽなのかもしれない……だからこんなわけのわからない遊び人っていう職業ジヨブに就ついちまったんだと思う。だがな……お前みたいな奴と一いつ緒しよにされるなんて反吐へどがでる！」

　ホールデンはあらん限りの叫び声をあげ、全力で否定し、最後の力を振り絞って立ち上がる。そして剣を握にぎると弱々しくサリーに斬り掛かかる。だが、そんな攻こう撃げきが通じるわけもなく、鞭剣でなんなく迎げい撃げきされてしまう。反撃できないように、何度も何度も斬りつける。

「もうやめて！　死んじゃう……」

　メグの悲痛な叫びを受けて、サリーの攻撃の手が止まる。

「……ああ、いいコトを思いついた」

　サリーは鞭剣をメグに向ける。

「客も望んでいたし、ダルマにした状態で送り届けてやることにするか。助けに来た女を目の前でダルマにされた時、はたしてお前はどんな貌かおになるんだろうな」

　ホールデンはすでに半死半生の体で己の血ち溜だまりに伏ふしていたが、その言葉が呼水になり辛かろうじて顔だけ上げる。

「や、やめろ……」

　激しい痛みの中、なんとか声をしぼり出すことができた。だが、その声すらサリーを楽しませる要素でしかない。

「それそれ。そういう阿あ呆ほうみたいな貌が見たいのさ」

　サリーはそういうと鞭剣を振りかぶり、メグに狙ねらいを定めた。

　ただただ懇こん願がんすることしかできない自分に絶望する。

　なんという無力。妹を手放した時と何も変わらない。努力をしていたつもりは、実のところ本当に『つもり』であった。

　懇願だけでは何も救えない。大事な仲間はおろか、自分すらも。

　それでもホールデンは神には祈いのらなかった。祈ったところで何も変わらないことを嫌いやというほど知っていたからだ。神っていう都合のいい集金装置は何もしてくれない。いつだって苦難を打破するのは己自身。だからホールデンは最後まで諦あきらめようとはしなかった。

　履歴書ウオークオブライフを力なく開く。無む駄だだとわかっていても、やれる事を探す。

　するとそこには見覚えの無いスキルが記き載さいされていた。それを無我夢中で詠えい唱しようする。

［──俺には何も無い］

　履歴書ウオークオブライフがわずかだが金色に輝かがやきを放ちだす。

［何も無い……］

　履歴書ウオークオブライフの輝きが詠唱に呼応して増していく。

［働く事が、生きる事であるならば、生きる事は、働く事なのか］

　サリーはそこでホールデンの様子がおかしいことに気がついた。

［人生とは泡ほう沫まつなものである。ならば、俺は何も無い事を人生とする］

　が、別段気にした様子がなく、そのまま鞭剣を振ふり下ろす。

［遊びの時間は終わりだ……転職チエンジ──【──】］

　サリーの凶きよう刃じんはメグを傷つけることはなかった。なぜならばメグの前にホールデンが立ちはだかり、素す手でで刃やいばを摑つかんでいたからだ。ホールデンの手からは当然のように真っ赤な血が滴したたって来た。

「……摑んだだと？」

　鞭剣の速度はすさまじい速さで縦じゆう横おう無む尽じんに動き、それをとらえるのは至難の技わざだ。ホールデンのステータスではその動きすら捕ほ捉そくすることはできないはずであった。

　ホールデンは刃を離すと、静かに新しい詠唱を開始した。

［まだ死ぬ気はない。もし、死ぬとしてもこの場ではない。時と場所は自分で選ぶ］

［人が失いたくない者を得た時、人は漸ようやく気がつく事ができる。それが遅おそくないのを願う］

《万物の鍵アカシツクレコード》

《大天使の恵みリカバーライト》

　声が二重に響ひびき渡わたるとホールデンの体を柔やわらかい光が包み込む。と、同時にメグとティアと他ほかの女の子達からも緑色の光があふれる。

「……えっ？」

　メグとティアから驚おどろきの声が漏もれた。《力無き者リストリクシヨン》で縛しばられていた女の子達は解放される。

　そして、あれだけ瀕ひん死しの重傷を負っていたホールデンの体は元に戻もどっていた。

「ティア、フラワーズを下ろしたら、誘ゆう拐かいされていた子達を外に……」

　ホールデンは捕とらわれていた女の子達を逃にがすようにと小さく指示を飛ばす。

　惚ほうけていたティアはホールデンの声で我に返り、磔はりつけられていたメグを下ろすと、すぐに誘拐された女の子達を外に逃がす。

「《多重詠唱マツドキヤスト》……だと？」

　サリーは目を見開いた。

《多重詠唱マツドキヤスト》は、とある〝失われた職業ジヨブ〟の固有スキルである。

「ハハッ！　一体どんなカラクリだ？」

　その問いにホールデンはかすかな笑みで応える。

　一歩。

　ホールデンはサリーに近づく。

　一歩。

　サリーはホールデンから距きよ離りを取る。

　無意識に一歩下がってしまった自分を払ふつ拭しよくするように、サリーは詠唱を開始する。

［神は人の上に人を創らず、人は人の上に人を作り出す］

　その詠唱に被かぶせる様にホールデンも詠唱を開始した。

［真実が靴くつを履はく時、噓うそは白日に曝さらされる］

　スキル名を同時に放つ。

《力無き者リストリクシヨン》

《技能滅しスキルミユーテイレーシヨン》

　サリーの《力無き者リストリクシヨン》は発動しなかった。ホールデンが《技能滅しスキルミユーテイレーシヨン》というスキルを消しよう滅めつさせるスキルを発動させたからだ。

「なんだ……そのスキルは……」

　その刹せつ那な──

　サリーに肉にく薄はくし、鳩尾みぞおちに鋭するどい拳こぶしを叩たたき込む。

「ぐっ……」

　サリーは体をくの字に曲げる。

「笑えねぇよ……」

　そしてさらに一撃。

　右みぎ頰ほおにフックを打ち込んだ。倒たおれ込むサリーにホールデンは悲しい顔で叫さけぶ。

「全然笑えねーんだよ……友達を殴なぐるのが面おも白しろいわけないだろ！」




　　　　◆◆◆




　ティアは女の子達を外に逃がした後、戻って来てメグと合流した。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……うん。大丈夫。ありがと」

《力無き者リストリクシヨン》の影えい響きよう下から解放されたとはいえ、メグは長い間捕らわれていたので精神的摩ま耗もうが激しかった。が、心配そうに見つめてくるティアに努めて明るく返答する。

「……無事でよかった」

　ティアは微笑ほほえむ。

「あいつがさっき使ったスキル……」

　メグはホールデン達の戦いに視線をやると小さく呟つぶやいた。

　ティアは履歴書ウオークオブライフを開き、ホールデンのステータスを閲えつ覧らんした。

「……！」

　その瞳ひとみは驚きよう愕がくに見開かれる。

「……これ見て」

　ティアは履歴書ウオークオブライフをメグに見せる。そこに記載されているホールデンのステータス値と職業ジヨブに瞠どう目もくした。

「何……これ……」

・ホールデン・ドハーティ

【賢者The transcendental】

　ステータス　力　３２１１　防　９８８８　速　８７７６　賢けん　１９２１２　魔ま　１５４３２

　職業ジヨブ価値　ＳＳ




　失われた職業ジヨブである【賢者】に転職ジヨブチエンジを遂とげていた。

　それはにわかには信じられないことだった。ホールデンは《永久職パーマネンスジヨブ》というスキルが付ふ与よされている。なので転職ジヨブチエンジすることなどあり得ない。

「一体どうして賢者に……」

「このスキル……」

　あまり感情を表に出さないティアだが、そのスキル欄らんを見て驚愕する。

　特殊スキル　《転職ジヨブチエンジ》


効果　　　　特とく殊しゆ職業ジヨブへの転職ジヨブチエンジ。このスキルは、《永久職パーマネンスジヨブ》の影響を受けない

発動条件　　１《ものまねフエイカー》で他者の職業ジヨブ経験値を得、特定条件を満たす事で転職ジヨブチエンジが可能

　　　　　　２　呪じゆ文もん詠えい唱しよう

制限　　　　１　《転職ジヨブチエンジ》は、転職ジヨブチエンジした職業ジヨブのスキルを行使する対象の職業価値以上の職業ジヨブになれない

　　　　　　２　転職ジヨブチエンジした職業ジヨブでいられる時間は１時間



　スキル欄を見たメグも驚きを隠かくせない。

　それもそうだろう。転職ジヨブチエンジがスキルとして現れたのだから。

　ホールデンが新たに発現したスキル《転職ジヨブチエンジ》は他の職業ジヨブに転職ジヨブチエンジをするスキルである。《永久職パーマネンスジヨブ》のホールデンだが、【遊び人】のスキルで転職ジヨブチエンジをするので《永久職パーマネンスジヨブ》に縛られることはない。《転職ジヨブチエンジ》というスキルは他の者には意味をなさないが、【遊び人ホールデン】だからこそ意味をなすスキルと言えよう。

「《ものまねフエイカー》……あれで様々な職業ジヨブのスキルを模も倣ほうしたから……」

　メグはティアの言葉でハッとした。【賢者】が失われた職業ジヨブになってから百年ほどになる。失われているがゆえに、どの職業ジヨブを極きわめていけばその失われた職業ジヨブになるかわかっていない。発動条件にあるホールデンの《ものまねフエイカー》が、その職業ジヨブの経験値も得られるならば……知らぬ間に条件をクリアしたことになる。

「そんなすさまじいスキルなんて……」

　戦せん慄りつするメグの横でティアは微笑んだ。

「……ホールデンはやっぱりこうでないと」

　ティアは自分のことのようにホールデンのステータス値を見て喜んだ。




　　　　◆◆◆




「ハハッ！」

　突とつ然ぜん、殴り倒されていたサリーは立ち上がると不気味に笑う。

「【賢者】に転職ジヨブチエンジか面白い」

　サリーは己おのれの履歴書ウオークオブライフを見ながら嬉き々きとした表情になる。

「……面白いだと？」

　ホールデンは目の前の友人だった者の言葉が理解できない。

「面白いに決まってるだろ。さっきまでは、どう転んでも俺の圧勝だったが、今は俺が不利になってるかもしれない。後の展開が全くわからないんだ。たとえ俺が死ぬ事になっても、そこまでが１つの喜劇だろうな」

「……これだけ準備して計画を立て、実行したものを壊こわされて……何が楽しいんだ！」

「計画が狂くるってこその結果だろう。俺にとっては思い通りにいかない今が最高の瞬しゆん間かんだ」

「……イカれているなお前」

「俺がイカれてる？　ハハッ！　俺は、俺こそが最も純じゆん粋すいな人間の理想型だ。そもそも人間とは己の欲よくに正直な生き物。だが、法っていう枷かせを営みに加えることで、人が人としての本ほん性しようを殺してしまう。結果、くだらない奴やつがあふれ返って吐はき気を催もよおす景色が渦うず巻まいている。俺より真の人間性を保っている奴はそうはいない」

　その瞳は狂きよう人じんのそれとは違ちがい、純粋な色を映し出していた。しかし、その限りなく透とう明めいな純粋さは、狂気の純粋さだとホールデンには映る。

「……お前と問答をしてもなんの意味もない」

　ニヤリと口角を歪ゆがめると、サリーは詠えい唱しようし、《力無き者リストリクシヨン》をホールデンではなく、ティアとメグに放った。

　再度、ティアとメグは《力無き者リストリクシヨン》に搦からめ捕とられてしまう。動けないティアに蹴けりを浴びせ吹ふき飛ばすと、メグを羽は交がい締じめにした。

「っっ……！」

《力無き者リストリクシヨン》によりその声に力はなかった。メグは自分がホールデンの足手まといになっていることがたまらなく情けないと思う。

「こいつをお前の目の前で切り刻んだら、さぞお前は怒いかり狂うんだろうな」

「……無む駄だだ。お前が何をやろうとも、フラワーズは傷つけられない」

　彼ひ我がの距離は20メートル。一瞬で距離を詰つめるにしては遠い。それなのに、ホールデンは顔色１つ変えなかった。

「ハハッ！　お前の買った指輪の価値をなくしてやるよ」

　サリーは懐ふところからナイフを取り出すと、メグの右薬指を切り落とそうとする。

「や、やめて……それは……」

　メグは必死に声を絞しぼり出すが、そのナイフが自分の指を切り落とすのを待つしかなかった。

　だがナイフよりも早く、ホールデンは呪じゆ文もんを詠唱した。

［方法はいくつかある。しかし、結局どれを選んでもそれは最終的に俺のやり方になる］

《賢人の知恵ボーダーブレイカー──遊び人The Neet──不思議な踊りフリークスダンス》

　スキル名を発音すると、どこからともなく場違いな音楽が流れてきた。

「はっ！」

　その音に合わせてホールデンの体はリズムを刻む。

「お、お、お、お、おおおおおお！」

　その瞬間、サリーはナイフを投げ捨て、強制的にホールデンと同じリズムをとる。

　サリーは己の体に起こった現象にひたすら狂きよう乱らんの笑えみを浮うかべる。

「この《不思議な踊りフリークスダンス》ってのは、強制的に指定した相手を一いつ緒しよに踊らせる事ができる、スキルだ。相手がどんな状態でもこの踊りが優先される。まぁその間俺も踊ることしかできないけどな」

　そう言いながら、徐じよ々じよにサリーをメグから離はなして行く。そして、メグとティアを庇かばう位置関係で踊りは止まる。【遊び人】の時はステータスが低すぎて、制せい御ぎよできていなかった《不思議な踊りフリークスダンス》だが、《賢人の知恵ボーダーブレイカー》によって、自分が今まで就ついた職業ジヨブのスキルを【賢者】のステータスのまま使用することができるので制御可能だった。

「もう終わりだ。お前が何をしようと、俺は後の先を確実に取る事ができる」

「ハハッ！　最高だ！　こんなに楽しいのは久しぶりだ！」

　本心からその言葉を吐いている笑みであった。

「もっと俺を笑わせてくれ！」

　サリーの履歴書ウオークオブライフが禍まが々まがしく輝かがやく。

［開け］

　サリーは指を鳴らす。

　その言葉がきっかけで目の前の空間にひびが入り、割れ目が出現する。そこから夥おびただしい数の人間が現れる。

「この街の人間共だ！　俺はこれからこいつらを殺していくが、そうしたらお前はどうするんだ？」

　数百人はいる。住民達は、いきなり外に出て戸と惑まどいを隠せないでいた。

「ハハッ！」

（どうする……俺……）

　ホールデンが逡しゆん巡じゆんしたその刹せつ那な、先ほどまで倒たおれていたリチャードがホールデンに向かって突とつ進しんして来た。

「馬ば鹿かが！　気を抜ぬきやがって！」

「リ、リチャード！」

（だ、だめだ！　回かい避ひできない……！）

　ホールデンが死を覚かく悟ごした瞬間、

「ハハッ！」

「ぐぎぎ……な、なんで……？」

　リチャードは苦く悶もんの表情を浮かべる。深々と鞭むち剣けんが鳩尾みぞおちに刺ささっていた。

「はははははははははははははははははははははははははははははははははははははっ！」

　サリーがリチャードに鞭剣を突つき刺していた。何故なぜ自分を助けたのか全くの謎なぞであった。

「お前……どうして俺を助けた？」

「ハハッ！　攻こう撃げきを受けた時のあいつの表情といったら……最っっ高に笑えただろ？」

　甲かん高だかい哄こう笑しようがホールに響ひびき渡わたる。その場にいる全すべての者は、サリー・バーンズを理解できなかった。

「はぁ～今日は充じゆう分ぶん笑ったからここいらで退散するか。また遊んでくれ」

　サリーはそういうと、外に向かって歩いていく。

「逃にがすわけねぇだろ！」

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフを開き、【賢者】の中で最も強力なスキルを詠唱する。

［世界の激げき震しんは等しく破は壊かいを齎もたらす。それはまるで旧支配者の如ごとく、悉ことごとくに降り注ぐ］

　詠唱が終わると、小刻みに地面が揺ゆれ始める。

《恐怖の正体フイアーオブクエイク》

　スキル名を発音した瞬間。微び弱じやくな揺れが、だんだんと大きくなっていく。

　天てん井じようからシャンデリアが落ち、出口を塞ふさぐ。サリーは必然立ち止まった。

「ハハッ！　こりゃ困った！　すげースキルだなぁ」

　話す内容とは裏腹に、サリーは心底楽しいといった表情だ。

《恐怖の正体フイアーオブクエイク》は世界に干かん渉しようし、地じ震しんを起こさせるという途と方ほうも無いものであった。

　揺れは激しさを増し、建物自体が崩ほう壊かいを始める。

「フラワーズ、ティア！」

　ホールデンは２人にかかっていたスキルを《万物の鍵アカシツクレコード》で解除する。そして２人の方に振ふり向くと、先ほどまでのシリアスな表情はどこへやら、情けない顔になり信じられないことを言った。

「こんなに威い力りよくがあるとは思わなかった……逃げるぞ!!」

「あんたバカじゃないの!!」

「……ホールデン、おっちょこちょい」

　慌あわててその場を離れようとしたが、その場にいる人間が多過ぎて出口に向かえない。

　その間にも洋館の天井は崩くずれ続ける。

「どうすんのよ！」

「どうしようかね……」

「……ホールデン、のんきすぎる」

　ホールにいる人間もパニック状態であった。

「【賢者】なんだからなんとかしなさいよ！」

　そこでホールデンは気がつく。

「そうだ、転移スキルがあった！」

「……あんた本当に【賢者】なの？」

　ホールデンのあまりのヌケ作ぶりに疑問のまなざしを向けるメグ。それに文句を言うひまもなく、ホールデンは急いで詠唱を開始した。

「お前ら全員手をつなげ！　転移するぞ！」

　転移スキルは体に触ふれていなければならないので、その場にいた全員が手をつなぐ。

　その声に反応しないサリーにホールデンは声をかける。

「……おい！　サリー摑つかまれ！　ここにいたらくたばっちまうぞ！」

　しかしサリーは、そんなホールデンの救いの手に何の反応もしない。

「おい！！！」

　再度呼びかけるホールデン。

「あ■■は■っ■■■■■っ■■はは■い■■っ■■■ひ■■■っ■■っ■■は■はっ！」

　サリーはホールデンの瞳ひとみを真まっ直すぐ見み据すえ、形容できない哄笑を響かせる。

　それを聞いた全ての者は、薄うすら寒いものを感じる。こんな状じよう況きようでひたすら笑うサリーは自分たちと同じ人間だとは思えなかった。

「もう限界よホールデン！」

　と、メグが叫さけぶ。

　いよいよ天井が崩ほう落らくしてきた。その瓦が礫れきがサリーの目の前に落ち、姿が見えなくなってしまう。

「サリ───────────────！」

　ホールデンの叫びも虚むなしく、サリーは笑い続けた。

　もう、無理だ。そう判断したホールデンは、仕方なく転移スキルを発動する。最後の瞬間までサリーは笑い続けていた。




　脱だつ出しゆつするのと、洋館が崩壊するのはほとんど同時であった。

　そして、ホールデンたちの目に衝しよう撃げき的な光景が映る。

　ガヌーブの街全域が崩壊していた。

　それを見たメグとティアはつぶやく。

「無茶苦茶じゃない……」

「……地じ獄ごく絵え図ず」

　その光景に２人は絶句していた。

「サリー……あいつなんで手を摑まなかったんだ」
















「……アンタが気に病やむ必要はないわ。彼は自分で残ることを選んだんだから」

　メグは落ち込むホールデンに励はげます言葉をかける。

「わかってるけど、それでも……」

　ちょうど空には春の太陽が昇のぼり始め、夜陰かげを打ち負かす。夜の帳とぼりは幕を上げ、そこには美しく空がオレンジ色に燃え始めていた。




　　　　◆◆◆




　暫しばらくするとクートヴァス・インクの治安維い持じ部がやってきて、状況の説明を求められる。

　それにティアが細かく説明をした。

　一方ホールデンは、鉛なまりを飲み込んだ様な気分であった。この惨さん状じようを見るにサリーの生存は絶望的であったからだ。

　しかし治安維持部がスキルで瓦礫を全てどかしたが、そこにはサリーの死体はなかった。ふと、先ほどの不気味な哄笑が聞こえた気がした。もちろん幻げん聴ちように違ちがいないのだが、ホールデンの背筋に冷たいものが走る。サリーは生きている。そう確信すると、喜べばいいのか不安になればいいのかわからなくなった。

　その後、クートヴァス城にメグを連れて行くと、

「あぶろあらぐぉっああああおおおおおササッききキキききききあああああああ！」

　と、国王は訳のわからない奇き声せいを発し、メグに抱だきついた。あまりにもうるさかった為ため、王おう妃ひに殴なぐられ、気絶する。その時のメグの表情は安心感からか柔やわらかい笑みを浮うかべ、無意識に右薬指の指輪を触さわっていた。

　ホールデンとティアはそこで一いつ旦たん解散となった。

「ぜひ、礼をさせてくれ」

　国王が意識を取り戻もどすと２人に頭を下げ、本日の夕刻にクートヴァス城でパーティを開いてくれることになった。ホールデンの関係者を呼んでいいと言われたので、ラロケット・インクの面々と36・５[image: ℃]キッチンのマスターや娘むすめ、それに常連客を誘さそうことにした。

　ホールデンとティアは会社インクに戻り、ヴィンセントとカースティに報告する。

　２人はサリーの顚てん末まつを聞かされると、驚おどろきを隠かくせないようであった。

　一通り報告を終え、部屋から出ようとした時に、

「ホールデン、お前の価値見せてもらったぜ」

　ヴィンセントは煙草たばこに火を付け紫し煙えんを吐はき出すと、ニヤリとそんなことを言った。

「……社長、ここは禁きん煙えんです。いつも私が……」

　カースティの小言が始まると、ヴィンセントは笑ってごまかす。長くなりそうだったのでそそくさと部屋から出る２人。するとメリーをはじめ、社員達が２人の報告に聞き耳を立てており、うるさいくらいの褒ほめ言葉を浴びせてきた。

　あらかた皆みなと話し終えると、ホールデンとティアはドッと疲つかれが出る。本日休みにしてもらったので、パーティまで寮りようで過ごすことにした。

　ティアと別れ、部屋に戻るホールデン。

「ヒャッハ────────────！　１００億ゲットだぜえええええええええ！」

　喜びを抑おさえられず叫ぶ。

　ノア・フラワーズから報ほう酬しゆうで１００億ルードが手に入る。ティアは、自分はあまり役に立たなかったからと報酬を断り、１００億がホールデン１人のモノになる事が決まった。さらに、ヴァリス・ラニスターの依い頼らいも達成した事になり、プラス、インセンティブの５０００万が入ってくる。そこから導かれるのは１００億近くある借金はチャラになり、５０００万が自分のものになるという事実であった。

　鼻歌交じりで風ふ呂ろに入り、ゴキゲンな雰ふん囲い気きで部屋にいると、パーティの時間がせまってきたのでクートヴァス城に向かった。

　城に着くと、まるでＶＩＰ扱あつかいの様に丁重に案内され、場所は褒ほう美びでもなければ一生来ることもない、贅ぜいを尽つくした部屋であった。

　豪ごう勢せいな食事や酒が所ところ狭せましと並び、いい匂においがホールデンの鼻び腔こうに届く。

　ヴィンセント、カースティ、メリーといったいつものラロケット・インクのメンバーをはじめ、36・５[image: ℃]キッチンの面々が集まっていた。

　その部屋の奥には王と王妃が腰こし掛かけており、横にはメグがしとやかに立っている。

　皆に挨あい拶さつをすると、ノア・フラワーズ直々に呼ばれる。

「……ドハーティ、お前には感謝しても仕切れない」

「いえ、同じ職場の仲間というのはもちろんですが、姫ひめを助けるのは国民の義務です」

　ホールデンは１００億を手にするために、柄がらにもない丁てい寧ねいな言葉を口にする。そんな内面を知らないノアは非常に感心しているようであった。

「見上げた男だ。中々こういった若者はいない。素す晴ばらしい。そうは思わないか皆」

　王妃も柔らかい笑えみを浮かべる。

　会場にいた皆から拍はく手しゆが漏もれ聞こえてくる。

「恐きよう縮しゆくです」

　深々と返礼をするホールデン。

「それでは、今日は大いに食べて、飲んで、楽しんでいってくれ」

　ノアは葡ぶ萄どう酒が入った金の杯さかずきを掲かかげた。それが合図になり、音楽が奏かなで始められた。

　皆が思い思いにそのパーティを楽しんでいる中、ホールデンはノアに近づく。

「あの……早さつ速そくなんですが報酬の方を」

　ホールデンはへりくだりながら催さい促そくをする。

「うむ。そうだな。酔よいがまわらない内に済ませておこうか」

　ノアは履歴書ウオークオブライフをだすと、１００億ルードをホールデンの口座に振り込んだ。

「よし、確かに振り込んだぞ。確かく認にんしてくれ」

（っしゃあああああ！）

　こんなにも履歴書ウオークオブライフを開くのが楽しみだと思ったのは初めてだ。ヴァリス・ラニスターの報酬も先ほど振り込まれたようなので、初のプラスになった残高がおがめる。はやるあまり、自分の残高が記き載さいされているページをめくる手がもつれる。いよいよ残高ページに辿たどりつき──目を疑った。




［残高[image: ]マイナス１００億ルード］




「うん？」

　何度も目をこすり、見返す。しかしそこに書かれている文字が変化するわけではなかった。恐おそらく何かの手違いで振ふり込まれていないだけだと思い、ノアに確認をする。

「あれ、なんか入金されていないみたいなんですが……」

「そんなはずはないぞ。確かに振り込んだ」

　ノアはそう言うと、自分の履歴書ウオークオブライフを差し出し確認させる。

　そこには確かにノア・フラワーズからホールデン・ドハーティへ１００億ルードの振り込み証明が記載されている。

「ど、どういうこと……なんだ……」

　ここにきて初めてホールデンは不ふ穏おんなものを感じた。そもそもヴァリス・ラニスターの報酬も入っているはずなのに、この記載額はおかしい。

　戸と惑まどいを隠せないでいるホールデンにカースティが近寄ってくる。

「私から説明しよう」

「……な、何か知ってるんですか!?」

　カースティは眼鏡をくいっと直すと、絶望すら生なま温ぬるい事実をホールデンに告げた。

「結論から言うと、お前の借金は返済できていない」

「へっ……またまた～ご冗じよう談だんを～」

　頓とん狂きような声が出た後、努めて明るく振る舞まった。

「……私が冗談の類たぐいを好む人間に見えるか？」

　カースティの厳然たる瞳ひとみがホールデンを射い抜ぬく。彼女が噓うそや冗談など言わないなんて、短い付き合いだがわかる。わかるのだが、本能が理解を拒きよ否ひしていた。

「何でだって顔をしているな。借金が減らない理由は、少し考えればわかるはずだろ」

「ど、どういうことですか……」

　衝撃が大き過ぎてまともな思考ができない。

「そんなもの単純だ。新しく借金ができたからに決まっているだろう」

「はい？」

　寝ね耳みみに水とはこのことだった。何しろホールデンには全く身に覚えがなかったのだから。

「お前、ガヌーブの街に何をした？」

「……あっ」

　そこで思い至る。自分が《恐怖の正体フイアーオブクエイク》でガヌーブの街を壊かい滅めつさせた事に。

「心当たりがあるみたいで何よりだ。今から明細を読み上げるからちゃんと聞いておけ」

　カースティは履歴書ウオークオブライフを開くと、書かれている内容を事務的に読み上げていく。

「洋館が全ぜん壊かいで13億２９５０万、ガヌーブの各建物の修しゆう繕ぜん費ひが諸もろ々もろ合わせて８７億２０５０万、それで合計１００億５０００万ルードだ。そこからヴァリス・ラニスター氏の案件達成インセンティブ５０００万ルード、国王様からの報酬１００億ルード、それをお前の口座に入れると、ちょうど１００億ルードマイナスになるってわけだ。よかったじゃないか、キリがよくて」

　もはや、最後の方は何を言っているのかすら耳に入ってこない。カースティはホールデンの様子を見て同情したが、特にしてやれる事もかけるべき言葉も持ち合わせていないので、その場から静かに離はなれていく。

　そんなやり取りを見ていたラロケット・インクのメンバーや、36・５[image: ℃]キッチンの面々が、ホールデンを元気づけるために大量の酒や食べ物を持って来た。惚ほうけていたホールデンも強制的にそのノリに巻き込まれ、酒を浴びるほど飲む。

「もっと酒持ってきやがれってんだ！」

「新しい酒ダァァアア！」

「うおおおおおおおお！」

　そんな騒さわぎの中、ホールデンにメグが近づいてくる。

「ねぇ？　ちょっと……いいかな？」

　ホールデンは周りの奴やつらの肩かたに担かつがれて、やけっぱちの踊おどりを踊っていた。メグが真ま面じ目めな口調で言うとまわりのバカ共はホールデンを乱雑に振り落とし、メグに献けん上じようすると離れていってしまう。

「いっててて……あいつら急に落とすなよな」

　ホールデンはしたたかに打ちつけた尻しりを撫なでながら立ち上がる。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　メグの姿はいわゆるお姫様の格好であった。いつもと雰囲気が違ちがい、若じやつ干かん心しん拍ぱく数すうが上がるホールデンだが、なんとか押さえ込む。

「お、おう。大丈夫だけど……何が目的だ？」

　メグが素直に心配するなんて何か裏があるに違いないと、ホールデンは勘かんぐる。いつもならここでいがみ合いが始まるところだったが、そうはならない。

「何も目的なんてないわ。お礼と、聞きたいことがあるの」

「礼なんて別にいいって。それよりも聞きたいことってなんだよ？」

「私を助けに来てくれた時、『ちゃんと説明させてくれ』って言ったの覚えてる？」

　ホールデンは思考を巡めぐらせる。確かにあの時言い合いになり、メグの兄を侮ぶ辱じよくしてしまった件を説明させてくれと言った。

「ああ、覚えてる。ちゃんと聞いてくれるのか？」

　コクンと小さくうなずくメグを見たホールデンは、強制的に酔いを押さえ込み、真面目なトーンで話し始める。《女殺しジゴロ》という厄やつ介かいなスキルや、メグの兄を侮辱するつもりは一いつ切さいなかったことを。

「そう……だったのね」

「スキルのせいではあるけど、フラワーズを傷つけてしまった……本当に申し訳ない」

「よかった……」

　ぽつりとメグはつぶやいた。

「あれがホールデンの真意じゃないってわかって」

「あれ……そういえばお前、俺のこと名前で呼んでたっけ？」

　ホールデンは思い出す。サリーがホールデンの腹部を刺さし貫つらぬいた時にも、自分の名前を呼んでいた事に。

　そう指し摘てきされたメグはわたわたと取り乱し、顔を赤くする。

「べ、別に、どう呼ぼうが私の勝手でしょ」

「まぁお前がいいなら、俺は一向にかまわねーけど」

　若干のこそばゆさは感じるが、こんな美少女にファーストネームで呼ばれるのは悪い気なんてしない。

「だ、だからアンタも私をどう呼ぼうが自由ってことよ」

　自由と言っておきながら、『お前も私をファーストネームで呼びなさい』という有う無むを言わさない迫はく力りよくが言外に付ふ随ずいされていた。気き恥はずかしさはあったが、この数ヶ月で培つちかって来た関係性を鑑かんがみると『メグ』と呼んでも差し支つかえないように思えた。

「はぁ……仮にも一国の姫様だろ？　俺みたいな奴にファーストネームを呼ばせるのはどうかと思うぞ」

　メグは目に見えて失望する。

「けど、まぁ……姫としてではなく、友達だったらありだよな……メグ？」

　ホールデンは照れを隠かくすために苦笑いした。

　それを聞いたメグは満開の笑顔を咲さかせる。

　不意に見せたメグのその笑顔はホールデンの心音を高鳴らせるのに充じゆう分ぶん過ぎた。

（ま、まずい……これは……）

　そう思った瞬しゆん間かん、ホールデンの意識はジゴロもう１人の自分に入れ替かわる。

「……美しい。生きてきた中で今の笑顔より美しいものは見たことが無い。世界一美しい華はなも、１００万ルードの夜景も、君の笑顔の足あし下もとにも遠く及およばないさ」

（やっぱりかあああああああああああ！）

　メグは大きな瞳をゆらし、蕾つぼみが咲くように小さく微笑ほほえむ。

「ありがと。素す直なおに嬉うれしいわ」

　妙みような雰ふん囲い気きが２人を包む。

「ああ。この瞬間を切り取りたい。そして願わくば僕だけのモノにしたい……」

　ホールデンジゴロVer.はそう言うと、流れるような仕草でメグの背中に手を回した。

（おいおいおいおいおいおいおいおい！　これはまさか！）

　内面に追いやられたホールデンの想像通り、静かにメグの柔やわらかい頰ほおにキスをした。

（はいっ、終わったぁ！　殴なぐられる上に、さらに１００億ルードの借金背負わされる!!）

　しかし、想像していた一いち撃げきがしばらくしてもやって来なかった。それどころか、メグはホールデンに身を任せているようだった。

　そっと頰から唇くちびるを離すと、メグの顔は真っ赤に染まっており、視線をホールデンに合わせようとしない。

「……………………………………………………………………………………………………」

「……………………………………………………………………………………………………」

　辺りは騒がしいのに、２人のまわりだけに静せい寂じやくが落ちる。

（あれれれれれれれれれれれれれれ！　なんなのこの雰囲気ぃぃ！）

「そ、その……ほ、ホールデンはさ……」

　その静寂を破り、メグが何かを言おうとしたその刹せつ那な。

「るこおんおがおきおやおあお！おおおおいおのおメおグおにおなおんおばおしおとおつおとおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　人ならざる獣けものの如ごとき咆ほう哮こうが会場を包み込む。その声の主は……

「た、大変だ！　国王様がまたご乱心されたぞ！」

【近衛兵The close】達が全力で国王を止めにかかる。

　ノアはホールデンがメグにキスをした瞬間、代名詞？　とでもいう職業ジヨブ【呪殺師The Grudge】に転職ジヨブチエンジしたのだ。

　さらにタイミング悪く、ホールデンは《女殺しジゴロ》から元に戻もどってしまった。

「またこんなタイミングかよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！！！!!」

　迫せまりくるノア死神を前にし、ホールデンはあらん限りの声で致ち命めい的てきな失言をしてしまう。

「い、いや、あの、その、べ、別にしたくてしたわけじゃないんでええええええ！」

　そう叫さけんだ瞬間、ホールデンの後ろから身も凍こごえる殺気が顕けん現げんした。

「したくてしたわけじゃない……？」

　その凄すさまじいまでの迫力に、【呪殺師】で正気を無くしているノアでさえ動きを止め、恐怖のあまり歯をガチガチと打ち鳴らした。その殺意の権化がホールデンに近づく。

「まままままままままて……待ってくれ……話せば……話せばわかる……」

　ゴゴゴっという効果音が聞こえてきそうである。怒いかりのためうつむいていたメグは顔を上げる。

　予想に反してその表情は美少女にうってつけな笑顔であった。

（あれ……話聞いてくれる……のか？）

　そう思いかけたが、近づくにつれメグのその笑顔は笑顔でないことに気がつく。ホールデンは勘かん違ちがいしていた。ソレは別次元のナニカであったのだ。気がついた瞬間、ホールデンの顎に鋭するどい上段まわし蹴げりが炸さく裂れつした。歴戦の戦士もかくやという動きでホールデンを殺しにかかってきている。その乱らん撃げきからほうほうの体ていで逃にげ出す。が、逃がさないと言うように無言でその後を追うメグ。場内は呆ぼう然ぜんとその２人の様子を見るしかなかった。

　ホールデンは、なんとか隙すきを見てテーブルの下に姿を隠す。そこで一息ついていると、目の前に紙が差し出された。その紙には婚こん姻いん届とどけの文字が堂々と鎮ちん座ざしていた。嫌いやな予感を覚えその差し出された方向に目をやると、ドレス姿のティアがいた。

「……ここにサインして。今回の功績で正式にお父様から許可が下りたの。いつでも式挙げられるから」

「お、お前って奴はどうしてこの面めん倒どうなタイミングで厄介事を増やすんだよ！」

　その言葉にティアは気を悪くしたのか、大声で叫ぶ。

「ホールデン嫌！　いくらテーブルの下で見えないからって、こんな所でするのは嫌！」

「バ、バかやろう！　なんてことを言うんだ！！！」

　ホールデンは悲鳴のように叫ぶ。実際、本気でそんなことをしようものならティアは恥はずかしさで声も上げられないだろう。しかしいつも言うことだけは大人びていた。

「あ、アンタ一体そんなところでナニをしようとしているの！」

「るき、るきろしうやうんう！！おメうグおだうけおにう飽うきお足うらおずう、うこうんうなう公う衆うのお面お前おでお別おのお女おと」

　振ふり向くとしゃがんでテーブルの下を覗のぞき込む修しゆ羅ら２人の赤い目線があり、親子揃そろって殺意の眼まな差ざしをホールデンに向けてくる。ホールデンは絶ぜつ叫きようすると一瞬でテーブルの下から抜ぬけ出し、再度逃げ始めた。

「こ、このままじゃまずいっ！」

　ホールデンは逃げ回りながら、履歴書ウオークオブライフを開き、あるスキルの呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。




　どこからともなく陽気な音楽が流れてくる。




　そう。ホールデンが詠唱したスキルは《不思議な踊りフリークスダンス》であった。

　強制的にこの会場にいる全員に有無を言わせず、妙な踊おどりを始めさせる。

「アウッ！」

　ノアも。

「フォォォォォ！」

　ジャニスも。

「フォウッ！」

　ヴィンセントも。

「イヤアスッ！」

　カースティも。

「イッッッッハァァ！」

　酒場の皆みなも。

「ポウポウポウ！」

　ティアも。

「パウッ！」

　メグも。

　場内は混こん沌とんとし、無む秩ちつ序じよな踊りと奇き声せいがあふれ返った。

　ホールデンは踊りながら、己おのれに降り掛かかった数ヶ月の出来事を思い一言つぶやいた。




「サリーアイツが言っていた人生は思い通りにならねーから面おも白しろいってのには賛成だな」








あとがき









「クリエーターになりたい」




　なんて軽々しく思ったのはもう何年前だったか。

　あれは社会人１年目の、服飾の仕事を覚えるので一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいだった時だと思う。学生の時はクリエイティブなんてものを自分がやるとは夢にも思っていなかったので、クリエーターといっても何をすればいいか、全くわからない状態だった。

「そういえば、小説は好きでずっと読んでいるから、小説家はどうだろう」

　と、ふと思い至ったのが長い迷宮への一歩だとは、この時は知るよしも無い。

「やっぱラノベかな……」

　僕は『ブギーポップ』シリーズ、『ゴクドーくん漫まん遊ゆう記き』、『スレイヤーズ』、『フルメタル・パニック！』などで育ってきたので、その選せん択たくは自然と言える。次にやるべきはいよいよ執しつ筆ぴつだ。小説なんて書いたこともなければ、文章が上手うまいわけでもない。なので、小説を書くにあたってのルールなど一いつ切さい無視した書き方（鉤かぎ括かつ弧この時は一段下げないなど、かなり初歩的なもの）であった。今考えればありえないことなのだが、この時の僕はハウツー本を読むことがダサいと思っていたのだ。ルールは知らずとも、書きたいものは沢たく山さんあったのでスラスラと書き始められた気がする。しかし、１００ページほど進んだところで完全に手が止まる。いくら考えても先に進めそうにない。

「手が止まるということは、本当に書きたいものじゃないんだ」

　と、逃げ道を作った。だが、次の話もその次の話も、１００ページほどで完全に手が止まるのだ。その段になってようやくプロットというものの存在を知った。

　プロットを知ったことで、「これですぐにデビューできるな！」などと、意味不明な自信が湧わいてきた。この頃ころから周りの友達に「来年デビューするから」と、吹ふい聴ちようして回るようになる。年が変わると、当たり前の話だが「お前の作品いつ出るの？」と言われ始めた。それをのらりくらりとかわしながら過ごすと、いつの間にか出す出す詐さ欺ぎと、冗じよう談だん半分、本気半分で詰つめよられるようになる。

　小説家になると思いついてから、数年が経ったのだが一本も書き上げられていなかった。この間に仕事はアパレルからアニメ会社の制作進行に転職し、以前にも増してハードな仕事内容に精神も肉体も磨ま耗もうし、いつの間にか小説家になるという気持ちも薄うすれつつあった。

　アニメの制作進行は経験者ならわかって頂けると思うのだが、業務内容がとてつもなくハードなのだ。

　入社して３年目くらいだったか、夜車を運転している時、自分の人生を真剣に考えた。考えると不安しかなく、涙なみだが出そうになった。そこから寝る間を惜おしんで、仕事の合間に小説を新たに書き始めた。これが不思議なもので、以前とは違ちがい１００ページを超こえても手が止まらないのだ。そうして初めて小説を書き上げると、仕事の区切りがついたところで会社を辞めた。この時、次の仕事も決めずに辞めたのだから、我ながら無茶苦茶だったなと思う。そうして、辞めたその日に、行きつけの高円寺にあるＢＡＲ「私」のマスター森もり本もとさんに報告に行った。これが僕の小説家になるターニングポイントになるとは……。

　森本さんとの話を終え、一人で飲んでいるとお客さんが入ってくる。たまたま僕の隣となりの席に座ると、その人もマスターと顔見知りで、いつの間にか３人で喋しやべり出していた。しばらくすると、森本さんが忙いそがしくなってきたので、僕はそのお客さんと２人で話す事になり、『グラップラー刃バ牙キ』が好きという事で大分盛り上がったのを今でも鮮せん明めいに覚えている。

　そんな中、僕がふと「お仕事って何をされてるんですか？」と、何気なく聞いた。すると「ファンタジア文庫というところで、編集者をしてます」などと耳を疑うような答えが返ってきた（これが今の担当であるモリイさんとの出会いとなる）。僕は普ふ段だん「運命」という言葉は一切信じていないのだが、この時ばかりはその不確かな「運命」なるものを感じた。本作のホールデンと同じで酔よいの勢いもあり、すぐに「実はラノベ書いてるんですよ！」と言うと、「これも何かの縁だし、読んであげるから持ってきなよ」と返ってきたので、連絡先を交こう換かんすると、帰宅してからすぐに原げん稿こうを送った（コインでどっちが飲み代を出すか、という賭かけを持ちかけられなくて本当によかった！）。

　数日後連絡がきて、高円寺で会うことに。僕は緊きん張ちようして行くと、「面おも白しろかったよ！」と言われ、ものすごく舞まい上がった。「けど、このままじゃライトノベルっていうか一般小説に近いから一いつ緒しよに直していこう」とありがたい言葉をもらい、改稿を重ねることとなる。それから早５年、原稿がボツになったり、数え切れないほど改稿したりと紆う余よ曲きよく折せつありながらも、今回「オール・ジョブ・ザ・ワールド」を出させて頂く運びになりました。

　末尾になり大変恐きよう縮しゆくですが、今回イラストを担当して頂きましたヤスダスズヒト様、お忙しい中お引き受け頂き、誠にありがとうございました。ヤスダ様に描えがいて頂き、人生の大きな夢が一つ叶かないました。重複してしまいますが、感謝の念に堪たえません。

　人の出会いは重要で、僕はそれだけで生かされているようなものです。僕と関わってくれた全ての人に感謝を。また、拙せつ著ちよを手に取って頂いた方々にも最大の感謝を。

　次巻でもお会いできれば幸いです。それでは失礼致します。

（自分語りばかりですみません。次巻は好きな映画ランキングとかやれたらと）








百瀬祐一郎

●ももせゆういちろう



文化服装学園卒業後、某ブランドに就職。アニメ好きが高じて某アニメ会社の制作進行へと転職。その後、いくつかの仕事を経て再度アパレルの某別ブランドへと転職。紆余曲折あり、再びアニメ会社に今度はプロデューサー兼脚本家として転職。そして、かねてより志望していた小説家になる。遊び人にならないことを祈るばかり……
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